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Honda

1

運転はルールを守り、マナーよく。

シートベルトを着用しましょう。

法定速度を守りましょう。

子供やお年寄りをいたわりましょう。

駐停車は、ルールに従いましょう。

迷惑運転はやめましょう。

自然環境保護に気をくばりましょう。

お車をゆずられるときは、つぎに所有さ

れるかたのためにこの取扱説明書および

メンテナンスノートを車につけておいて

ください。

ご不明な点は、担当セールスマンにおた

ずねください。

保証や点検整備に関することはメンテナ

ンスノートに記載しておりますので、ご

使用前に必ずお読みください。

車の仕様などの変更により、この本の内容と実車が一致しない場合がありますのでご了

承ください。

取扱説明書はメンテナンスノートと共に、

いつもお車に保管してください。

このたびは 車をお買い上げいただき、
ありがとうございます。

・
・
・
・
・
・

この本は の取り扱いについて
必要事項を説明しています。

安全で快適なドライブをお楽しみいただくために、
ご使用前に必ずお読みください。

０６／１２／１９　１８：２２：３６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００１　



2

本書の読みかた

「安全ドライブのための必読６ポイント」

安全に関する表示

その他の表示

重要ですので、しっかりお読みください。

「運転者や他の人が傷害を受ける可能性のあること」を回避方法と共に、下記の表示で記載し

ています。これらは重要ですので、しっかりお読みください。

お車に関することや、その他のアドバイスは下記の表示を使って記載しています。

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至るもの

指示に従わないと、傷害を受ける可能性があるもの

指示に従わないと、死亡または重大な傷害に至る可能性があるもの

この本はドライバーの動作に沿って各部の取り扱いを説明しています。
また、装備、万一のときの応急処置、お車の手入れなど、必要な情報を説明しています。

お車のために守っていただきたいこと
知っておいていただきたいこと

知っておくと便利なこと
（車が故障・破損するのを防ぐためのアドバイ

ス、異常事態の処置方法を記載しています）

０６／１２／１９　１８：２２：４５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００２　
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193

44

4

※このページはサンプルページですので、記載されている内容と実車は異なります。

階層ごとにデザインを
変えてあります

ページの内容を
示しています

に分けて記載しています。

装置／機構について
解説

操作方法

（→ ページ）

塗装面の保護とドアまわりの凍結を防

ぐために、ボディカバーを使ってくだ

さい。

ハンドルの高さを適切な位置に変えること

ができます。

レバーを押し下げ、ハンドルの高さを適切

な位置にして、レバーを元の位置まで確実

に引き上げて固定します。

走行中はミラーの調節を行わないでく

ださい。

夜間走行時、後続車のライトがまぶしいと

きにライトの反射を弱くできます。

ノブを動かして切り換えます。

角度調節はノブを昼間の位置にして行って

ください。

走行中に調節するとハンドルが必要以

上に動くことがあり、思わぬ事故につ

ながるおそれがあります。調節は走行

する前に行い、ハンドルに上下方向の

力を加え固定されていることを確認し

てください。

格納するとき、エンジン部を毛

布で覆ったり、ラジエーターの

まわりに段ボールや新聞紙をは

さみ込んだりしないでください。

そのまま走行すると、火災のお

それがあります。

積雪・寒冷時の取り扱い

ノブ

夜間
昼間

レレババーー

タイトル

安全に関する表示

ヘッダー

説明文

ページ
インデックス

●長期間使わないで

屋外におくとき

●防眩式ルームミラー

７．車との上手なつきあいかた

ハンドル・バックミラーの調節

ルームミラーチルトステアリング

０６／１２／１９　１８：２２：５１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００３　
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P.5

P.6 P.10

P.246 P.254

目次と対応しているので、目的のページが
辞書を引くように探せます。

本書の上手な使いかた

知りたい項目の説明がすぐ探せるように、いろいろな引きかたが用意されています。

スイッチ類などの名称が
わからないとき

名称から探すとき

タイトルから探すとき

ページインデックス：

目次（ ）

ビジュアル目次
（ ～ ）

さくいん
（ ～ ）

０６／１２／１９　１８：２３：０３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００４　



5
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12
18

26

14
22

28

34
66

54
68

84
104

8880
94

126
136

139

134
138

142 150 156

166
172

186

168
176

170
184

202
216

210204

218
232

228

SRS
4WDABS

236

246

11

33

79

125

141

165

201

217

１．お出かけまえに
３．正しい知識で最適運転
５．駐車や停車はしっかりと

２．お子さまに思いやりを
４．オートマチック車の注意ポイント
６．こんなことにも注意をしよう

・各部の開閉
・バックミラーの調節

・シートの調節
・シートベルト

・表示灯
・運転のしかた

・警告灯・メーター
・スイッチの使いかた

・ エアバッグシステム
・
・その他の安全装備

・シートベルトプリテンショナー
・四輪駆動機構（ ）

・エアコン ・オーディオ ・室内装備品

・
・けん引
・電気系統が異常のとき

・故障したとき
・パンクしたとき

・事故が起きたとき
・

・点検・整備について
・車にあった部品の使用

・日常の手入れ・簡単な整備

・積雪・寒冷時の取り扱い
・環境にやさしい省エネドライブをするために

・こんなときは

アンチロックブレーキシステム（ ）

工具・スペアタイヤ・発炎筒
オーバーヒートしたとき

目 次
◆安全ドライブのための必読 ポイント

車を運転する前に

万一のとき

車を運転するときに

安全装備

ドライブを快適にする装備

車の手入れ

車との上手なつきあいかた

・こんなことでお困りのとき 巻末

・サービスデータ

・さくいん

６

０６／１２／１９　１８：２３：０９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００５　
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96 98
97

102
80
84
88

99
101

98
142

158
150

157
94
190

42

ビジュアル目次

ライト／方向指示器（ウィンカー）スイッチ 、
ヘッドライトレベリングダイヤル

ホーンスイッチ

メーター

表示灯

警告灯

ワイパー／ウォッシャースイッチ

リヤデフロスタースイッチ

非常点滅表示灯（ハザード）スイッチ

エアコン

灰皿

オーディオ

シガレットライター

エンジンスイッチ

ヒューズボックス

ボンネット解錠ノブ

タイプ別装備

タイプ別装備

０９／０９／１４　１８：３６：２１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００６　
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SRS

SRS

126
108

110 114
126
48

46
106
159
166

エアバッグシステム（助手席用）

チェンジレバー

セレクトレバー

、

エアバッグシステム（運転席用）

パワーウィンドースイッチ

フューエルリッドオープナー

パーキングブレーキ

グローブボックス

発炎筒

マニュアル車

オートマチック車

タイプ別注文装備

０６／１２／１９　１８：２３：１５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００７　
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SDX PRO-A

156

76
50

68
156

66
158

57
166

62
53

52
161

ビジュアル目次

、

販売店装着

タイプ別装備

タイプ別装備

４速オートマチック車

テールゲート照明灯

シートベルト（チャイルドシート固定機構付き）

スライドドアウィンドー

シートベルト

室内灯

ルームミラー

サンバイザー

フロントシート

工具

リヤシート

メンテナンスリッド

エンジンルームリッド

ユーティリティーナット

０６／１２／１９　１８：２３：１９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００８　
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PRO-B

66
158
156
68

156

161
52

166
54

ルームミラー

サンバイザー

室内灯

シートベルト

テールゲート照明灯

ユーティリティーナット

エンジンルームリッド

工具

シート

０６／１２／１９　１８：２３：２１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０００９　
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66
150

35
45

43

139
100

99
42

96
67

38
51

ビジュアル目次

ドアミラー

アンテナ

ドアの施錠・解錠

燃料補給口（フューエルリッド）

テールゲート

ハイマウント

ストップランプ

リヤワイパー

ワイパー

ボンネット

ヘッドライト

サイドアンダーミラー

スライドドア

エンジンオイル補給口 マニュアル車、３速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：２３：２５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１０　
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14

18

22

26

28

ご使用の前に知っておいていただきたいこと、
守っていただきたいことをまとめてあります。

安全ドライブのための

必読 ポイント６

・・・・・・・・・・・・・・・・・・●お出かけまえに ・

・・・・・・・・・・・・●お子さまに思いやりを ・

・・・・・・・・・・・・●正しい知識で最適運転 ・

・・●オートマチック車の注意ポイント ・

・・・・・・・・・・●駐車や停車はしっかりと ・

・・・・・・●こんなことにも注意をしよう ・

０６／１２／１９　１８：２３：２９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１１　
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Honda

Honda

Honda

日常点検は車の使用状況に応じて、
お客様の判断で適時行う点検で、お
客様自身で実施が可能な項目となっ
ています。

後席にシートベルトを取り付けると
きは（販売店装着）、 販売店
にご相談ください。

お出かけまえに・・・

シートベルトを正しく着用。

点検をわすれずに。
＜メンテナンスノート参照＞

＜６８ページ参照＞

一本のベルトを二人以上で使用しな
いでください。

運転する人はもちろん、同乗する人
にも必ず着用させてください。

シートに深く腰かけ、背もたれは必
要以上に倒さないでください。
腰骨のできるだけ低い位置に着用し
てください。

ベルトがくび、あご、顔などに当た
らないようにしてください。

ベルトにねじれがないか確かめてく
ださい。

道路運送車両法により、法定定期点
検と日常点検が義務づけられていま
す。
安全・快適にお使いいただくために、

の点検要領に従って必ず点
検してください。

普段と違う点に気づいたら、
販売店で点検を受けてくだ

さい。
（音、におい、ブレーキ液の不足、
地面に油のあとが残っている時・・・）
走行中も車の状態に気を配り、いつ
もと違う音やにおい、運転感覚など
を感じたら早めに点検しましょう。

安全ドライブのための必読 ポイント６

０６／１２／１９　１８：２３：４３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１２　
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Honda

引火、爆発のおそれがあります。

車内や屋内などに排気ガスが充満し
一酸化炭素中毒のおそれがあります。

車内に排気ガスが侵入するおそれが
あります。

ブレーキやアクセルのペダル操作が、
確実にできないおそれがあります。

後方視界を妨げたり、急ブレーキの
ときなどに荷物がとび出すおそれが
あります。

燃料の入った容器やスプレー缶
などはのせないで。

排気ガスには十分に気をつけて。

運転の妨げになる物には注意を。

排気ガスには無色・無臭で有害な一
酸化炭素が含まれているため、吸い
込むと一酸化炭素中毒のおそれがあ
ります。
車庫や屋内などの換気の悪いところ
では、エンジンをかけたままにしな
いでください。

フロアマットが、ペダルに引っかか
らないように注意してください。

手荷物はシートの高さを越えないよ
うにしましょう。

走行中動きやすい物を床にそのまま
置かないでください。

排気管に穴や亀裂があったり、排気
音の異常に気づいたら 販売
店で点検を受けてください。

０６／１２／１９　１８：２３：５５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１３　
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SRS

Honda

不意の動作が気になったり、スイ
ッチ・レバー類のいたずらなど運
転の妨げになるおそれがあります。
また、事故が起きた場合、後席の
ほうが安全といわれています。

お子さまを抱いていても、衝突し
たときなどに支えることができず
危険です。

乳児用シート、幼児用シート、学
童用シートをまとめた総称として
「チャイルドシート」と呼んでいま
す。

お子さまを後席に乗せることができ
なく、やむをえず助手席に乗せると
きは、一番大きなお子さまを乗せて
ください。

インストルメントパネルに手をつ
いたり、顔や胸を近づけた状態で
の乗車は、 エアバッグが膨ら
む際、強い衝撃を受けるおそれが
あり危険です。

後席にシートベルトを取り付ける
ときは（販売店装着）、 販
売店にご相談ください。

お子さまに思いやりを

お子さまは、うしろの席に。
＜後席非装備車には、お子さま
を乗せることはおすすめしませ
ん＞

お子さまにもシートベルトを。

安全ドライブのための必読 ポイント６

助手席にのせるのは避けましょう。

お子さまにも必ずシートベルトを着
用させるか、チャイルドシート を
お使いください。

※：

・

・

・

・

※

後席装備車

０６／１２／１９　１８：２４：０５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１４　
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Honda

Honda

kg
cm

シートベルトをそのまま使うと衝
突のときに腹部などに強い圧迫を
受けるおそれがあります。
また、ひとりですわることのでき
ない小さなお子さまは乳児用シー
トを使用してください。

チャイルドシートの形状などによ
っては、正しく取り付けできない
ものがあります。この車に合った
チャイルドシートを使用してくだ
さい。

チャイルドシートは安全装備です。
国土交通大臣が型式を指定または
認定したマークが付いているもの、
もしくはアメリカやヨーロッパな
どの安全基準に合格しているもの
を必ず選んでください。

《選択の目安》
詳しくはチャイルドシートに付属の取
扱説明書をご覧ください。

お子さまを乗せるときは、チャイル
ドシートが車に確実に取り付けられ
ていることを確認してください。
また、お子さまの体をチャイルドシ
ートにきちんと固定してください。
シートベルトの種類やチャイルドシ
ートの種類と取り付けの向きによっ
ては、固定金具（ロッキングクリッ
プ）が必要になることがあります。

詳しくはチャイルドシートに付属の
取扱説明書をご覧ください。

純正品のチャイルドシー
トをご用意しています。ご購入、
ご使用に際しては 販売店
にご相談ください。

シートベルトの種類 →７０ページ

チャイルドシート固定機構付き

シートベルト →７６ページ

～１０

１５～３２ １００～１３５

～７５

４才～１０才

～１２か月
乳児用

（ベビー）
シート

９～１８ ７０～１００

体重（ ） 参考身長
（ ）

参考年令

幼児用
（チャイル
ド）シート
学童用

（ジュニア）
シート

９か月～４才

お子さまのくびやあごにシートベル
トがあたる場合や腰骨にかからない
場合は、幼児用シートや学童用シー
トを使用してください。

チャイルドシートは確実に取り付け
てください。

・

・

・

・

０６／１２／１９　１８：２４：１６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１５　
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SRS

OFF

エアバッグが膨らむ際、乳児
用シートや、幼児用シートの背面
に強い衝撃を受け危険です。

ブレーキや衝突のときなどにチャイ
ルドシートがとび出し傷害を受ける
おそれがあります。
お子さまを乗せないときでも確実に
取り付けるか、家などに保管してく
ださい。

ドアが完全に閉まっていないと走行
中にドアが開き、思わぬ事故の原因
となります。

思わぬ障害物で事故のおそれがあり
ます。

安全ドライブのための必読 ポイント６

助手席には乳児用シートを取り付け
ないでください。また、幼児用シー
トを後ろ向きに取り付けないでくだ
さい。

シートベルトが正しく着用できな
いようなお子さまと一緒のときは、
乳児用シートや幼児用シート（後
ろ向き装着）を取り付けられる別
の車をお使いください。

チャイルドシートを取り外したまま
車内に放置しないでください。

手、足、顔などをはさまないよう、
気をつけてください。
走行する前にすべてのドアが完全に
閉まっていることを確認してくださ
い。

パワーウィンドーのメインスイッチ
は、“ ”にしておきましょう。

走行中、一時停止のときなど、窓か
ら手や頭、物などを出さないよう、
注意してください。

・

・

＜４８ページ参照＞

ドア、ウィンドー、シートの操
作は必ず大人が。

後席非装備車

０６／１２／１９　１８：２４：２６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１６　
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炎天下の車内は、高温になり危険
です。
お子さまのいたずらにより車の発
進、火災などの思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

車から離れるときは、お子さま
も一緒に連れて。
お子さまだけを車内に残さないでく
ださい。

チャイルドシート固定機構付きシー
トベルトでは、ベルトをすべて引き
出すと完全にベルトを戻すまでは引
き出し方向には動きません。
ベルトを身体に巻きつけたりして遊
んでいると、固定機構が作動してベ
ルトがゆるまなくなり、窒息などの
重大な傷害を受けるおそれがありま
す。
万一ベルトをゆるめることができな
くなった場合は、はさみなどでベル
トを切断してください。

・

・

お子さまをシートベルトで遊ばせ
ないで。

０６／１２／１９　１８：２４：３３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１７　
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D

D

3

3

ブレーキ倍力装置が作用しないた
め、ブレーキの効きが悪くなりま
す。

ハンドル操作の妨げになり大変危険
です。

パワーステアリング装備車は、パ
ワーステアリングのパワー装置が
はたらかなくなり、ハンドル操作
が重くなります。
マニュアルトランスミッション車
は、エンジンスイッチを“０”にす
ると、キーが抜けることがあり、
ハンドルがロックされ危険です。

４速オートマチック車は□にして、
エンジンブレーキを使用してくだ
さい。
□のままで速度が出すぎるときは
□にし、さらに強いエンジンブレ
ーキを使用してください。
３速オートマチック車は□にして、
エンジンブレーキを使用してくだ
さい。

エンジンブレーキ：
走行中アクセルペダルを戻したとき
にかかるブレーキ力のことで、低速
ギヤほどよく効きます。

２

２

正しい知識で最適運転

走行中ハンドルの中に手を入れて、
スイッチを操作しないでください。

走行中はエンジンを止めないでくだ
さい。

ブレーキペダルを踏み続けて走行す
るとブレーキが過熱して、効きが悪
くなることがあります。
長い下り坂では、走行速度に合わせ、
ギヤを一段ずつ落として、エンジン
ブレーキを併用してください。

・

・

・

・

・

長い下り坂ではエンジンブレー
キを。

安全ドライブのための必読 ポイント６

０６／１２／１９　１８：２４：４４　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１８　
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トンネルの出口、橋・土手の上、山
を削った切り通し、大型トラックを
追い越したり、追い越されたりする
ときなどには、特に横風の影響を受
けやすいので十分注意してください。

横風の強い日は。霧が出たときは。
横風を受け、車が横に流されるよう
なときは、ハンドルをしっかり握り、
スピードを徐々に下げて進路を立て
直してください。

霧が出たときは、視界が悪くなりま
す。昼間でもヘッドライトを下向き
で点灯し、中央線、ガードレールや
前の車の尾灯などをめやすにして、
速度を落として運転してください。

０６／１２／１９　１８：２４：５１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００１９　
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急加速、急ブレーキや急ハンドルを
避け、スピードを落として安全運転
に心がけてください。

エンジンの破損や電装品の故障およ
び車両故障につながるおそれがあり
ます。

ぬれたブレーキは効きが悪かったり、
ぬれていない片側だけが効いてハン
ドルをとられることがあります。

ハイドロプレーニング現象とは

→２２８ページ

安全ドライブのための必読 ポイント６

雨天時の走行には注意を。 水たまりに入ったあとはブレー
キの効き具合を確認。雨天時やぬれた道路では、路面が滑

りやすくなっておりタイヤのグリッ
プ力が低下するため、通常より注意
深い運転が必要です。

わだちなどの水のたまりやすい場所
では、ハイドロプレーニング現象を
起こしやすくなります。

冠水路などの深い水たまりは走行し
ないでください。

水たまり走行後や洗車後は、低速で
走行しながらブレーキペダルを軽く
踏んで効き具合を確認してください。

ブレーキの効きが悪いときは、前後
の車に十分注意しながら低速で走行
し、ブレーキの効きが回復するまで、
繰り返しブレーキペダルを踏んでく
ださい。

０６／１２／１９　１８：２５：０１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２０　
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点灯したまま走行を続けると、思わ
ぬ事故のもとになったり、エンジン
などを損傷するおそれがあります。

急ブレーキや急ハンドルは車のコン
トロールを失うことがあり危険です。

ブレーキ液や燃料の漏れ、損傷など
により思わぬ事故につながるおそれ
があります。

走行中異常があったら。
警告灯が点灯したら、ただちに安全
な場所に停車し処置をしてください。

走行中にタイヤがパンクやバースト
（破裂）してもあわてずに、ハンドル
をしっかり握り、徐々にブレーキを
かけてスピードを落とし、安全な場
所に停車してください。

床下に強い衝撃を受けたときは、た
だちに車を止めて、ブレーキ液や燃
料の漏れ、各部に損傷がないかを確
認してください。

＜８８ページ参照＞

０６／１２／１９　１８：２５：０７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２１　
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D

D

4

3

オートマチック車の
注意ポイント

オートマチック車は、その特性や操作
上の注意をよく理解することが大切で
す。
「オートマチック車の運転のしかた」も
あわせてお読みください。

エンジンがかかっているとき、セレ
クトレバーが□□以外に入っている
と、動力がつながった状態になり、
アクセルペダルを踏まなくても車が
ゆっくりと動き出します。
これをクリープ現象といいます。

□（４速オートマチック車は□また
は□）で走行中にアクセルペダルを
いっぱいに踏み込むと、自動的に低
速ギヤに切り換わり、エンジンの回
転数が上がって、力強い加速を得る
ことができます。
これをキックダウンといいます。

＜１１７ページ参照＞

オートマチック車の特性を正し
く理解。

クリープ現象とは

キックダウンとは

ＰＮ

Ｄ

安全ドライブのための必読 ポイント６

０６／１２／１９　１８：２５：１６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２２　
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不慣れな左足では、適切なブレーキ
操作ができません。

エアコン作動時も同じです。

急発進して思わぬ事故のもとになり
ます。

■

■

■

■

１
ブレーキペダルは右足で踏む習慣を
つけましょう。

２
ペダルの踏みまちがいのないよう、
右足でペダルの位置を確認しておき
ましょう。

４
思いちがいを防ぐため、セレクトレ
バーの位置を目で確認しましょう。

安全のため、セレクトレバーは駆動
輪が固定される□でエンジンをかけ
ましょう。

３
エンジン始動直後は、自動的にエン
ジンの回転が上がり、クリープ現象
が強くなりますので、ブレーキペダ
ルはしっかり踏んでいてください。

アクセルペダルを踏んだまま、セレ
クトレバーを操作しないでください。

発進時のセレクトレバーの操作は、
右足でブレーキペダルをしっかり踏
み、車が動かないようにして行いま
しょう。

坂道での発進は車が後退しないよう
に必ずパーキングブレーキを併用し、
先にブレーキペダルを離してアクセ
ルペダルに踏みかえてから、パーキ
ングブレーキを解除してください。

ブレーキは右足で。

エンジンをかけるまえに。

スタートするとき。

エンジンをかけるとき。

Ｐ

０６／１２／１９　１８：２５：３０　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２３　
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エンジンブレーキが全く効かず、思
わぬ事故のもとになります。

万一、セレクトレバーが□□以外に
入っていると、クリープ現象で車が
動き出したり、乗り込むときに、誤
ってアクセルペダルを踏み込んで急
発進したりするおそれがあります。

万一、セレクトレバーが□□以外の
とき、思わぬ急発進のもとになりま
す。

フットブレーキを使いすぎると、ブ
レーキが過熱して、ブレーキの効き
が悪くなるおそれがあります。

ＰＮ

ＰＮ

エンジンブレーキ →１８ページ

■ ■

■

５ ６
走行中は、セレクトレバーを□にし
ないでください。

車が動かないようにブレーキペダル
をしっかりと踏み、必要に応じてパ
ーキングブレーキをかけましょう。
停車中の空ぶかしは、やめましょう。

７
駐車するときは、パーキングブレー
キをかけてセレクトレバーを□に入
れ、エンジンを止めましょう。

下り坂では、エンジンブレーキも使
いましょう。

上り坂で、速度を保とうとしてアク
セルペダルを踏み込んだとき、キッ
クダウンにより、急にエンジン回転
が上がり、思ったより速度が出てし
まうことがあります。
アクセルペダルは、慎重に操作して
ください。
また、すべりやすい路面やカーブで
は、急激なアクセルペダル操作は避
けてください。

走行しているとき。 停車しているとき。

駐車するとき。

Ｎ

Ｐ

安全ドライブのための必読 ポイント６

０６／１２／１９　１８：２５：４１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２４　
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D D4 3

エンジンスイッチが、“Ｉ”または
“０”のときには、ブレーキペダル
を踏んでも、レバーは操作できま
せん。
セレクトレバーボタンを押したま
まブレーキペダルを踏んだ場合、
レバーの操作ができないことがあ
ります。先にブレーキペダルを踏
んでください。

□以外では、キーが“Ｉ”から“０”に
回りません。

セレクトレバーが□のときにブザ
ーが鳴り、□に入っていることを
運転者に知らせます。
車外の人には音が聞こえませんの
で、ご注意ください。

エンジンスイッチからキーを抜き、
キーをシフトロック解除穴に差し
込み、
キーを押しながら、セレクトレバ
ーを操作します。

坂道などで、前進（□、□、□また
は□、□）の位置にしたまま惰性で
後退したり、後退（□）の位置にした
まま前進したりすると、エンジンが
停止してブレーキの効きが悪くなっ
たり、ハンドル操作が重くなり、思
わぬ事故の原因となるおそれがあり
ます。

急停止して危険であるばかりでなく、
トランスミッション破損のもとにな
ります。

車が完全に止まらないうちにレバー
を操作すると、トランスミッション
破損のおそれがあります。

ちょっと後退したときなど、□に入
れたことを忘れてしまうことがあり
ます。

Ｐ

Ｒ

Ｒ

２

Ｄ ２

Ｒ

Ｒ

ほかに気をつけたいこと。 シフトロック装置の正しい理解
を。
ブレーキペダルを踏んでいないと、
□からのセレクトレバー操作はでき
ません。

□以外では、エンジンスイッチから
キーは抜けません。

□に入れるとブザーが鳴ります。

万一、□からセレクトレバーが操作
できないときは：

セレクトレバーは正しい位置で使用
してください。

車が完全に止まらないうちに、□に
入れないでください。

前進から後退、後退から前進すると
きは車を完全に止め、ブレーキペダ
ルを踏んだままセレクトレバーを操
作してください。

後退したあとは、すぐ□から□にも
どす習慣をつけましょう。

・

・

・

・

・
・

・

Ｐ

Ｐ

Ｒ

Ｐ

Ｐ

Ｒ Ｎ

シフトロック
解除穴

０６／１２／１９　１８：２５：５５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２５　
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排気管や排気ガスの熱により、着火
するおそれがあります。

駐車や停車は
しっかりと

可燃物には注意を。

植込みなどにも注意して。

枯草や紙、油、木材など燃えやすい
物があるところには、駐停車しない
でください。

植込みなどの近くに駐停車するとき
には、排気ガスが当たらないように、
車の向きを決めましょう。

安全ドライブのための必読 ポイント６

０６／１２／１９　１８：２６：０４　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２６　
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下り坂を利用しての移動などは、思
わぬ事故を招くことがあります。

無意識にチェンジレバーやセレクト
レバーを動かしたり、アクセルペダ
ルを踏み込んだりして、思わぬ事故
を起こすおそれがあります。
また、無意識にアクセルペダルを踏
み続けたりした場合、オーバーヒー
トなどを起こしたり、エンジンや排
気管などの異常過熱による火災事故
が発生するおそれがあります。
さらに風向や周囲の状況等によって
は、車内に排気ガスが侵入し一酸化
炭素中毒のおそれもあります。

さらに、タイヤに輪止めをすると
効果があります。

上り坂

下り坂

平地

マニュアル車 オートマチック車

□

仮眠するときはエンジンを止め
る。

車から離れるときには施錠を。

坂道での駐車は。

車の移動はエンジンをかけて。

エンジンを必ず止めてください。
必ずパーキングブレーキをかけ、エ
ンジンを止め、ドアを施錠してくだ
さい。

お子さまも連れていきましょう。

車内の見えるところに、貴重品など
を置かないようにしましょう。

車を移動するときは、必ずエンジン
をかけてください。

パーキングブレーキをかけ、チェン
ジレバーまたはセレクトレバーを下
表の位置に入れてください。

１

Ｒ
Ｐ

０６／１２／１９　１８：２６：１７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２７　
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Honda

視界の妨げにより思わぬ事故のも
とになります。
アクセサリーなどの揺れる動きが、
車外の状況認識を遅らせることが
あります。

吸盤がレンズのはたらきをして火災
につながるおそれがあります。

オーディオやスイッチなどの電装品
に飲み物がかかると、故障の原因と
なったり、車両火災につながるおそ
れがあります。
万一、電装品に飲み物をこぼしたと
きは、 販売店にご相談くだ
さい。

こんなことにも
注意をしよう

タバコの吸いがらは火を消して。

アクセサリーの取り付けには注
意を。

飲み物などを電装品にこぼさな
いように注意して。

タバコ、マッチなどは、確実に火を
消してから灰皿に捨て、灰皿は必ず
閉めてください。
灰皿の中に吸いがらをため過ぎたり、
燃えやすい物を入れたりしないでく
ださい。

運転視界の中にアクセサリーなどを
取り付けないでください。

ガラス面にアクセサリーなどを取り
付けないでください。

・

・

安全ドライブのための必読 ポイント６

０６／１２／１９　１８：２６：２８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２８　
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ACTY

Honda

Honda

Honda

Honda

運転者が運転中にハンズフリー以
外の自動車電話や携帯電話を使用
することは、法律で禁止されてい
ます。

炎天下での駐車などで車内温度が上
昇すると、ライターなどの可燃物は
自然発火したり、缶などは破裂した
りするおそれがあります。

蒸気や熱湯が吹き出し危険です。

運転の妨げになったり、急ブレーキ
のときなどに思わぬ事故につながる
おそれがあります。

運転中の使用により周囲の状況に
対する注意が不十分になると、思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

装置や取り付け方法が適切でない場
合、電子機器部品に悪影響をおよぼ
すことがあります。

が国土交通省に届け出を
した部品以外の物を装着すると、
違反になることがあります。

適正な性能や機能を発揮しなかっ
たり、思わぬ事故のもとになった
りすることがあります。

専用品以外のホイールを使うと、走
行装置やブレーキ装置に支障をきた
すことがあります。

販売店にご相談ください。

携帯電話の使用は停車中に。車内にライターや炭酸飲料缶な
どを放置しないで。

ラジエーターキャップに気をつ
けて。

動物を乗せるときは、動きまわ
らないように注意して。

改造はしない。

運転者は、携帯電話を走行中に使用
しないでください。

ラジエーターキャップが熱いときは、
外さないでください。

ホイールは、 専用品をご使用
ください。

純正部品以外の、車の性能
や機能に適さない部品を、使用しな
いでください。

無線装置や自動車電話などの取り付
けの際には、必ず 販売店に
ご相談ください。

・

・

・

・

０６／１２／１９　１８：２６：４２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００２９　
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SRS

SRS

Honda

ハンドルまわりの修理
センターコンソール付近の修理
カーステレオ等用品の取り付け
ダッシュボード周辺の板金塗装
および修理
インストルメントパネルまわり
の修理

作動時にこれらの物が飛ぶことが
あり危険です。

エアバッグが正常に機能しな
くなります。

次の場合は、必ず、 販売
店にご相談ください。

安全ドライブのための必読 ポイント６

運転席および助手席に、 エアバ
ッグシステムが装備されています。
ハンドルを交換したり、パッドにス
テッカー類を貼ったりしないでくだ
さい。
インストルメントパネル上面には、
ステッカー類を貼ったり、アクセサ
リーや芳香剤など物を置かないでく
ださい。
また、フロントガラスにアクセサリ
ーなどを取り付けたり、ルームミラ
ーにワイドミラーを取り付けたりし
ないでください。
・

・

・ ステッカー

ステッカー

芳香剤

０６／１２／１９　１８：２６：５１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３０　
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バックミラーでは確認しきれない死
角（車の直後など）があります。

発進するときは、まわりの状況
に十分注意して。
車のまわりには運転席から見えないと
ころ（死角）があります。発進するとき
は子供や障害物など車のまわりの状況
に十分注意してください。

信号待ちなどの停車後に発進すると
きは、つねにまわりの状況に目を配
り、安全確認を十分に行ってくださ
い。

駐車後に発進するときは、車のまわ
りの安全確認を十分に行ってくださ
い。

後退するときに十分な視界が得られ
ない場合は、車から降りて後方を確
認してください。

０６／１２／１９　１８：２６：５８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３１　
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０６／１２／１９　１８：２７：００　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３２　
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●バックミラーの調節

●シートベルト

●各部の開閉

●シートの調節

０６／１２／１９　１８：２７：０３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３３　
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Honda

Honda

この車には、以下のキーが付いています。
キーは、エンジンの始動、停止のほかに、
ドアとテールゲートの施錠・解錠に使え
ます。

キーを紛失したときや、追加した
いときは、 販売店へご連
絡ください。

タグにはキーナンバーが表示して
あります。キーを購入する際に必
要となりますので、紛失しないよ
うに、キーとは別に車両以外の場
所に大切に保管してください。

発信器はドアとテールゲートの施錠・解
錠に使えます。

キーレスエントリー用発信器には
信号を発信するための精密な電子
部品が組み込まれています。

電子部品が故障すると、キーレス
エントリーが正常に作動しなくな
ります。
そのようなときは、 販売
店にご連絡ください。

分解しないでください。
水にぬらさないでください。
衝撃を与えないでください。

直射日光が当たるところ、高温、
多湿になるところには置かない
でください。

電子部品の故障を防ぐため、次の
ことをお守りください。

キーレスエントリーは微弱電波を
使用しているため、周囲の状況に
より作動範囲が変化することがあ
ります。

キーレスエントリー →４１ページ

各部の開閉

キー ●キー

●キーレスエントリー用発信器

・
・
・

・

タタググ

キキーー

キキーーナナンンババーー

キキーーレレススエエンントトリリーー用用発発信信器器 タタググ

キキーー

キキーーナナンンババーー

キーレスエントリー非装備車

キーレスエントリー装備車

０６／１２／１９　１８：２７：１８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３４　
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ドアは不用意に開けると後続車な
どがぶつかることがあるので周囲
の安全を確かめてから開けてくだ
さい。
強風時にドアを開閉するときは、
風にあおられないよう注意してく
ださい。
車から離れるときは、エンジンを
止め、ドアを必ず施錠してくださ
い。
また、車内の見えるところに、貴
重品などを置かないようにしまし
ょう。

走行する前にすべてのドアが完全
に閉まっていることを確認してく
ださい。完全に閉まっていないと、
走行中にドアが開き思わぬ事故の
原因になるおそれがあります。

運転席ドアを施錠（解錠）すると助手席ド
ア、スライドドアとテールゲートも同時
に施錠（解錠）します。スライドドアが開
いているときは、スライドドアは施錠さ
れません。

運転席ドアの解錠・施錠に連動し
て、室内灯とテールゲート照明灯
が点灯・消灯します。
室内灯／テールゲート照明灯

→１５６ページ

ドアの施錠・解錠

パワードアロック タイプ別装備

キーレスエントリー装備車

１．車を運転する前に 各部の開閉

０６／１２／１９　１８：２７：２４　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３５　
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キーを確実に差し込んで回します。

ノブを矢印の方向に動かします。
フロントドア

●施錠・解錠

車外から行う場合

車内から行う場合

解解錠錠
施施錠錠

解解錠錠

施施錠錠

ノノブブ

０６／１２／１９　１８：２７：３１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３６　
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ドアハンドルの引きかたが不十分
なときや、半ドアの状態からドア
を閉めたときは、施錠されないこ
とがあります。
ドアハンドルを引いて施錠されて
いることを確認してください。

キーがエンジンスイッチに差し込まれた
ままだと、施錠できません。

キー閉じ込み防止のため、キーを
持っていることを確認してから施
錠しましょう。

ノブを施錠の方向に動かします。

ドアハンドルを引いたままドアを閉め
ます。

・キー閉じ込み防止装置（運転席のみ）

施施錠錠

ドドアアハハンンドドルル

ノノブブ

キーを使わないで施錠する場合

１．車を運転する前に 各部の開閉

０６／１２／１９　１８：２７：３９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３７　
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PRO-B

SDX PRO-A

SDX PRO-A

運転席ドアにキーを確実に差し込んで矢
印の方向に回します。

左側のスライドドアにキーを確実に差し
込んで矢印の方向に回します。

右側のスライドドアは車外からの
施錠・解錠ができません。車内か
ら施錠・解錠してください。

ノブを矢印の方向に動かします。

運転席ドアを施錠（解錠）すると助手席ド
ア、スライドドアとテールゲートも同時
に施錠（解錠）します。

●施錠・解錠

車外から行う場合

車内から行う場合スライドドア

解解錠錠
施施錠錠

施施錠錠

解解錠錠
ノノブブ

解解錠錠
施施錠錠

、

、

０６／１２／１９　１８：２７：４８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３８　
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ノブを施錠の方向に動かします。

ドアを閉めます。

キー閉じ込み防止のため、キーを
持っていることを確認してから施
錠しましょう。

キーを使わないで施錠する場合

１．車を運転する前に 各部の開閉

ノノブブ

施施錠錠

０６／１２／１９　１８：２７：５３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００３９　
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スライドドアを解錠してから、ハンドル
をにぎってドアロックを解除し、ハンド
ルを持って開けます。

ハンドルを持って閉めます。

スライドドアを開閉するときは手、
足、顔などをはさまないように注
意してください。
ドアハンドルをしっかり持って
開閉してください。ドア本体を
持って閉めたり、車体側に手を
かけないでください。
手、足、顔を出さないでくださ
い。
スライドドアを開閉するときは
ドアの内側と外側の安全を十分
確認してください。

スライドドアを開けるときは必ず
いっぱいに開けてロックさせ、ド
アの自重で閉まらないようにして
ください。

フューエルリッド（燃料補給口）が
開いていると、右側のスライドド
アは開きません。（半ドアの状態
で止まります。）フューエルリッ
ドを閉めてスライドドアを開けて
ください。

傾斜地ではスライドドアを開け
たままにしないでください。ド
アが不意に閉まるおそれがあり
ます。

ドアのアームやレールなどには、
手、足をかけないでください。

●開けかた

●閉めかた ・

・

・

・

・

ハハンンドドルル

ハハンンドドルル

０８／０５／１４　１６：０７：４６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４０　
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作動距離が不安定になった場合は、
電池の消耗が考えられますので、
早めに電池を交換してください。

微弱電波を使用しているため、周
囲の状況により作動範囲が変化す
ることがあります。
キーレスエントリーで解錠してか
ら約３０秒以内にドア、テールゲー
トを開けなかった場合は、自動的
に再度施錠されます。

車を離れるときは、ドアハンドル
を引いて施錠されていることを確
認してください。

ドアまたはテールゲートが開い
ているとき。

エンジンスイッチにキーが差し
込まれているとき。

次の場合、キーレスエントリーは
作動しません。

ドア、スライドドア、テールゲートの施
錠・解錠がキーを使わずにできます。

ボタンを押すとすべてのドアとテールゲ
ートが施錠（解錠）され、もう一度押すと
解錠（施錠）されます。
キーレスエントリーで施錠・解錠を行う
と、非常点滅表示灯が施錠時は１回、解
錠時は２回点滅します。

電池交換のしかた →２００ページ

キーレスエントリー

・

・

１．車を運転する前に 各部の開閉

ボボタタンン

タイプ別注文装備

０６／１２／１９　１８：２８：１２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４１　
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運転席足元のノブを引きます。

必ずステーを確実にかけ、固定します。

ステーを外し、クランプに納めます。
ボンネットを静かに下げ、手を離します。

ボンネットが完全に閉まっていることを
確認します。

ボンネット前部が少し浮き上がるので、
レバーを上へ押しながら開けます。

ワイパーが作動しているときやワ
イパーアームを起こした状態でボ
ンネットを開けないでください。
ボンネットがワイパーに当たり、
ボンネットやワイパーが損傷しま
す。

ボンネット

●開けかた

●閉めかたノノブブ

スステテーー

レレババーー

ククラランンププ

０６／１２／１９　１８：２８：２１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４２　
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SDX PRO-A

ボンネットを閉めるときは、手な
どをはさまないように注意してく
ださい。

ボンネットを開けているときに、
風にあおられてステーが外れるこ
とがあります。特に風の強いとき
は、ご注意ください。
ボンネットが完全に閉まっていな
いままで走行すると開くことがあ
ります。走行前に必ず確認してく
ださい。

キーを確実に差し込んで矢印の方向に回
します。

運転席ドア部のノブを操作すると助手席
ドア、スライドドアとテールゲ－トも同
時に施錠（解錠）します。

テールゲート

●施錠・解錠

．車を運転する前に

車外から行う場合

車内から行う場合

１ 各部の開閉

施施錠錠
解解錠錠

施施錠錠

解解錠錠ノノブブ

、

０６／１２／１９　１８：２８：２９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４３　
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テールゲートを解錠してから、ハンドル
を引き静かに引き上げて開けます。

ストラップを引いてテールゲートを下げ、
上から手で押さえて閉めます。

テールゲートを閉めるときは頭を
ぶつけたり、手などをはさまない
ように注意してください。
エンジンをかけた状態で手荷物を
出し入れするときは、排気管の後
方に立たないでください。
やけどなど思わぬけがをすること
があります。
カーゴスペース内には人を乗せな
いでください。
ブレーキや加速、衝突のときなど
にけがをするおそれがあります。

テールゲートを開けたまま走行し
ないでください。車内に排気ガス
が侵入するおそれがあります。

運転席ドアを施錠したあとにテー
ルゲートを閉めると、施錠されて
テールゲートが開かなくなります。

●開閉

ハハンンドドルル

スストトララッッププ パワードアロック装備車

０６／１２／１９　１８：２８：３７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４４　
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37

36

燃料補給口は車の右側後方にあります。

マニュアル車
３速オートマチック車

４速オートマチック車

必ず無鉛ガソリンを補給してくだ
さい。補給するときは、無鉛ガソ
リンであることを確認してくださ
い。
有鉛ガソリンを補給すると、触
媒装置などを損ないます。
高濃度アルコール含有燃料を補
給すると、エンジンや燃料系な
どを損傷する原因となります。
軽油や粗悪ガソリンを補給した
り、不適切な燃料添加剤を使う
と、エンジンなどに悪影響を与
えます。

燃料補給口

無鉛レギュラーガソリン
（無鉛ハイオクも使用可能）

指定燃料：

タンク容量：
・

・

・

１．車を運転する前に 各部の開閉

０６／１２／１９　１８：２８：４４　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４５　
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燃料補給時は火気厳禁です。
燃料は引火しやすいため火災や爆
発のおそれがあります。
エンジンは必ず止めてください。
タバコなどの火気を近づけない
でください。

燃料補給作業は身体の静電気を除
去してから行ってください。
静電気の放電による火花により気
化したガソリンに引火し、やけど
を負うおそれがあります。

こぼれた燃料はすみやかに拭き
取ってください。
燃料の取り扱いは、屋外で行っ
てください。

車体や給油機などの金属部分に触
れると、静電気を放電することが
できます。
燃料補給作業は、静電気を放電し
た人のみで行ってください。
燃料補給中に車内にもどったりす
ると再び帯電することがあります。
再度、静電気を除去してください。
ガソリンスタンド内に掲示されて
いる注意事項を守ってください。

運転席右脇にあるフューエルリッドオ
ープナーを後方に押してリッドを開け
ます。

フューエルリッドは右側のスライ
ドドアが閉まっていることを確認
してから開けてください。
スライドドアが開いていると、フ
ューエルリッドがドアにあたりま
す。
フューエルリッドが開いていると、
右側のスライドドアは開きません。
（半ドアの状態で止まります。）フ
ューエルリッドを閉めてから、ス
ライドドアを開けてください。な
お、半ドアの状態でフューエルリ
ッドを開けると、右側のスライド
ドアは開けることもできますが、
フューエルリッドを閉めてからス
ライドドアを開けてください。

●燃料補給のしかた

・
・

・

・

フフュューーエエルルリリッッドド
オオーーププナナーー

０６／１２／１９　１８：２８：５５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４６　
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フューエルキャップを開ける前に、身
体の静電気除去を行います。
ツマミを持ってキャップをゆっくり回
して開けます。

キャップはゆっくり開けてくださ
い。
急激に開けると燃料補給口より吹
き返しが発生し、火災になるおそ
れがあります。

給油ノズルを奥まで差し込んで補給し
ます。
燃料タンクが満タンになると給油ノズ
ルの自動停止がはたらき、給油が停止
します。

給油ノズルの自動停止後は、追加
補給しないでください。
気温などの変化により燃料があふ
れ、火災になるおそれがあります。

気温などの変化により燃料があふ
れないように、タンク容量に達す
ると燃料タンクに空間を残して給
油ノズルの自動停止がはたらくよ
うになっています。

キャップを“カチッ”という音が２回以
上するまで締め付けます。フューエル
リッドは手で押さえつければ閉まりま
す。

キャップが確実に閉まっているこ
とを確認してください。
確実に閉まっていないと走行中に
燃料がもれ、火災になるおそれが
あります。

１．車を運転する前に 各部の開閉

フフュューーエエルルリリッッドドゆゆっっくくりり開開けけるる

ツツママミミキキャャッッププ

０６／１２／１９　１８：２９：０２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４７　
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OFF

II

ON

AAUUTTOO

メインスイッチを“ ”にしておけば、
助手席ウィンドーは作動しません。

開けるとき・・・スイッチを下に押します。
閉めるとき・・・スイッチを上に押します。

自動開閉中にウィンドーを停止させると
きは、スイッチを作動方向とは逆へ軽く
操作します。

開けるとき・・・スイッチを押します。
閉めるとき・・・スイッチを引き上げます。

スイッチを軽く操作している間、作動し
ます。
強く操作すると、自動で全開（全閉）しま
す。

運転席スイッチは、助手席ウィンドー
も操作できます。

エンジンスイッチが“ ”のとき、ウィン
ドーの開閉ができます。

開閉は、それぞれのドアにあるスイッチ
で操作します。

メインスイッチを“ ”にしてから、ス
イッチを操作します。

スイッチを操作している間、作動します。

開けるとき・・・スイッチを押します。
閉めるとき・・・スイッチを引き上げます。

●助手席ウィンドーの開閉

●運転席ウィンドーの開閉

・助手席ドアスイッチ

・運転席ドアスイッチ

閉閉

閉閉

開開

開開

開開

閉閉

メメイインンススイイッッチチ

““ ””ススイイッッチチ

助手席ウィンドーを動かなくしたいとき
（メインスイッチ）

・

前席パワーウィンドー
タイプ別注文装備

０６／１２／１９　１８：２９：１５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４８　
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OFF

車から離れるときはキーを抜き、
お子さまも一緒に連れて行ってく
ださい。
いたずらなど誤った操作をして思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。

ウィンドーの開閉はお子さまでは
なく大人が操作するようにしてく
ださい。
小さなお子さまが同乗していると
きは、お子さまが誤って操作しな
いよう、メインスイッチを“ ”
にしておきましょう。

運転席ウィンドーを自動で閉じていると
きに、窓枠とドアガラスの間に異物のは
さみ込みを検知するとはさみ込み防止機
構が作動し、ドアガラスの上昇が停止し
て自動で下降します。

ウィンドーを確実に閉めるため、
閉めきる直前の部分では、はさみ
込みを検知できない領域がありま
す。指などをはさまないように注
意してください。

故障などではさみ込み防止機構が
作動してしまい、ウィンドーを自
動で閉めることができなくなった
ときは、スイッチを軽く引き上げ
続けると閉めることができます。
環境や走行条件による衝撃などで、
はさみ込み防止機構が作動するこ
とがあります。
バッテリーやヒューズを交換した
場合は、オート作動ができなくな
ります。
その場合は、エンジンを始動しド
アガラスを一番下まで下げてから、
スイッチを引き上げ続け、ウィン
ドーを閉め切った状態で、約１秒
間スイッチを保持すると機能が復
帰します。

パワーウィンドーを閉めるときは、
手や顔などをはさまないようにし
てください。
ドアガラスにはさまれて重大な傷
害を受けるおそれがあります。
特にお子さまには気をつけてくだ
さい。

●はさみ込み防止機構（運転席のみ）

．車を運転する前に１ 各部の開閉

０６／１２／１９　１８：２９：２２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００４９　
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ハンドルを回して閉めます。

スライドドアの窓から手や頭を出
さないでください。
不意にスライドドアが動くと窓枠
がぶつかりけがをするおそれがあ
ります。

開閉は、それぞれのドアにあるハンドル
を回します。

ハンドルを回して開けます。ウィンドー
とハンドルは半開の位置で止まります。

ウィンドーを全開させるときは、ハンド
ルを半回転戻してから回します。

スライドドアウィンドー ●閉めかた

●開けかた

ハハンンドドルル

ハハンンドドルル

開開けけるる

半半回回転転戻戻すす

開開けけるる

タイプ別装備

０６／１２／１９　１８：２９：２９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５０　
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テールゲートを開けます。

カーゴスペース開口部左下にあるノブ
を引いてリッドを開けます。
キャップを回して開けます。

キャップが止まるまで回します。リッド
は手で押さえつければ閉まります。

エンジンルームリッドを外します。

キャップを回して開けます。

キャップが止まるまで回します。
エンジンルームリッドを取り付けます。

リッドを開けているときは、左側
のスライドドアを開けないでくだ
さい。リッドがドアにあたります。

テールゲート →４３ページ

エンジンルームリッドの取り外し

→５２ページ

エンジンルームリッドの取り付け

→５３ページ

エンジンオイル補給口

●開けかた

●閉めかた

●開けかた

●閉めかた

．車を運転する前に１ 各部の開閉

マニュアル車、３速オートマチック車

４速オートマチック車

リリッッドド

キキャャッッププ

ノノブブ

開開けけるる

キキャャッッププ

エエンンジジンンルルーームムリリッッドド

０６／１２／１９　１８：２９：４２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５１　
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SDX

リヤシートを収納します。
ボルト（４本）を外し、リッドを外しま
す。

蝶ネジ（４本）を外し、リッドを外しま
す。

リッドは熱くなっていることがあ
りますので、取り扱いには気をつ
けてください。

フロアマットのクリップを外します。

フロアマットを前から後方へめくりま
す。

リヤシート →６２ページ

エンジンルームリッド

リリッッドド

ボボルルトト

リリッッドド

蝶蝶ネネジジフフロロアアママッットト

ククリリッッププ

４速オートマチック車

マニュアル車、３速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：２９：５１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５２　
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SDX

取り付けるときは、逆の手順で行いま
す。リッドの矢印を車両の前方に向け
ます。

リヤシートを収納します。

フロアマットのクリップを外します。

フロアマットを前から後方へめくりま
す。

ボルト（２本）を外し、リッドを外しま
す。

取り付けるときは、逆の手順で行いま
す。リッドの突起部を車両の後方に向
けます。

リヤシート →６２ページ

→５２ページ

→５２ページ

メンテナンスリッド

１．車を運転する前に 各部の開閉

矢矢印印

矢矢印印

リリッッドド ボボルルトト

突突起起

４速オートマチック車

４速オートマチック車

マニュアル車、３速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：３０：０２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５３　
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運転者は正しい運転姿勢がとれるようにシートを調節します。
正しい運転姿勢とは、シートに深く腰かけた状態で、背もたれから背を離すことなくペ
ダルを十分に踏み込め、ハンドルが楽に操作できる姿勢をいいます。

同乗者も、シートに深く腰かけ、背もたれから背を離さないようにしてください。

シートの調節

正しい運転姿勢

背背すすじじををののばばしし背背ももたたれれににかかるるくくつつけけるる

ひひじじががわわずずかかにに
曲曲ががるる

ブブレレーーキキペペダダルルをを右右足足でで（（ママニニュュアアルル車車ははククララッッチチペペダダルルをを左左足足でで））いいっっぱぱいいにに踏踏みみ込込んんだだとと
ききににひひざざががわわずずかかにに曲曲ががるる

シシーートトにに深深くく
腰腰かかけけるる

０６／１２／１９　１８：３０：０６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５４　
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SRS
SRS

シートに深く腰かけてください。
また、背もたれは必要以上に倒さ
ないでください。
寝そべった姿勢では、衝突したと
きなどにシートベルトの下に滑り
込んだりして、重大な傷害を受け
るおそれがあります。

走行中に調節するとシートが必要
以上に動くことがあり、思わぬ事
故につながるおそれがあります。
調節は走行する前に行い、シート
を前後にゆすって確実に固定され
ていることを確認してください。
背もたれと背中の間にクッション
などをいれないでください。
正しい運転姿勢がとれないばかり
か、シートベルトなどの効果が十
分に発揮されないおそれがありま
す。
シートを操作するときは、操作す
る人やまわりの人の手や足などを
はさまないように十分注意してく
ださい。

運転者は正しい運転姿勢がとれ
る範囲で、シートを後ろに下げ
てください。

シートの下に物を置かないでくだ
さい。
物がはさまってシートが固定され
ず思わぬ事故につながるおそれが
あります。

エアバッグに必要以上に近づ
くと、 エアバッグが膨らむ際、
強い衝撃を受け、重大な傷害を受
けるおそれがあります。

助手席同乗者はインストルメン
トパネルに近づかないように、
シートに深く腰かけ、背もたれ
から背を離さないようにしてく
ださい。

・

・

１．車を運転する前に シートの調節

０６／１２／１９　１８：３０：１３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５５　
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57
58
60
62

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・折りたたみ収納式シート ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・はね上げ機構付シート ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

シートアレンジインデックス

フロントシート

リヤシート

タイプ別装備

タイプ別装備

タイプ別装備

折折りりたたたたみみ収収納納式式
シシーートト

ははねね上上げげ機機構構付付
シシーートト

折折りりたたたたみみ収収納納式式
シシーートト

０６／１２／１９　１８：３０：１８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５６　
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走行する前に耳とヘッドレストの中心が
同じ高さになるように調節し、確実に固
定します。
背が高い人は、固定できる範囲で一番高
い位置にしてお使いください。

高くするときは、ヘッドレストを持ち上
げます。
低くするときはノブを押しながらヘッド
レストを下げます。

ヘッドレストを外した状態で走行
しないでください。また、固定で
きる高さを越えて使わないでくだ
さい。
衝突のときなどに重大な傷害を受
けるおそれがあります。
走行前に必ず正しい位置に調節し
てください。

●前後位置の調節

●ヘッドレストの調節

●背もたれの調節

．車を運転する前に

フロントシート

レレババーーをを引引きき上上げげ
ななががらら調調節節

レレババーーをを引引きき上上げげ
ななががらら調調節節

レレババーー

押押すす

レレババーー

ノノブブ

１ シートの調節

タイプ別装備

タイプ別装備

運転席

０６／１２／１９　１８：３０：２７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５７　
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ノブを引き上げながら、背もたれを前
に倒します。

レバーを引きながら、シート全体を前
方へずらし、下へ押しつけて、確実に
固定します。

レバーを引いてシート全体を引き上げ
ます。
ノブを引き上げながら、背もたれを起
こします。

リヤシートを収納すると長尺物な
どを載せるときに便利です。

リヤシート →６２ページ

●折りたたみ収納式シート

収納のしかた

戻しかた
タイプ別装備

後席装備車

ノノブブ

ノノブブをを引引きき
上上げげるる

レレババーー

（（テテーーブブルル状状態態））

（（収収納納状状態態））

０６／１２／１９　１８：３０：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５８　
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シートをたたんだときや起こした
ときは、シートをゆすって確実に
固定されていることを確認してく
ださい。

走行中はテーブル状態の背もたれ
の上に荷物を載せないでください。
荷物の落下などにより思わぬ事故
につながるおそれがあります。
後席に人が乗るときは、背もたれ
を倒した状態で走行しないでくだ
さい。
ブレーキをかけたときや、衝突の
ときなどにけがをするおそれがあ
ります。
シートを収納状態で荷物を載せる
ときは、荷崩れなどにより思わぬ
事故につながるおそれがあります
ので荷物を固定するなど十分注意
してください。
シートを操作するときは、操作す
る人やまわりの人の手や足などを
はさまないように十分注意してく
ださい。

１．車を運転する前に シートの調節

０６／１２／１９　１８：３０：４０　３０Ｓ３Ｃ６６０　００５９　
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シートクッションを直立するまで引き
起こすと、固定されます。

ノブを引いて足を格納します。カチリ
と音がして固定されるのを確認してく
ださい。

ノブを引いて足を引き起こします。カ
チリと音がして固定されるのを確認し
てください。

レバーを引いてシートクッションを前
方へ倒します。

シートクッションのはね上げかた

戻しかた●はね上げ機構付シート

レレババーー

起起ここすす

シシーートトククッッシショョンン

足足ノノブブ

引引くく

足足ノノブブ

引引くく

引引きき起起ここすす

倒倒すす

引引くく

タイプ別装備

０６／１２／１９　１８：３０：４９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６０　
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シートクッションをはね上げた状
態で、人や荷物をのせたまま走行
しないでください。
ブレーキをかけたときなどに、思
わぬ事故につながるおそれがあり
ます。
シートを操作するときは、操作す
る人やまわりの人の手や足などを
はさまないように十分注意してく
ださい。

シートクッションを引き起こした
ときや足を引き起こしたときは、
ゆすって確実に固定されているこ
とを確認してください。
シートクッションを元に戻すとき
は、前に倒れ込むので手を添えて
操作してください。
足を格納した状態でクッションを
倒さないでください。

シートの調節１．車を運転する前に

０６／１２／１９　１８：３０：５３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６１　
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リヤシートのピローを取り外します。

ストラップを引きながらハンドルを持
って、シート全体を前方へずらします。

ノブを引き上げながら、リヤシートの
背もたれを前に倒します。

助手席シートを収納すると長尺物
などを載せるときに便利です。
折りたたみ収納式シート

→５８ページ

リヤシート

収納のしかた

タイプ別装備

ピロー装備車

折りたたみ収納式シート装備車

ノノブブ

ノノブブをを引引きき
上上げげるる

スストトララッッププハハンンドドルル

引引きき抜抜くく

０６／１２／１９　１８：３１：０１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６２　
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ストラップとハンドルを持って、シー
ト全体を後方へ引き上げます。

ノブを引き上げながら、背もたれを起
こします。

ピローを取り付けます。
戻しかた

ノノブブ

スストトララッッププ

ハハンンドドルル

押押しし込込むむ

ノノブブをを引引きき
上上げげるる

シートの調節１．車を運転する前に

ピロー装備車

０６／１２／１９　１８：３１：０７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６３　
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シートを操作するときは、操作す
る人やまわりの人の手や足などを
はさまないように十分注意してく
ださい。
格納したリヤシートの背もたれの
上やカーゴスペースには人を乗せ
て走行しないでください。
ブレーキや加速、衝突のときなど
にけがをするおそれがあります。
カーゴスペース内を走り回らない
でください。思わぬけがをするこ
とがあります。
シートを格納した状態で背もたれ
を起こして使用しないでください。
ブレーキや追突のときなどに飛び
出し傷害をうけるおそれがありま
す。

シートを元に戻したときは、シー
トを前後にゆすって確実に固定さ
れていることを確認してください。
カーゴマットは、必ず確実に敷い
てください。
カーゴマットが確実に敷いていな
い状態では、リヤシートが不安定
になりロックやヒンジなどを破損
するおそれがあります。

０６／１２／１９　１８：３１：１３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６４　
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１．車を運転する前に シートの調節

０６／１２／１９　１８：３１：１６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６５　
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走行中はミラーの調節を行わない
でください。

ミラーを格納したまま走行しない
でください。また、走行中はミラ
ーの調節を行わないでください。

ミラー全体を動かして調節します。

ルームミラー ドアミラー

●角度調節のしかた

バックミラーの調節

０６／１２／１９　１８：３１：２３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６６　
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助手席側ドアミラーの下部に付いていま
す。
停車時や発進前などに車両左側面を確認
するときに役立ちます。

サイドアンダーミラーは車両左側
面を見るために下向きになってい
ます。
車両後方の確認は直接確認するか、
ルームミラーやドアミラーなどで
十分に行ってください。
助手席側ドアミラーの下部に固定
されているため、サイドアンダー
ミラーのみの角度調節はできませ
ん。

サイドアンダーミラー

１．車を運転する前に

ササイイドドアアンンダダーーミミララーー

バックミラーの調節

０６／１２／１９　１８：３１：２８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６７　
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Honda

シートベルトは、車を運転するまえに運転者は正しい運転姿勢で着用し、同乗者にも必
ず着用させてください。

シートベルトは全員が着用してください。
着用しないと、衝突したときなどに重大な傷害を受けたり死亡することがありま
す。
シートに深く腰かけてください。また、背もたれは必要以上に倒さないでくださ
い。
寝そべった姿勢では、衝突したときなどにシートベルトの下に滑り込んだりして、
重大な傷害を受けるおそれがあります。
お子さまにもシートベルトを着用させるか、チャイルドシートをお使いください。
お子さまを抱いていても、衝突したときなどに支えることができず、お子さまが
重大な傷害を受けたり死亡するおそれがあります。

後席にシートベルトを取り付けることができます。取り付けるときは、 販売店
にご相談ください。

シートベルト

シートベルト

ベベルルトトをを腰腰骨骨ののででききるるだだけけ低低いい位位置置ににかかけけるる

ベベルルトトががくくびび、、ああごご、、顔顔ななどどにに
当当たたららなないいこことと

ベベルルトトににたたるるみみががなないいこことと

ベベルルトトががねねじじれれてていいなないいこことと

０６／１２／１９　１８：３１：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６８　
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シートベルトを正しく着用していないと本来の機能をはたさず、衝突のときなど
にけがをするおそれがあります。
腰部のベルトは必ず腰骨のできるだけ低い位置にぴったり着用してください。
ベルトが腰骨からずれていると腹部などに強い圧迫を受けます。
ベルトはねじれがないように着用してください。
ねじれがあるとベルトの幅が狭くなり、局部的に強い力がかかります。
ベルトがくび、あご、顔などに当たらないように着用してください。

ベルトにはクリップや洗たくばさみなどでたるみをつけないでください。

三点式シートベルトは腕の下に通して着用しないでください。
ベルトが肩に十分かかっていないと前方に投げ出されるおそれがあります。

一本のベルトを二人以上で使用しないでください。

妊娠中のかたや疾患のあるかたもシートベルトを着用してください。
ただし、万一のとき腹部、胸部、肩部などに圧迫を受けることがありますので、
医師に確認してください。

妊娠中のかたは、ベルトを着用するときは、腰部のベルトを腹部からさけて腰
骨のできるだけ低い位置にかかるようにして身体に密着させてください。
また、肩部のベルトは腹部からさけて胸部にかかるようにしてください。

妊娠中のかたは、三点式シートベルトを使用してください。

１．車を運転する前に シートベルト

肩肩部部ののベベルルトト

腰腰部部ののベベルルトト

・

・

・
・
・

・

・
・

０６／１２／１９　１８：３１：４３　３０Ｓ３Ｃ６６０　００６９　
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ELR

ELR ALR
ELR

ALR

ELR
ELR ALR

Honda

付三点式シートベルト：
体の動きにあわせて伸縮し、強い衝撃を受けるとベルトが自動的にロックします。

・ 付三点式シートベルト：
通常は シートベルトとして機能します。
はチャイルドシートを固定する機構です。

シート
フロントシート
リヤシート

シートベルトの種類
付三点式シートベルト
・ 付三点式シートベルト

後席にシートベルトを取り付けることができます。取り付けるときは、 販
売店にご相談ください。

※

チャイルドシート固定機構付きシートベルト →７６ページ

●シートベルトの種類

※：

０６／１２／１９　１８：３１：４８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７０　
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II

前席のシートベルトのショルダー
アンカー部のガイドを引っぱった
りして、強い力をかけないでくだ
さい。
ガイドが変形することがあります。

後席シートベルトを着用した状態
で上体を大きく動かしたときに、
シートベルトがすべて引き出され
てチャイルドシート固定機構が作
動することがあります。
このときは、チャイルドシート固
定機構を解除してから再度シート
ベルトを着用してください。

エンジンスイッチを“ ”にすると、運転
席シートベルトを着用するまでメーター
内のシートベルト非着用警告灯が点灯し
続けます。

→７６ページ

解除のしかた →７７ページ

→１３４ページ

●三点式シートベルト

．車を運転する前に

チャイルドシート固定機構付きシートベ
ルト（後席）

シートベルトプリテンショナー
（前席のみ）

シートベルト非着用警告灯

シートベルト１

ガイド

販売店装着

０６／１２／１９　１８：３１：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７１　
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Honda

お子さまは、後席に乗せシートベルト
を着用させてください。
ただし、装備されているシートベルト
は大人用ですので、ベルトがくびやあ
ごに当たる場合や腰骨にかからない場
合は、幼児用シートや学童用シートを
使用してください。シートベルトをそ
のまま使うと、衝突のときに腹部など
に強い圧迫を受けるおそれがあります。
また、ひとりですわることのできない
小さなお子さまは乳児用シートを使用
してください。
お子さまを後席に乗せることができな
く、やむをえず助手席に乗せるときは、
一番大きなお子さまを乗せてください。

お子さまにもシートベルトを着用させ
てください。
ただし、装備されているシートベルト
は大人用ですので、ベルトがくびやあ
ごに当たる場合や腰骨にかからない場
合は、幼児用シート（前向き装着）や学
童用シートを使用してください。シー
トベルトをそのまま使うと、衝突のと
きに腹部などに強い圧迫を受けるおそ
れがあります。

後席にシートベルトを取り付けるとき
は、 販売店にご相談ください。

●お子さまを乗せるときは

後席装備車

後席非装備車

・

・

０６／１２／１９　１８：３２：０１　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７２　
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SRS

Honda

Honda

kg
cm

《選択の目安》

助手席には乳児用シートを取り付
けないでください。また、幼児用
シートを後ろ向きに取り付けない
でください。 エアバッグが膨
らむ際、乳児用シートや、幼児用
シートの背面に強い衝撃を受け、
重大な傷害を受けたり、死亡する
おそれがあります。

乳児用シート、幼児用シート
（後ろ向き装着）が必要なお子さ
まと一緒のときは、これらのシ
ートを取り付けられる別の車を
お使いください。

詳しくはチャイルドシートに付属の
取扱説明書をご覧ください。

乳児用シート、幼児用シート、学
童用シートは、お子さまの体重や
身長によりお使いになれるタイプ
や取り付け方法が異なります。
また、チャイルドシートの形状な
どによっては、正しく取り付けで
きないものがあります。
この車に合ったチャイルドシート
を使用してください。

純正品のチャイルドシー
トをご用意しています。
ご購入、ご使用に際しては

販売店にご相談ください。

～１０

１５～３２

～７５

１００～１３５

～１２か月
乳児用

（ベビー）
シート
幼児用

学童用
（ジュニア）
シート

体重（ ） 参考身長
（ ）

参考年令

９～１８ ７０～１００

４才～１０才

（チャイルド）
シート

９か月～４才

・

１．車を運転する前に シートベルト

後席非装備車

０６／１２／１９　１８：３２：０８　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７３　
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正しい運転姿勢でシートにすわります。

タングプレートをつかみ、ゆっくり引
き出します。

ベルトにねじれがないようにし、タン
グプレートをバックルの中へ“カチリ”
と音がするまで差し込みます。

ベルトがねじれたり、引っかかったり
していないかを確認します。

次のような場合はベルト一式を交換し
てください。
ベルトを着用した状態で事故にあっ
たとき。
シートベルトプリテンショナーが作
動したとき。

ベルトにほつれ、すりきれ、破れな
どができたとき。

シートベルトを十分に機能させるため
に、バックルおよび自動巻き取り装置
の内部に異物を入れないようにしてく
ださい。
ベルトが汚れた場合は、中性洗剤を溶
かしたぬるま湯に布をひたして拭き取
り乾かしてください。薬剤を使ったり
漂白や染色は絶対しないでください。
ベルトを弱めます。

（→５４ページ）

シートベルトプリテンショナー

→１３４ページ

着用のしかた

●三点式シートベルト

●シートベルトの取り扱い、手入れ

・

・

・
ゆっくり引く

ねじれのないことを確認します

タングプレート

バックル

０６／１２／１９　１８：３２：１９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７４　
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PRESS

PPRREESSSS

ベルトを腰骨のできるだけ低い位置に
かかるように引き、たるみがないよう
に身体に密着させます。

外すときはバックルの“ ”ボタ
ンを押します。
ベルトが自動的に収納されますので、
ひっかかったり、ねじれたりしていな
いかを確認します。

１．車を運転する前に シートベルト

ででききるるだだけけ低低いい位位置置
““ ””ボボタタンン

０６／１２／１９　１８：３２：２５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７５　
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後席のシートベルトには、チャイルドシ
ート固定機構がついています。
シートベルトを引き出し方向に動かない
ようにできるため、チャイルドシートを
固定することができます。

チャイルドシートをリヤシートに置き
ます。
ベルトにねじれがないことを確認し、
タングプレートをバックルの中へ“カ
チリ”と音がするまで差し込みます。

ベルトをゆっくりと引き出します。す
べて引き出すと、チャイルドシート固
定機構が作動します。

お子さまをシートベルトで遊ばせ
ないでください。
固定機構が作動するとベルトがゆ
るまなくなり、窒息などの重大な
傷害を受けるおそれがあります。
万一ベルトをゆるめることができ
なくなった場合は、はさみなどで
ベルトを切断してください。

取り付けかたは、チャイルドシートの形
状、取り付け方法によって異なります。
チャイルドシートに付属の取扱説明書に
したがって取り付けてください。

チャイルドシート固定機構
付きシートベルト（後席）

●チャイルドシートを取り付けると
き

タングプレート

バックル

販売店装着

０６／１２／１９　１８：３２：３２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７６　
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ベルトをいっぱいまで巻き取らせると、
チャイルドシート固定機構は解除され
ます。

チャイルドシートを前後左右にゆ
すって確実に固定されていること
を確認してください。
確実に固定されていないとブレー
キや衝突のときなどにチャイルド
シートがとび出し傷害を受けるお
それがあります。

チャイルドシートからベルトを外しま
す。

ベルトを少し巻き取らせます。その後、
ベルトをゆっくりと引き、ベルトが引
き出し方向に動かないことを確認しま
す。ベルトが引き出し方向に動く場合
は、再度ベルトをすべて引き出してく
ださい。

必ずベルトが引き出し方向に動か
ないことを確認してください。
ベルトが引き出し方向に動く状態
では、チャイルドシート固定機構
が作動していないので、ブレーキ
や衝突のときなどにチャイルドシ
ートがとび出し傷害を受けるおそ
れがあります。

チャイルドシートに体重をかけてリヤ
シートに押しつけながら、ベルトを巻
き取らせ、しっかりと固定します。

●解除のしかた

．車を運転する前に シートベルト１

０６／１２／１９　１８：３２：４０　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７７　
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０６／１２／１９　１８：３２：４２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７８　
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84

88
93

94
96

98

98

99
101
102

104
106
108

110 114

117

・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・警告灯の電球切れの点検 ・

・・・・・・・・・・・・エンジンスイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・ライトスイッチ ・

方向指示器（ウィンカー）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

非常点滅表示灯（ハザード）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

ワイパー／ウォッシャー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

・・リヤデフロスタースイッチ ・
・・・・・・・・・・・・ホーンスイッチ ・

・・・・・・・・エンジンのかけかた ・
・・・・・・・・パーキングブレーキ ・
・・・・・・チェンジレバーの操作 ・
・セレクトレバーの操作 ・ ・

オートマチック車の運転
・・・・・・・・・・・・・・・・のしかた ・

車を運転するときに

●メーター

●表示灯

●警告灯

●スイッチの使いかた

●運転のしかた

０６／１２／１９　１８：３２：４５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００７９　
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イラストは代表例を掲載しています。

メーター

ススピピーードドメメーータターー

燃燃料料計計 セセレレククトト／／リリセセッットトノノブブ

オオドド／／トトリリッッププメメーータターー

タタココメメーータターー

０６／１２／１９　１８：３２：４９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８０　
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km/h

rpm
7,200
7,500
7,300

rpm
4,000
5,000

走行速度を で示します。 １分間あたりのエンジン回転数を示しま
す。

エンジン故障の原因となりますの
で、限界回転数以上（レッドゾー
ン）に入らないように運転してく
ださい。特に高速走行時、変速
（シフトダウン）するときには注意
してください。

タイプ

マニュアル車

限界回転数
（ ）

停車中の空ぶかしは、エンジン回
転数が規定値以上になると燃料供
給が停止されます。

タイプ 燃料供給停止
回転数（ ）

３速オートマチック車
４速オートマチック車

３速オートマチック車
４速オートマチック車

スピードメーター タコメーター

．車を運転するときに２ メーター

オートマチック車

０６／１２／１９　１８：３２：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８１　
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II km

km
TRIP A TRIP B

TRIP TRIP

km
km

TRIP A

TRIP B

エンジンスイッチを“ ”にするとオドメ
ーターまたはトリップメーターが表示さ
れます。

走行距離の累計を で示します。

リセットしてからの走行距離を で示
します。“ ”と“ ”でそれぞ
れ別の走行距離を知ることができます。

セレクト／リセットノブを押して
“ □”または“ □”を選びます。
セレクト／リセットノブをメーター表
示が“０”になるまで押し続けて、リセ
ットします。

走行距離が９９９．９ を超えると０
に戻ります。

セレクト／リセットノブを押すごとに表
示が切り換わります。

オドメーター
Ａ Ｂ

オド／トリップメーター

表示の切り換え

オドメーター

トリップメーター

・リセットのしかた

０６／１２／１９　１８：３３：０６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８２　
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IIエンジンスイッチが“ ”のとき、燃料の
残量を示します。
“Ｅ”に近づいたら早めに補給してくださ
い。

燃料の補給 →４５ページ

燃料計

．車を運転するときに２ メーター

０６／１２／１９　１８：３３：１０　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８３　
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イラストは代表例を掲載しています。

表示灯

方方向向指指示示器器表表示示灯灯

セセレレククトトポポジジシショョンン表表示示灯灯

ヘヘッッドドラライイトト上上向向きき（（ハハイイビビーームム））表表示示灯灯

低低水水温温表表示示灯灯（（青青色色））

（（３３速速オオーートトママチチッックク車車））（（４４速速オオーートトママチチッックク車車））

０６／１２／１９　１８：３３：１５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８４　
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SDX PRO-A PRO-B

2WD

4WD

表示灯はタイプ等により、装備の有無があります。下表の装備一覧をご覧ください。

○

○

○

○

○
�

タイプ

○

○

○

－

○

○

○

○

－

○

表示灯

方向指示器表示灯

ヘッドライト上向き
（ハイビーム）表示灯

セレクトポジション
表示灯※

低水温表示灯（青色）

○：標準装備
※：オートマチック車

（３速オートマチック車）

（４速オートマチック車）

（ 車）

（ 車）

２．車を運転するときに 表示灯

０７／０４／０９　１８：１５：１６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８５　
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方向指示器のランプの点滅状態を表示し
ます。

電球が切れたときや、ワット（Ｗ）
数の違った物を使ったときは、表
示灯の点滅周期が異常になります。

ヘッドライトが上向きのときに点灯しま
す。

電球（バルブ）の交換

→１９５、１９７ページ

電球（バルブ）のワット数

→２４０ページ

方向指示器表示灯 ヘッドライト上向き（ハイビーム）表
示灯

０７／０４／０９　１８：１５：２２　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８６　
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Honda

エンジン冷却水の温度が低いときに点灯
します。

使用中のセレクトレバー位置が表示され
ます。

暖機を十分にした状態で、表示灯
が点灯したままのときは、温度セ
ンサーなどの異常が考えられます。

販売店で点検を受けてく
ださい。

（３速オートマチック車）（４速オートマチック車）

セレクトポジション表示灯

低水温表示灯（青色）

．車を運転するときに 表示灯２

オートマチック車

０６／１２／１９　１８：３３：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８７　
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AABBSS

PPGGMM--FFII
EEPPSS

SSRRSS

イラストは代表例を掲載しています。

警告灯

ドドアア開開閉閉警警告告灯灯

充充電電警警告告灯灯

アアンンチチロロッッククブブレレーーキキシシスステテムム
（（ ））警警告告灯灯

警警告告灯灯

ブブレレーーキキ警警告告灯灯

油油圧圧警警告告灯灯

エエレレククトトリリッッククパパワワーースステテアアリリンンググ
（（ ））警警告告灯灯

エエアアババッッググシシスステテムム警警告告灯灯

燃燃料料残残量量警警告告灯灯

高高水水温温警警告告灯灯（（赤赤色色））

シシーートトベベルルトト非非着着用用警警告告灯灯

０６／１２／１９　１８：３３：４０　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８８　
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SDX

PGM-FI

SRS

ABS

EPS

PRO-A PRO-B

警告灯はタイプ等により、装備の有無があります。下表の装備一覧をご覧ください。

○

○

○

○

○

○

○

○

○

△

△

タイプ
警告灯

油圧警告灯

ブレーキ警告灯

充電警告灯

警告灯

シートベルト非着用警告灯

ドア開閉警告灯

燃料残量警告灯

高水温警告灯（赤色）

エアバッグシステム
警告灯
アンチロックブレーキ
システム（ ）警告灯
エレクトリックパワーステ
アリング（ ）警告灯

○

○

○

○

○

－

○

○

○

－

○

○

○

○

○

○

－

○

○

○

－

－

○：標準装備
△：注文装備

２．車を運転するときに 警告灯

０６／１２／１９　１８：３３：４７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００８９　
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ABS

ABS ABS
ABS

Honda
Honda

Honda

ABS
ABS

Honda
ABS

ABS

エンジン回転中、エンジン内部を潤滑し
ているオイルの圧力が低下すると点灯し
ます。

点灯したまま走行しないでくださ
い。エンジンが破損するおそれが
あります。

走行中点灯したときやパーキングブレー
キを解除しても消灯しないときは、

パーキングブレーキが完全に解除されて
いないときやブレーキ液量がいちじるし
く減少しているときに点灯します。

装備車は、 が異常のときにも
警告灯と同時に点灯します。

エンジン回転中に点灯した場合は、ただ
ちに安全な場所に停車してエンジンを止
め、エンジンオイル量を点検してくださ
い。
エンジンオイルが減っていないのに点灯
しているときや、エンジンオイルを補給
しても点灯するときは、ただちに

販売店へご連絡ください。

ブレーキ液量を点検します。
下限より下がっていたらただちに

販売店へご連絡ください。
ブレーキ液量が下限以下になっていな
いのに点灯するときや、パーキングブ
レーキをかけても点灯しないときは、
お早めに 販売店で点検を受け
てください。

ブレーキ液量が正常で、 警告灯と
同時に点灯したときは、 の異常が
考えられます。
高速走行や急ブレーキを避けて、ただち
に 販売店で点検を受けて下さい。

警告灯 →１３７ページ

油圧警告灯 ブレーキ警告灯

点灯したときは

警告灯と同時に点灯したときは

ブレーキ液量点検

装備車

０６／１２／１９　１８：３３：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９０　
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PGM-FI

II

OFF
Honda

Honda

SDX

充電系統が異常のときに点灯します。

エンジン制御システムが異常のときに点
灯します。

エンジンスイッチを“ ”にすると、運転
席シートベルトを着用するまで点灯し続
けます。

ドアが完全に閉まっていないときに点灯
します。

ドアを完全に閉めてください。

燃料タンク内のガソリン残量が下表にな
ったときに点灯します。

タイプ

マニュアル車
３速オートマチ
ック車
４速オートマチ
ック車

警告灯点灯時の
ガソリン残量

７ 前後

６ 前後

運転中に点灯した場合は、電気の消費を
減らすため、ヒーター・エアコンスイッ
チ、リヤデフロスタースイッチを“ ”
にして、ただちに 販売店で点検
を受けてください。

運転中に点灯した場合は、高速走行を避
けて、ただちに 販売店で点検を
受けてください。

燃料の補給 →４５ページ

充電警告灯

警告灯

ドア開閉警告灯

シートベルト非着用警告灯

燃料残量警告灯

．車を運転するときに

点灯したときは

点灯したときは

警告灯２

０６／１２／１９　１８：３４：０７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９１　
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SRS

ABS

SRS

ABS

SRS

ABS

ユニットがシステムの異常を検出す
ると点灯します。

エンジン冷却水の温度が上がると点滅し、
さらに上がると点灯します。

運転中に点滅した場合は、ゆっくり走行
してください。

運転中に点灯した場合は、オーバーヒー
トのおそれがあります。ただちに安全な
場所に停めてエンジンを冷やしてくださ
い。

点灯したまま走行しないでくださ
い。エンジンが破損するおそれが
あります。

が異常のときに点灯します。

オーバーヒートしたとき

→１８４ページ

エアバッグシステム警告灯

→１３３ページ

シートベルトプリテンショナー警告灯

→１３５ページ

→１３７ページ

エアバッグシステム警告灯
（シートベルトプリテンショナー
警告灯兼用）

高水温警告灯（赤色）

アンチロックブレーキシステム
（ ）警告灯

点滅したときは

点灯したときは

装備車

０６／１２／１９　１８：３４：１７　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９２　
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EPS

II

SRS

ABS

EPS

EPS

Honda

Honda

PGM-FI

エンジンスイッチを“ ”にしたとき、下
記の警告灯類が点灯するのが正常です。

（エンジン始動後消灯）

（パーキングブレーキが解除されてい
るときは数秒後消灯）
（パーキングブレーキをかけていると
きは完全に解除すると消灯）

（エンジン始動後消灯）

（数秒後消灯）

（約６秒後消灯）

（数秒後消灯）

（エンジン始動後消灯）

停車中または極低速でハンドル操
作をくり返したときなどシステム
の温度が上昇すると、システム保
護のためパワー装置のはたらきを
制限するので、ハンドル操作が徐
々に重くなります。
システムの温度が下がると復帰し
ます。
システム保護がはたらくような使
いかたを連続的にくり返すと、シ
ステム破損の原因となります。

が異常のときに点灯します。

警告灯が点灯しているときは、パ
ワー装置のはたらきを制限するの
で、ハンドル操作が重くなります。
停車中にエンジンの空ぶかしを行
うと、警告灯が点灯しハンドル操
作が重くなる場合があります。こ
のときは、エンジンを再始動する
と警告灯が消灯します。

運転中に点灯したとき（安全な場所に停
車してからエンジンを再始動し、その後
走行中に消灯していれば正常です。）は、
システムの異常が考えられますので、す
みやかに 販売店で点検を受けて
ください。

点灯しないときは、 販売店へご
連絡ください。

（数秒後消灯）

警告灯の電球切れの点検

油圧警告灯

ブレーキ警告灯

充電警告灯

高水温警告灯（赤色）

エアバッグシステム警告灯

アンチロックブレーキシステム
（ ）警告灯

エレクトリックパワーステアリング
（ ）警告灯

点灯したときは

警告灯

エレクトリックパワーステアリング
（ ）警告灯

．車を運転するときに 警告灯２

パワーステアリング装備車

０６／１２／１９　１８：３４：２９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９３　
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II

0

I

II

III

エンジンをかけずにラジオ
などのアクセサリーを使用
するときの位置です。

運転するときの位置です。

エンジン始動位置です。
始動したら、キーから手を
離してください。自動的に
“ ”に戻ります。

キーを抜き差しする位置で
す。

オートマチック車は、セレクトレバー
を□に入れます。
“Ｉ”でキーを押し込んで“０”まで回し
てキーを抜きます。

キーを抜くとハンドルがロックさ
れます。

セレクトレバーが□以外のときは、
エンジンスイッチが“０”まで回ら
ないので、キーを抜くことができ
ません。

ハンドルを左右に回しながらキーを回せ
ば容易に回ります。

Ｐ

Ｐ

スイッチの使いかた

エンジンスイッチ キーを抜くとき

“０”から“Ｉ”にキーが回らないとき
（ハンドルロックの解除）

・

・

オートマチック車

０６／１２／１９　１８：３４：３９　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９４　
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I
II

走行中はエンジンを止めないでく
ださい。
マニュアルトランスミッション車
は、エンジンスイッチを“０”にす
るとキーが抜けることがあり、ハ
ンドルがロックされ、思わぬ事故
につながります。

エンジンスイッチが“Ｉ”または“０”でキ
ーを差し込んだまま車を離れようとした
とき（運転席ドアを開けたとき）、ブザー
が鳴りキーの抜き忘れを知らせます。

エンジンを止めた状態で“ ”また
は“ ”のまま、長時間放置しない
でください。
バッテリー容量が低下し、エンジ
ンがかからなくなることがありま
す。
車から離れるときは、バッテリー
保護のため必ず“０”にしてくださ
い。

●キー抜き忘れ警告ブザー

．車を運転するときに２ スイッチの使いかた

０６／１２／１９　１８：３４：４５　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９５　
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エンジンスイッチの位置に関係なく次の
ように点灯、消灯します。

スイッチの位置
ヘッドライト
計器類照明灯
車幅灯・尾灯
番号灯

点灯

点灯

点灯

エンジンが止まっている状態で、
ライト類を点灯したままにしない
でください。バッテリーあがりの
原因となります。

レバーを前方へ押すと上向きになります。
戻すと下向きになります。
上向きのときは、メーター内の表示灯が
点灯します。

対向車のあるときや市街地走行な
ど、上向きが不適切なときは下向
きにします。

レバーを手前に引いている間、上向きが
点灯します。

ライトを点灯したままエンジンスイッチ
からキーを抜いて、車を離れようとした
とき（運転席ドアを開けたとき）、ブザー
が鳴りライトの消し忘れを知らせます。

－

ヘッドライト上向き（ハイビーム）

表示灯 →８６ページ

ライトスイッチ

●ライトの点灯・消灯

●ライト消し忘れ警告ブザー

●ヘッドライトの上向き（ハイビー
ム）と下向き（ロービーム）の切り
換え

●追越合図（パッシング）

０６／１２／１９　１８：３４：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９６　
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II
乗員の人数や荷物の量に応じて、下記の
表を目安にダイヤル位置を調節してくだ
さい。

《ダイヤル位置の目安》
乗員やカーゴスペースの
積載状況
運転席のみ乗車時
運転席のみ乗車で
カーゴスペース満載時

ダイヤル
位置
０

３

乗員や荷物が多いときなど、ヘッドライ
トが通常より上を向いているときは、ヘ
ッドライトの光軸を下向きにしてくださ
い。

エンジンスイッチが“ ”のとき、ヘッド
ライトの照らす方向（光軸）を下向きに調
節することができます。

光軸の調節はダイヤルを回して行います。

ダイヤルの数字が大きいほど光軸は下向
きになります。

左方向へ回すとヘッドライトの光軸は下
向きに変わります。

ダイヤル位置１と２は、乗員の人
数や荷物の量に応じて、調節して
ください。
車検などで光軸調整をするときは、
ダイヤルを“０”の位置に戻してか
ら行ってください。

●ヘッドライトレベリングダイヤル

．車を運転するときに

ダダイイヤヤルル

２ スイッチの使いかた

０６／１２／１９　１８：３５：０４　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９７　
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IIエンジンスイッチが“ ”のとき使えます。
ふだんは の位置で使います。
この位置ではハンドルの切り角が小さい
ときには戻らない場合もあります。戻ら
ないときは手で戻してください。
車線変更などでは の位置に軽く手で押
さえながら使います。

スイッチを押すとすべての方向指示器の
ランプが点滅します。
故障でやむをえず路上駐車するときに使
います。

非常時にのみお使いください。
完全充電の新しいバッテリーでも
約２時間以上使うとバッテリー容
量が低下し、エンジンの始動がで
きなくなります。

方向指示器（ウィンカー）
スイッチ

非常点滅表示灯（ハザード）
スイッチ

左左折折

右右折折

押押すす

０６／１２／１９　１８：３５：１０　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９８　
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OFF寒冷時はフロントガラスが暖まる
までウォッシャー液を噴射しない
でください。
ウォッシャー液が凍りついて視界
の妨げとなり、思わぬ事故につな
がるおそれがあります。

乾拭きをしないでください。ガラ
ス面に傷をつけたり、ブレード
（ゴム部）を傷めたりします。
ウォッシャー液が出ないときはウ
ォッシャースイッチを切ってくだ
さい。
ウォッシャー液がないままで動か
すとポンプの故障の原因となりま
す。

ワイパーを作動中にガラスに雪な
どがたまりワイパーが停止したと
きは、安全な場所に停車してワイ
パースイッチを“ ”、エンジン
スイッチを“０”または“Ｉ”にして
ワイパーが作動できるように雪な
どの障害物を取り除いてください。

寒冷時、ブレード（ゴム部）がガラ
ス面に張りつくことがありますの
でデフロスターを使ってフロント
ガラスを暖めてください。
凍りついたまま動かすとブレード
（ゴム部）を傷めたり、ワイパーモ
ーターの故障の原因となります。

フロントワイパーモーターには、
保護機能としてブレーカーを内蔵
しています。
モーターの負荷が大きい状態が続
いたときなどには、ブレーカーが
作動し、一時的にモーターが止ま
ることがあります。
数分ほどすると、ブレーカーが復
帰して通常通り使用できるように
なります。

デフロスター →１４７ページ

ワイパー／ウォッシャー
スイッチ

２．車を運転するときに スイッチの使いかた

０６／１２／１９　１８：３５：１６　３０Ｓ３Ｃ６６０　００９９　
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II

OFF
INT
LO
HI

OFF
ON

MIST

エンジンスイッチが“ ”のとき使えます。

停止
雨量の少ないとき
普通雨量のとき
雨量の多いとき

・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・（間欠） ・
・・・・・・・・・（低速） ・
・・・・・・・・・・（高速） ・

レバーを手前に引くとウォッシャー液が
噴射します。

・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・
・・・・・・・・・・・

停止
ワイパーが作動します。
スイッチを回している
間、ウォッシャー液が
噴射します。

レバーを押し上げている間、低速で作動
します。
霧や小雨のときなどに使うと便利です。

ウォッシャースイッチ

ワイパースイッチ

●フロントガラス

●リヤガラス

手手前前にに引引くく

下下げげるる

押押しし上上げげるる

０６／１２／１９　１８：３５：２６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１００　
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II
ON

OFF

OFF
リヤガラスを暖め、曇りを取ることがで
きます。

エンジンスイッチが“ ”のときスイッチ
を押すと“ ”になり、同時に作動表示
灯が点灯します。もう一度スイッチを押
すと“ ”になり、作動表示灯は消灯し
ます。

この装置は消費電力が大きいので
曇りが取れたら“ ”にしてくだ
さい。また、エンジンの回転が低
いとき長時間使わないでください。
バッテリー容量が低下し、エンジ
ン始動に影響することがあります。
リヤガラスの内側に電熱線が装着
されています。電熱線は傷つきや
すいので清掃のときは電熱線に沿
ってやわらかい布で拭いてくださ
い。また、手荷物などで傷つけな
いようにしてください。

リヤデフロスタースイッチ

押押すす

表表示示灯灯

２．車を運転するときに スイッチの使いかた

０６／１２／１９　１８：３５：３２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０１　
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ハンドルのパッドを押すとホーンが鳴り
ます。

ホーンスイッチ

パパッッドド

０６／１２／１９　１８：３５：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０２　
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２．車を運転するときに スイッチの使いかた

０６／１２／１９　１８：３５：３７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０３　
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Honda

パーキングブレーキがかかっているこ
とを確認します。

バッテリー液が不足しているとき
は、エンジンの始動をしないでく
ださい。
バッテリーが破裂するおそれがあ
ります。
車庫や屋内などの換気の悪いとこ
ろでは、エンジンをかけたままに
しないでください。
車内や屋内などに排気ガスが充満
し、一酸化炭素中毒のおそれがあ
ります。

エンジンを始動するときは、ブレ
ーキペダルをしっかりと踏んでく
ださい。

チェンジレバーをＮ（ニュートラル）に
してください。

排気音が変わったり、車内でガソ
リンや排気ガスのにおいが消えな
い場合は、排気系や燃料系の異常
が考えられますので、必ず

販売店で点検を受けてく
ださい。

パーキングブレーキの操作

→１０６ページ

チェンジレバーの操作 →１０８ページ

運転のしかた

エンジンのかけかた

マニュアル車

チチェェンンジジレレババーー

パパーーキキンンググブブレレーーキキ

引引くく

０６／１２／１９　１８：３５：４６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０４　
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III

II

セレクトレバーが□の位置にあること
を確認してください。

マニュアル車は、クラッチペダルもい
っぱいに踏み込んで行います。

ブレーキペダルをしっかりと踏みます。

アクセルペダルを踏まずに、エンジン
スイッチをゆっくりと“ ”まで回し、
エンジンが始動したら手を離してくだ
さい。自動的に“ ”に戻ります。

Ｐ

セレクトレバーの操作

→１１０、１１４ページ

２．車を運転するときに 運転のしかた

オートマチック車

セセレレククトトレレババーー

ブブレレーーキキ
ペペダダルル

ブブレレーーキキ
ペペダダルル

ククララッッチチ
ペペダダルル

オオーートトママチチッックク車車

ママニニュュアアルル車車

０６／１２／１９　１８：３５：５４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０５　
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OFF

ボタンを押さずにレバーをいっぱいに引
きます。

後輪ブレーキが効きます。

思わぬ事故を防ぐため、クラッチペダル
をいっぱいに踏み込まないとスターター
が回らないようになっています。

消費電力の大きいライト類、エア
コン、リヤデフロスターのスイッ
チは“ ”にした方が始動は容易
になります。
バッテリーあがりを防ぐため、ス
ターターは連続して１５秒以上回さ
ないでください。１５秒回してもエ
ンジンが始動しなかったときは、
一度エンジンスイッチを“Ｉ”に戻
して１０秒以上待ってから再始動し
てください。

エンジン始動後は、エンジン制御
システムの働きによりエンジン回
転が高くなりますが、自動的に適
正回転に下がります。

エンジンがあたたまっていると始
動に時間がかかることがあります。
アクセルペダルを半分程度踏み込
んだまま、スターターを回してく
ださい。エンジンが始動したらア
クセルペダルを徐々に戻してくだ
さい。

始動時にアクセルペダル操作が必
要な場合は、始動後、右足でブレ
ーキペダルを踏んでください。

パーキングブレーキ

かけるとき

・クラッチ・スタートシステム

引引くく

ボボタタンン
レレババーー

マニュアル車

０６／１２／１９　１８：３６：０２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０６　
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パーキングブレーキをかけたまま
走行しないでください。
ブレーキが過熱し効きが悪くなる
おそれがあります。

駐車するときは、車が動き出さな
いように必ずパーキングブレーキ
をかけてください。

レバーを軽く引き上げながら、ボタン
を押します。

ボタンを押したまま、レバーを下に完
全におろします。

寒冷時のパーキングブレーキの

取り扱い →２２４ページ

解除するとき

２．車を運転するときに 運転のしかた

完完全全ににおおろろすす

軽軽くく引引きき上上げげるる

押押すす

０６／１２／１９　１８：３６：０９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０７　
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km/h

km/h

km/h

km/h

km/h

変速するときは、クラッチペダルをいっ
ぱいに踏み込んで、チェンジレバーを確
実に操作します。

誤操作を防ぐために、５からＲへは直接
入れられません。一度Ｎへ戻してからＲ
に入れてください。

車が完全に止まらないうちはＲに
入れないでください。
トランスミッション破損の原因と
なります。

エンジンを過回転させないために、下表
の各チェンジレバー位置での速度範囲を
参考に、シフトダウンしてください。

速度範囲

０～２５

１０～４５

２０～６５

３０ ～

４０

チェンジレバーの位置

チェンジレバーの操作

●チェンジレバー

●速度範囲

Ｒに入れるとき

１

２

３

４

５

マニュアル車

０６／１２／１９　１８：３６：１６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０８　
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km

rpm

滑りやすい路面では、急激なエン
ジンブレーキがタイヤのスリップ
を招くことがあります。
シフトダウンする際の車速には十
分注意してください。

法定速度を守って走行してくださ
い。
１，０００ 走行するまではエンジン
や駆動系の保護のため急発進、急
加速を避け控えめな運転をしてく
ださい。
エンジンの回転をあやまって限界
回転数以上で運転した場合、エン
ジン保護装置により、燃料供給が
停止されます。そのとき、軽い衝
撃を感じることがありますが、異
常ではありません。

エンジン故障の原因となりますの
で、限界回転数以上（レッドゾー
ン）に入らないように運転してく
ださい。特に高速走行時、変速
（シフトダウン）するときには注意
してください。

・・・・・・・限界回転数 ・７，２００

２．車を運転するときに 運転のしかた

０６／１２／１９　１８：３６：２１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１０９　
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駐車およびエンジンを始動する位置。
キーを抜く位置。

セレクトレバーが□以外のときは、エンジンスイ
ッチが“０”まで回らないので、キーを抜くことが
できません。

中立位置。
（エンジン始動できますが、安全のため□で行ってくだ
さい。）

車を後退（バック）させる位置。
ブザーが鳴り、セレクトレバーが□に入っていることを
運転者に知らせます。

エンジンブレーキが必要なときや、雪道などの滑りやす
い路面での発進に使う位置。
（２速のままで変速されません。）

通常の走行をする位置。
（１速から３速まで自動的に変速されます。）

Ｐ

Ｐ

Ｒ

パーキング

リバース

ニュートラル

ドライブ

セカンド

セレクトレバーの操作

●それぞれの位置のはたらき

Ｐ

Ｒ

Ｎ

Ｄ

２

３速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：３６：２８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１０　
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いつもボタンを押して操作すると意に反して□□□に入れてしまうおそれがあり
ます。

の操作は、ボタンを押さずに動かす習慣をつけてください。

エンジンスイッチが“Ｉ”または“０”のときは、ブレーキペダルを踏んでも□から
他の位置に切り換えられません。

□のときは、ボタンを押したままブレーキペダルを踏んだ場合、レバーの操作が
できないことがあります。先にブレーキペダルを踏んでください。

セレクトレバーの操作は誤操作防止のため各位置ごとに節度をつけ、確実に行っ
てください。

ブレーキペダルを踏んだまま、ボタンを押
してレバーを操作します。

ボタンを押してレバーを操作します。

ボタンを押さずにレバーを操作します。

ＰＲ２

Ｐ

Ｐ

●セレクトレバーの動かしかた

．車を運転するときに 運転のしかた２

ボボタタンン

０６／１２／１９　１８：３６：３７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１１　
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km

km/h

km/h

rpm

エンジンを過回転させないために、下表の各セレクトレバー位置での速度範囲内で切り
換えを行ってください。

滑りやすい路面では、急激なエン
ジンブレーキがタイヤのスリップ
を招くことがあります。
シフトダウンする際の車速には、
十分注意してください。

法定速度を守って走行してくださ
い。
１，０００ 走行するまではエンジン
や駆動系の保護のため急発進、急
加速を避け控えめな運転をしてく
ださい。
エンジンの回転をあやまって限界
回転数以上で運転した場合、エン
ジン保護装置により、燃料供給が
停止されます。そのとき、軽い衝
撃を感じることがありますが、異
常ではありません。

セレクトレバーの位置 変 速 範 囲

１ ２ ３速

２速固定

速 度 範 囲

０ ～

０～７５

エンジン故障の原因となりますの
で、限界回転数以上（レッドゾー
ン）に入らないように運転してく
ださい。特に高速走行時、変速
（シフトダウン）するときには注意
してください。

・・・・・・・限界回転数 ・７，５００

Ｄ

２

●速度範囲

□

□

０６／１２／１９　１８：３６：４５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１２　
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２．車を運転するときに 運転のしかた

０６／１２／１９　１８：３６：４８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１３　
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駐車およびエンジンを始動する位置。
キーを抜く位置。

セレクトレバーが□以外のときは、エンジンスイ
ッチが“０”まで回らないので、キーを抜くことが
できません。

中立位置。
（エンジン始動できますが、安全のため□で行ってくだ
さい。）

車を後退（バック）させる位置。
ブザーが鳴り、セレクトレバーが□に入っていることを
運転者に知らせます。

通常の走行をする位置。
（１速から４速まで自動的に変速されます。）

エンジンブレーキが必要なときや、雪道などの滑りやす
い路面での発進に使う位置。
（２速のままで変速されません。）

上り坂、下り坂に使う位置。
（１速から３速まで自動的に変速されます。）

Ｐ

Ｐ

Ｒ

パーキング

リバース

ニュートラル

ドライブ

セカンド

セレクトレバーの操作

●それぞれの位置のはたらき

Ｐ

Ｒ

Ｎ

２

Ｄ

Ｄ

４

３

４速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：３６：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１４　
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いつもボタンを押して操作すると意に反して□□□に入れてしまうおそれがあり
ます。

の操作は、ボタンを押さずに動かす習慣をつけてください。

エンジンスイッチが“Ｉ”または“０”のときは、ブレーキペダルを踏んでも□から
他の位置に切り換えられません。

□のときは、ボタンを押したままブレーキペダルを踏んだ場合、レバーの操作が
できないことがあります。先にブレーキペダルを踏んでください。

セレクトレバーの操作は誤操作防止のため各位置ごとに節度をつけ、確実に行っ
てください。

ブレーキペダルを踏んだまま、ボタンを押
してレバーを操作します。

ボタンを押してレバーを操作します。

ボタンを押さずにレバーを操作します。

ＰＲ２

Ｐ

Ｐ

●セレクトレバーの動かしかた

．車を運転するときに 運転のしかた２

ボボタタンン

０６／１２／１９　１８：３７：０６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１５　
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D

D

4

3

km

km/h

km/h

km/h

rpm

エンジンを過回転させないために、下表の各セレクトレバー位置での速度範囲内で切り
換えを行ってください。

セレクトレバーの位置

滑りやすい路面では、急激なエン
ジンブレーキがタイヤのスリップ
を招くことがあります。
シフトダウンする際の車速には、
十分注意してください。

エンジンの回転をあやまって限界
回転数以上（レッドゾーン）で運転
した場合、エンジン保護装置によ
り、燃料供給が停止されます。そ
のとき、軽い衝撃を感じることが
ありますが、異常ではありません。

１，０００ 走行するまではエンジン
や駆動系の保護のため急発進、急
加速を避け控えめな運転をしてく
ださい。

法定速度を守って走行してくださ
い。

速 度 範 囲

０ ～

０～９５

０～６０

変 速 範 囲

１ ２ ３ ４速

１ ２ ３速

２速固定

エンジン故障の原因となりますの
で、限界回転数以上（レッドゾー
ン）に入らないように運転してく
ださい。特に高速走行時、変速
（シフトダウン）するときには注意
してください。

・・・・・・・限界回転数 ・７，３００

２

●速度範囲

□

□

□

０６／１２／１９　１８：３７：１３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１６　
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オートマチック車は、クラッチ操作とギ
ヤの切り換えを自動化したもので、その
分、操作の負担が軽くなり、運転が楽に
なりますが、運転の基本を十分理解し、
正しく操作する習慣をつけてください。

正しい運転姿勢をとり、右足でアクセル
ペダルとブレーキペダルが確実に踏める
か確認します。

ペダルの踏みまちがいを防ぐため、
ペダルの位置を実際に踏んでみて
足におぼえさせておくことが重要
です。
また、不慣れな左足では、適切な
ブレーキ操作ができません。
車を少し移動させるときにもペダ
ルが確実に踏めるように、正しい
運転姿勢をとりましょう。

オートマチック車の
運転のしかた

エンジンをかける前に

２．車を運転するときに 運転のしかた

アアククセセルルペペダダルルブブレレーーキキペペダダルル

０６／１２／１９　１８：３７：２０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１７　
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D4セレクトレバーが□に入っていること
を確認。

□でも始動できますが、安全のた
め駆動輪が固定される□で行って
ください。

ブレーキペダルを右足で踏んで始動。

始動時にアクセルペダル操作が必
要な場合は、始動後、右足でブレ
ーキペダルを踏んでください。

パーキングブレーキがかかっているこ
とを確認。

右足でブレーキペダルを踏んだまま、
セレクトレバーを前進は□（４速オー
トマチック車は□）、後退は□に入れ
る。

ブレーキペダルを徐々に離して、アク
セルペダルをゆっくりと踏む。

ブレーキ警告灯が消灯したことを確認。

レバーの位置を目で再確認。

アクセルペダルを踏んだまま、セ
レクトレバーを操作しないでくだ
さい。急発進して思わぬ事故の原
因になります。

パーキングブレーキを解除する。

Ｐ

Ｎ

Ｐ

Ｄ

Ｒ

（→９０ページ）

エンジン始動 発進

ブブレレーーキキ
ペペダダルル

０６／１２／１９　１８：３７：３１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１８　
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エンジン始動直後は、自動的にエ
ンジンの回転が上がり、クリープ
現象が強くなりますので、ブレー
キペダルはしっかり踏んでいてく
ださい。

セレクトレバーを□□以外に入れ
ると、クリープ現象により、アク
セルペダルを踏まなくても車が動
き出します。ブレーキペダルを踏
んでいてください。

セレクトレバーボタンを押したま
まブレーキペダルを踏んだ場合、
レバーの操作ができないことがあ
ります。先にブレーキペダルを踏
んでください。
オートマチック車は、発進時の速
度をアクセル操作のみで調節する
ので、アクセル操作は慎重に行っ
てください。

万一、ブレーキペダルを踏んでも
□から他の位置に切り換えられな
いときは、エンジンスイッチから
キーを抜き、シフトロック解除穴
にキーを差し込み、押しながらレ
バーを操作してください。

パーキングブレーキをかけたままブレ
ーキペダルから足を離し、
アクセルペダルをゆっくり踏んで、
車が動き出す感触を確認しながら、
パーキングブレーキを解除して発進。

セレクトレバーの位置を目で確認し、

ＰＮ

Ｐ

急な坂道での発進

・

・
・
・

２．車を運転するときに 運転のしかた

シシフフトトロロッックク解解除除穴穴

０６／１２／１９　１８：３７：３８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１１９　
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走行中はセレクトレバーを□にしないで
ください。

□にするとエンジンブレーキが全
く効かなくなるため思わぬ事故の
原因になります。
また□にしても燃費の差はほとん
どありません。

フットブレーキを使いすぎると、
ブレーキが過熱して効きが悪くな
るおそれがあります。長い下り坂
や急な下り坂では、必ずエンジン
ブレーキを併用してください。

高速走行中に□に入れないでくだ
さい。急激なエンジンブレーキが
かかり、エンジンが過回転になり
故障することがあります。

Ｎ

Ｎ

Ｎ

２

エンジンブレーキ →１８ページ

走行

通通常常走走行行

上上りり坂坂走走行行
下下りり坂坂走走行行

０６／１２／１９　１８：３７：４４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２０　
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D

D

D

D

4

3

4

3

セレクトレバーを□にして走行します。
アクセルペダルの踏み加減と走行速度に
より、１速から３速まで自動的に変速さ
れます。

セレクトレバーを□にして走行します。
アクセルペダルの踏み加減と走行速度に
より、１速から４速まで自動的に変速さ
れます。

アクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、
キックダウンして急加速します。

坂の勾配に応じ、セレクトレバーを□に
しておくと、２速で固定され、より力強
い走行ができます。

下り坂を□のまま走行すると、エンジン
ブレーキの効きが弱く、速度が出すぎて
しまうことがあります。このようなとき
には、セレクトレバーを□にします。

アクセルペダルをいっぱいに踏み込むと、
キックダウンして急加速します。

坂の勾配に応じ、セレクトレバーを□ま
たは□にしておくと、エンジン回転数の
変化が少ない、なめらかな走行ができま
す。

下り坂を□のまま走行すると、エンジン
ブレーキのききが弱く、速度が出すぎて
しまうことがあります。このようなとき
には、セレクトレバーを□にします。さ
らに強力なエンジンブレーキが必要なと
きには、□にします。

Ｄ

２

Ｄ

２

２

２

通常走行 通常走行

急加速したいとき

上り坂走行

下り坂走行

急加速したいとき

上り坂走行

下り坂走行

２．車を運転するときに 運転のしかた

３速オートマチック車 ４速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：３７：５５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２１　
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D

D

4

4

停車時間が長くなるときはセレクトレ
バーを□に入れる。

□（４速オートマチック車は□）のまま
ブレーキペダルをしっかりと踏んでお
く。
必要に応じてパーキングブレーキをか
ける。

セレクトレバーが□□以外でエア
コンスイッチが入っている場合な
どは、エンジン回転数が断続的に
高くなりクリープ現象が強まりま
す。ブレーキペダルを特にしっか
りと踏み込んでください。

急な上り坂での停車はクリープ現
象で前へ進もうとする力よりも車
が後退しようとする力の方が大き
くなり、車が後退することがあり
ます。ブレーキペダルを踏み、パ
ーキングブレーキをかけてくださ
い。

アクセルペダルとブレーキペダル
を同時に踏んだり、上り坂で□□
以外に入れた状態で、アクセルを
ふかしながら車を停止させたりし
ないでください。
トランスミッションが過熱し、故
障の原因となります。

セレクトレバーが□でもエンジン
が冷えているときは、トランスミ
ッションオイルの粘性により車が
わずかに動き出すことがあります
ので、ブレーキペダルをしっかり
と踏み、必要に応じてパーキング
ブレーキをかけてください。

停車後、再発進するときは、思い
違いのないようセレクトレバーが
□または□にあることを確認して
ください。

停車中、空ぶかしをしないでくだ
さい。
万一、セレクトレバーが□□以外
のとき、思わぬ急発進の原因にな
ります。

Ｎ

Ｄ

ＰＮ

ＰＮ

Ｎ

Ｄ

ＰＮ

停車

０６／１２／１９　１８：３８：０２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２２　



123

車を完全に止める。
ブレーキペダルを踏んだまま、パーキ
ングブレーキをかける。
セレクトレバーを□に入れる。

駐車の際は、セレクトレバーが必
ず□に入っていることを確認して
ください。セレクトレバーが□の
ときは、駆動輪が固定されるため、
車が動き出す心配がなく安全です。

エンジンを止める。

環境保護のため駐車時にはエンジ
ンを止めましょう。

車が完全に止まらないうちに□に
入れないでください。トランスミ
ッション破損の原因となります。

エンジンをかけたままにしておく
と、万一、セレクトレバーが□□
以外に入っていたとき、クリープ
現象で車がひとりでに動き出した
り、乗り込むときに誤ってアクセ
ルペダルを踏み急発進するおそれ
があります。

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

ＰＮ

駐車

２．車を運転するときに 運転のしかた

０６／１２／１９　１８：３８：０９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２３　
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D D4 3

セレクトレバーは正しい位置で使
用してください。
坂道などで、前進（□、□、□ま
たは□、□）の位置にしたまま惰
性で後退したり、後退（□）の位置
にしたまま前進したりすると、エ
ンジンが停止してブレーキの効き
が悪くなったり、ハンドル操作が
重くなり、思わぬ事故の原因とな
るおそれがあります。

このような場合でも、正しい運転姿勢を
とり、ブレーキペダルとアクセルペダル
が確実に踏めるようにしてください。

この場合、体をうしろにひねった姿勢に
なり、ペダルの操作がしにくくなります。
ブレーキペダルは確実に踏めるよう注意
してください。

２

Ｄ ２

Ｒ

ほかに気をつけたいこと

車を少し移動させるとき

車を後退させるとき

０６／１２／１９　１８：３８：１５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２４　
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130
131
132

134
135

136
136
137

138
138

139

エアバッグシステムの
・・・・・・・・・・・・・・・・・・しくみ ・

・・・・・・・・・・・・・・作動するとき ・
・・・・・・・・・・・・作動しないとき ・

エアバッグシステムの
効果を十分に発揮させる

・・・・・・・・・・・・・・・・ために ・
・・・・お子さまを乗せるときは ・

・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

シートベルトプリテンショナー
・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・

・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・
・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・

・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・・・・・・運転するときは ・
・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・

安全装備

● エアバッグシステム

●シートベルト
プリテンショナー

●
（ ）

●四輪駆動機構（ ）

●その他の安全装備

アンチロックブレーキシステム

０６／１２／１９　１８：３８：１９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２５　
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SRS

SRS

SRS

SRS

SRS II

SRS

SRS

SRS

SRS
SRS

SRS

Supplemental Restraint System

前方向からの衝突により、 エアバッ
グが膨らんで運転者および助手席同乗者
の顔面への衝撃を緩和する装置です。

エンジンスイッチが“ ”のとき、前方向
からの衝突により、センサーが一定以上
の衝撃（正しくシートベルトを着用して
いてもハンドルに顔面があたり、けがを
するような場合）を感知するとシステム
が作動し、 エアバッグが膨らんで運
転者および助手席同乗者の顔面への衝撃
を緩和します。

エアバッグシステム装備車で
あっても、必ずシートベルトを着
用してください。
シートベルトを正しく着用し、正
しい乗車姿勢をとらないと衝突な
どのとき エアバッグの効果が
十分に発揮されず、重大な傷害や
死亡などの危険性が高くなります。

エアバッグが膨らんだ直後は、
エアバッグ構成部品に触れな

いでください。
構成部品が熱くなっているため、
やけどなど思わぬけがをすること
があります。

＊ ：サプリメンタルレストレイントシス

テム（ ）の略

でシートベルトの補助拘束装置の意味

エアバッグシステムのしくみ

● エアバッグシステムとは

エアバッグシステムはシートベ
ルトに代わるものではありません。
必ず、シートベルトを着用してくだ
さい。

●どのように作動するか

エアバッグシステム
（運転席／助手席用シートベルト補助乗員保護装置）

０６／１２／１９　１８：３８：２６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２６　
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SRS
SRS
SRS

SRS
SRS

SRS SRS

SRS
Honda

SRS

助手席用 エアバッグシステムは、同
乗者がいなくても作動します。

エアバッグが膨らむと白煙が出ますが、火災ではありません。また、人体へ
の影響もありません。ただし、残留物（カスなど）が目や皮膚などに付着したとき
には、できるだけ早く水で洗い流してください。
皮膚の弱いかたなどは、まれに皮膚を刺激することがあります。

膨らんだ エアバッグはすぐにしぼみます。視界を妨げません。

エアバッグは非常に速い速度で膨らむため、 エアバッグとの接触により
すり傷、やけど、打撲などを受けることがあります。

車体が衝撃を十分に吸収できた場合、システムは作動しません。

エアバッグは一度膨らむと再使用できません。
販売店で交換してください。

運転席用 エアバッグシステム 助手席用 エアバッグシステム

３．安全装備 エアバッグシステム

作作動動時時

作作動動後後

作作動動後後

作作動動時時

０６／１２／１９　１８：３８：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２７　
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SRS

kkmm//hh

次のような場合、車両下部に強い衝撃を
受けたとき作動することがあります。車
両に衝撃を受けないように十分に速度を
落とし障害物をさけて走行してください。

次のような場合に作動します。

衝撃を吸収できる物（車やガード
レールのように変形する物）に衝
突した場合、 エアバッグが作
動するときの速度（車速）は高くな
ります。

作動するとき

車車両両のの前前方方左左右右約約３３００度度以以内内のの方方向向かからら強強
いい衝衝撃撃をを受受けけたたとときき

縁縁石石ななどどにに衝衝突突ししたたとときき

約約３３００°°

約約３３００°°

２２００～～３３００ 以以上上のの速速度度でで、、ききわわめめてて厚厚
いい固固定定さされれたたココンンククリリーートトのの壁壁にに真真正正面面
かからら衝衝突突ししたたととききとと同同等等かか、、そそれれ以以上上のの
衝衝撃撃をを受受けけたたとときき

深深いい穴穴やや溝溝ななどどにに落落ちちたたとときき

高高いいととこころろかからら落落ちちたたとときき

突突起起物物ななどどにに衝衝突突ししたたとときき

０６／１２／１９　１８：３８：４２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２８　
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SRSSRS

SRS

衝突の位置、衝撃の度合い、角度によっ
て、作動しないことがあります。

シートベルトだけで乗員を保護できるよ
うな低い速度での衝突や次のような場合、
乗員保護の効果がないので作動しません。

事故の状況、形態によっては、
エアバッグが作動することが

あります。

車体の部位によって衝撃の吸収度
合いが異なりますので、損傷状態
の大小と エアバッグの作動は
必ずしも一致しません。

作動しないとき

３．安全装備 エアバッグシステム

電電柱柱、、立立木木ななどどへへのの衝衝突突

トトララッッククななどどへへのの潜潜りり込込みみ

部部分分的的なな衝衝突突やや斜斜めめ方方向向かかららのの衝衝突突

横横方方向向かかららのの衝衝突突

後後部部かかららのの衝衝突突

横横転転ままたたはは転転覆覆

０６／１２／１９　１８：３８：５１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１２９　
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SRS

SRS

SRS

正しい運転姿勢（シートに深く腰かけた
状態で、背もたれから背を離すことなく
ペダルを十分に踏み込め、ハンドルが楽
に操作できる状態）がとれる範囲で、シ
ートを後ろに下げます。

ハンドルに顔や胸などを近づけて
いると、 エアバッグが膨らむ
際、強い衝撃を受け、重大な傷害
を受けるおそれがあります。

シートに深く腰かけ、背中を背もたれか
ら離さないようにします。

インストルメントパネルに手や足
など置かないでください。

エアバッグが膨らむ際、強い
衝撃を受け、重大な傷害を受ける
おそれがあります。

エアバッグシステムの効果を十分に発揮させるために

●正しい乗車姿勢で 助手席

運転席

０６／１２／１９　１８：３８：５８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３０　
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SRS

SRS

助手席には乳児用シートを取り付
けないでください。また、幼児用
シートを後ろ向きに取り付けない
でください。 エアバッグが膨
らむ際、乳児用シートや、幼児用
シートの背面に強い衝撃を受け、
重大な傷害を受けたり、死亡する
おそれがあります。

お子さまにも必ずシートベルトを着用さ
せてください。
正しく着用できない小さなお子さまは、
体格に合わせてチャイルドシートをお使
いください。
なお、後席装備車は後席に乗せてくださ
い。

乳児用シート、幼児用シート
（後ろ向き装着）が必要なお子さ
まと一緒のときは、これらのシ
ートを取り付けられる別の車を
お使いください。

このシステムは、シートベルトと併用す
ることでその効果を発揮します。
必ず、シートベルトを着用してください。

お子さまを乗せるときは

●チャイルドシートの取り付けにつ
いて

●シートベルトは必ず着用

．安全装備

・

３ エアバッグシステム

後席非装備車

０６／１２／１９　１８：３９：０５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３１　
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SRS

SRS

ハンドルを交換したり、パッドにステ
ッカー類を貼ったりすると正常に機能
しなくなります。

エアバッグの取り外し、分解などはしないでください。
不適切に扱うと誤って作動したり、正常に機能しなくなります。

インストルメントパネル上面にステッ
カー類を貼ったり、アクセサリーや芳
香剤など物を置かないでください。
フロントガラスにアクセサリーなどを
取り付けたり、ルームミラーにワイド
ミラーを取り付けたりしないでくださ
い。
また、 エアバッグと乗員との間に
テレビなどの用品を取り付けたり、物
を置いたりしないでください。
正常に機能しなくなったり、作動時に
これらの物が飛ぶことがあります。

取り扱いについて

スステテッッカカーー

芳芳香香剤剤

スステテッッカカーー

０６／１２／１９　１８：３９：１０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３２　



133

SRS
SRS

II

SRS

II

SRS

Honda

Honda

SRS
Honda

SRS

SRS

Honda

SRS

メーター内に組み込まれており、 ユ
ニットがシステムの異常を検出すると点
灯します。

エンジンスイッチを“ ”にしたときに約
６秒間点灯して消えるのが正常です。

必要なときに エアバッグが膨
らまないおそれがあります。

運転中に点灯したとき。
エンジンスイッチを“ ”にして
も点灯しないとき、あるいは約
６秒経過しても消灯しないとき。

ハンドルまわり、インストルメン
トパネルまわりやセンターコンソ
ール付近の修理、オーディオ等用
品の取り付けおよびダッシュボー
ド周辺の板金塗装および修理をす
る場合は、 エアバッグシステ
ムに影響を及ぼすおそれがありま
すので、必ず 販売店にご
相談ください。

警告灯が次のような状態になった
ときは、システムの異常が考えら
れますので、すみやかに
販売店で点検を受けてください。

エアバッグシステム装備車を
廃棄するときは必ず 販売
店にご相談ください。正しく取り
扱わないと エアバッグシステ
ムが思いがけなく作動することが
あります。
サスペンションの改造をしないで
ください。車高やサスペンション
の硬さが変わると エアバッグ
の誤作動につながります。
（ 純正品を除く）

● エアバッグシステム警告灯

．安全装備

・
・

３ エアバッグシステム

０６／１２／１９　１８：３９：１８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３３　
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Honda

II

前方向からの衝突により、前席シートベ
ルトを瞬間的に引き込み、シートベルト
の拘束効果をいっそう高める装置です。

シートベルトを着用するときは、
必ず次のことをお守りください。
守らないとプリテンショナーが十
分に効果を発揮しません。

正しい運転（乗車）姿勢をとって
ください。

シートベルトを正しく着用して
ください。

シートベルトプリテンショナーは
一度作動すると、再使用できませ
ん。作動すると、シートベルトを
引き出すことも巻き取ることもで
きなくなります。 販売店
で交換してください。
なお、シートベルトを着用してい
なくても作動しますので、助手席
側も同時に交換してください。

エンジンスイッチが“ ”のとき、前方向
からの衝突により、センサーが一定以上
の衝撃を感知するとシステムが作動し、
前席シートベルトを瞬間的に引き込み、
シートベルトの拘束効果をいっそう高め
ます。

シートベルト →６８ページ

正しい運転姿勢 →５４ページ

シートベルトプリテンショナーのしくみ

●シートベルト
プリテンショナーとは

●どのように作動するか

シートベルトプリテンショナー

・

・

シシーートトベベルルトトププリリテテンンシショョナナーー

０６／１２／１９　１８：３９：２７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３４　
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SRS

SRS

II

II

Honda

Honda

SRS Honda

シートベルト引き込み装置の取り
外し、分解などはしないでくださ
い。
不適切に扱うと誤って作動したり、
正常に機能しなくなります。

メーター内に組み込まれており、 ユ
ニットがシステムの異常を検出すると点
灯します。

エンジンスイッチを“ ”にしたときに約
６秒間点灯して消えるのが正常です。

運転中に点灯したとき。
エンジンスイッチを“ ”にして
も点灯しないとき、あるいは約
６秒経過しても消灯しないとき。
必要なときにシートベルトが引き
込まれないおそれがあります。

シートベルト引き込み装置やセン
ターコンソール付近の修理、オー
ディオ等用品の取り付けおよび修
理をする場合は、プリテンショナ
ーに影響を及ぼすおそれがありま
すので、必ず 販売店にご
相談ください。
シートベルトプリテンショナー装
備車を廃棄するときは、必ず

販売店にご相談ください。
正しく取り扱わないとプリテンシ
ョナーと エアバッグシステム
が思いがけなく作動することがあ
ります。

警告灯が次のような状態になった
ときは、システムの異常が考えら
れますので、すみやかに
販売店で点検を受けてください。

取り扱いについて

●シートベルトプリテンショナー
警告灯（ エアバッグシステム
警告灯兼用）

．安全装備

・
・

シートベルトプリテンショナー３

０６／１２／１９　１８：３９：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３５　
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ABS

ABS

ABS

ABS

ABS

ABS

km/h ABS

ABS

急制動や滑りやすい路面で制動するとき、
車輪のロックを防止することで車両の姿
勢を安定させ、ハンドルの効きを確保し
ようとする装置です。

ブレーキペダルを踏んだとき、ペダル
が小刻みに動くことがあります。これ
は が作動しているときの現象で
異常ではありません。そのまま、ブレ
ーキペダルを強く踏み続けてください。

この装置は制動距離を短くするための
ものではありません。 を装備し
ていない車両と同様に、路面が滑りや
すくなるほど長い制動距離が必要にな
ります。
また、 が作動した状態でも車両
の姿勢やハンドルの効きには限界があ
りますので、ハイドロプレーニング現
象が起こりやすい雨天時の高速走行な
どにおいても過信せず、安全運転に心
がけてください。

低速（車速約１０ 以下）では は
作動せず、普通のブレーキと同じ作動
になります。

悪路、砂利道、深い新雪などの路面で
は、 の装備されていない車両に
比べて制動距離が長くなることがあり
ます。
このような道路条件では速度は控えめ
にして車間距離を十分にとって運転し
てください。

エンジン始動後、最初の発進時に、
フロントコンパートメントからモ
ーター音等が聞こえることがあり
ますが、これはシステムの動作チ
ェックをしている音で異常ではあ
りません。

のしくみ 運転のしかた

アンチロックブレーキシステム
（ ）

● とは

●作動について
・

・

・

・

踏踏みみ続続けけるる

タイプ別注文装備

０６／１２／１９　１８：３９：４４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３６　
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ABS

ABS

ABS

II

ABS

II

Honda

Honda

タイヤは必ず四輪とも同一指定サ
イズのものをお使いください。サ
イズ（外径）の異なるタイヤを混用
すると、 が正常に機能しな
くなることがあります。

メーター内に組み込まれており、
が異常のときに点灯します。

運転中に点灯したとき。
エンジンスイッチを“ ”にして
も点灯しないとき、あるいは数
秒経過しても消灯しないとき。
なお、この場合でも通常のブレー
キとしての性能は確保されていま
す。（ としての作動はしませ
ん）

エンジンスイッチを“ ”にしたとき点灯
し、数秒後に消灯するのが正常です。
また、運転中に数秒間点灯してもすぐ消
灯し、その後走行中に点灯しなければ正
常です。

警告灯が次のような状態になった
ときは、システムの異常が考えら
れますので、すみやかに
販売店で点検を受けてください。

警告灯がブレーキ警告灯と同時に
点灯したときは、ブレーキ力の配
分機能も作動しないため、急ブレ
ーキ時に車両が不安定になる可能
性があります。高速走行や急ブレ
ーキを避けて、ただちに
販売店で点検を受けてください。

取り扱いについて

●アンチロックブレーキシステム
（ ）警告灯

．安全装備

・
・

３ アンチロックブレーキシステム

０６／１２／１９　１８：３９：５２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３７　
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4WD

4WD

2WD

4WD

2WD

4WD

四輪駆動車（ 車）は積雪地、砂地、
ぬかるみ、急坂路など滑りやすい路面に
おいて二輪駆動車（ 車）に比べて走
破性にすぐれていますが、万能ではあり
ません。アクセル、ハンドル、ブレーキ
の操作は一般の車と同じく慎重に行い、
常に安全運転を心がけてください。

車は、オフロードやラリー走行を
目的とした車ではありません。必ず、次
のことをお守りください。

ブレーキ性能は 車と比べてほと
んど差がないので、滑りやすい路面で
の走行には十分車間距離をとってくだ
さい。

渡河などの水中走行はしないでくださ
い。

砂地、ぬかるみ等、後輪が空転しやす
いところでの連続走行はしないでくだ
さい。

けん引される場合、前輪または後
輪を台車に載せた（車輪が回転で
きない）状態でのけん引は、絶対
に行わないでください。
駆動装置が破損したり、車輪が台
車からとび出すおそれがあります。

車は、四輪とも同一指定サ
イズ、同一種類、同一銘柄および
摩耗差のないタイヤをお使いくだ
さい。サイズ、種類、銘柄や摩耗
度合いの異なるタイヤを混用する
と動力伝達装置に悪影響を与えま
す。

けん引 →１７２ページ

四輪駆動機構（ ）

運転するときは 取り扱いについて

・

・

・

タイプ別装備

０６／１２／１９　１８：４０：０１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３８　
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4WD

ABS

ほかに、次のような安全装備を採用して
います。

セレクトレバーの誤操作防止を助けます。

車が転倒したとき、燃料タンクからの燃
料流出を防止します。

フロアカーペットやシートなどには、燃
え広がりにくい素材を採用しています。

雨天時の後方視界の確保に効果がありま
す。

シートベルトの未着用をランプで知らせ、
ベルトの着用を促します。

上半身も拘束する三点式シートベルトを
後席にも採用しています。

ストップランプを高い位置にも設置し、
後方から見えやすくしています。

緊急制動時に、より大きい制動力を発生
させ運転者のブレーキ操作を補助する装
置です。
ブレーキペダルを強く踏み込んだときに、
ブレーキがより強く効くようになります。

側面から外力が加わったときに、ドアの
変形を抑える効果があります。

（→２５ページ）

（→７６ページ）

（→９１ページ）

（→１００ページ）

その他の安全装備

●シフトロック装置

●ロールオーバーバルブ

●リヤワイパー

●難燃性材料使用の内装

●後席三点式シートベルト

●ハイマウントストップランプ

●ブレーキアシスト

●ドアビーム

●シートベルト非着用警告灯

．安全装備 、その他の安全装備３

販売店装着

装備車

０６／１２／１９　１８：４０：１５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１３９　
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０６／１２／１９　１８：４０：１７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４０　



156
157
158
158
159
160
161

143
143

144

150
150
151
152AM

室内灯／
・・・・・・テールゲート照明灯 ・
・・・・・・・・シガレットライター ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・灰皿 ・
・・・・・・・・・・・・・・サンバイザー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・小物入れ ・
・・・・・・・・・・・・カップホルダー ・

・・・・ユーティリティーナット ・

・・・・・・・・・・吹き出し風の調節 ・
・・・・・・エアコンインデックス ・

ヒーター・マニュアル式
・・・・・・・・・・・・・・・・エアコン ・

・・・・・・・・・・・・上手な使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・アンテナ ・

・・・・オーディオインデックス ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ラジオ ・

ドライブを快適にする装備

●室内装備品●エアコン

●オーディオ

０９／０９／１４　１８：３６：２５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４１　
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エアコン

側側面面吹吹きき出出しし口口中中央央吹吹きき出出しし口口側側面面吹吹きき出出しし口口

０９／０９／１４　１８：３６：２８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４２　
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146

146

146

147

147

147

148

148

149

ノブを上下または左右に動かして、吹き
出し風の向きを調節します。

ヒヒーータターー・・ママニニュュアアルル式式エエアアココンン ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・暖房するとき ・

・・・・・・・・・急速に車内を暖めたいとき ・

・・・・・・・・・曇り止め暖房をしたいとき ・

前面／側面ガラスの霜や曇りを

・・・・・取りたいとき（デフロスター） ・

・・・・・・・・・・・急速に霜を取りたいとき ・

・・・・・・・・・梅雨時など湿度の高いとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冷房するとき ・

・・・・・・・急速に車内を冷やしたいとき ・

・・・・・・・・・エアコンを常用しないとき ・

吹き出し風の調節

エアコンインデックス

・中央吹き出し口

・側面吹き出し口

ノノブブノノブブ

４．ドライブを快適にする装備 エアコン

・
・
・
・

・
・
・
・
・

０９／０９／１４　１８：３６：３６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４３　
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OFF

OFF

エンジンをかけた状態で使います。

ファンスピード切り換えダイヤルが
“ ”以外のとき、スイッチを押す
とエアコンが作動します。（表示灯
点灯）
冷房や除湿暖房をするときに使いま
す。

１
２
３

風量
停止
弱
中
強

ダイヤルを回して吹き出し風の温度を調節します。

通常の暖房時はガラスの曇りを防ぐ
ため外気導入で使い、トンネルや渋
滞地域などで外気が汚れているとき
は一時的に内気循環にしてください。

ダイヤルを回すと吹き出し口が切り
換わります。（右ページ参照）

ダイヤル位置

ヒーター・マニュアル式エアコン

エエアアココンンススイイッッチチ内外気切り換えレバー

フファァンンススピピーードド切切りり換換ええダダイイヤヤルル

温温度度調調節節ダダイイヤヤルル

吹吹きき出出しし口口切切りり換換ええダダイイヤヤルル

内内気気循循環環 外外気気導導入入

低低 高高

０６／１２／１９　１８：４０：４４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４４　
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上半身に送風したいとき

上半身、足元に送風したいとき

足元に送風したいとき

窓ガラスの曇りを取りたいとき

足元への送風と窓ガラスの曇りを
取りたいとき

吹吹きき出出しし口口切切りり換換ええダダイイヤヤルル

．ドライブを快適にする装備４ エアコン

０６／１２／１９　１８：４０：５３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４５　



146

エアコンスイッチを入れると除湿暖房が
できます。
春、秋などの雨天でガラスが曇りやすい
ときに使います。外気が除湿され、乾燥
した空気で暖めますので、曇り止めに役
立ちます。

内気循環で使い続けると車内の湿
気で窓ガラスが曇り、視界の妨げ
になります。一度暖めた後は外気
導入で使ってください。

●暖房するとき

急速に車内を暖めたいとき

曇り止め暖房をしたいとき

０６／１２／１９　１８：４１：００　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４６　
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内気循環で使い続けると車内の湿
気で窓ガラスが曇り、視界の妨げ
になります。一度霜を取った後は
外気導入で使ってください。

エアコンスイッチを入れていると
きは、温度調節ダイヤルを左端
（最大冷房）付近にしないでくださ
い。冷風が前面ガラスにあたると
ガラスの外側が曇り、視界の妨げ
になります。

急速に霜を取りたいとき

梅雨時など湿度の高いとき

●前面／側面ガラスの霜や曇りを取りたいとき（デフロスター）

．ドライブを快適にする装備４ エアコン

０６／１２／１９　１８：４１：０６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４７　
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急速冷房で車内が冷えたら外気導
入にしてください。内気循環のま
ま長時間使うと車内の空気が汚れ
ます。

炎天下に駐車していたときは、熱気を追い出すため窓を開け、冷房を開始してく
ださい。
長時間、冷風を直接体に当てないでください。冷やしすぎは健康上良くありませ
ん。

●冷房するとき

急速に車内を冷やしたいとき

０６／１２／１９　１８：４１：１２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４８　
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装置各部のオイルをきらさないために、
ときどきエンジンを低回転させた状態で
数分間冷房または除湿暖房をしてくださ
い。

室内の温度が低い場合は、エアコ
ンが作動しないことがあります。
このような場合には、内気循環で
室内を暖めてからエアコンスイッ
チを入れると作動します。

●エアコンを常用しないとき

．ドライブを快適にする装備４ エアコン

０９／０９／１４　１８：３６：３９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１４９　
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運転中の音量は車外の音が聞こえ
る程度の音量でお使いください。
車外の音が聞こえない状態では安
全運転の妨げとなります。
また、運転中のオーディオ操作は、
安全運転に支障がないようにして
ください。
車内や車の近くで携帯電話や無線
機を使うとオーディオに雑音が入
ることがあります。

ラジオの受信については、車の走行にと
もない受信状態が刻々と変わったり、障
害物や電車、信号機などの影響により最
良な受信状態を維持することが困難な場
合があります。

ラジオをきくときはアンテナをいっぱい
まで伸ばします。

屋根の低い場所、洗車場などでは
アンテナを伸ばしたままにしない
でください。
アンテナを曲げたりすると伸縮性
を損ないます。

上手な使いかた アンテナ

オーディオ

●ラジオについて

０６／１２／１９　１８：４１：２８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５０　
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AAMM 152

153

ララジジオオ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・時計 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・ラジオの使いかた ・

オーディオインデックス

４．ドライブを快適にする装備 オーディオ

タイプ別装備 ・
・

０６／１２／１９　１８：４１：３２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５１　
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AM

CLOCK

RES

MH

RES CLOCK

時計は、エンジンスイッチの位置に関係なく表示されます。

スイッチを押しながら調整します。
「時」の調整… （Ｈ）スイッチを押します。
「分」の調整… （Ｍ）スイッチを押します。

（例） １：０１～１：２９の場合…１：００
１：３０～１：５９の場合…２：００

時報合わせ…時報と同時に５（ ）スイッチ
を押します。

表示の合わせかた

●時計

ラジオ
タイプ別装備

スイッチスイッチ

スイッチ スイッチ

０６／１２／１９　１８：４１：４１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５２　
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II

ON OFF

TONE

VOL

VOL
TONE

あらかじめ放送局をセットしておくと、ワンタッチで選局できます。

エンジンスイッチが“Ｉ”または“ ”のときに使えます。

スイッチを押して、電源を入れます。
押すたびに“ ”“ ”になります。

●ラジオの使いかた

ラジオ放送のききかた

音量調節、音質調節

電源を入れる（電源スイッチ）

選局する（ワンタッチ選局スイッチ）

．ドライブを快適にする装備

ツマミ
音質が
低くなる

音質が
高くなる

音量が
小さくなる

音量が
大きくなる

ツマミ

““ＭＭ””のの表表示示

ツマミ
ツマミ

オーディオ４

０６／１２／１９　１８：４１：４９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５３　
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短く押すと、押すたびに受信周波数が少しづつ変わりま
す。（手動選局）
１秒以上押すと自動選局になり、放送を受信すると止ま
ります。

受信電波が弱いときは、自動選局できないことがあります。このようなとき
は手動で選局してください。

一度電源が切れた場合（車両のバッテリーを外したとき、ヒューズが切れた
ときなど）、記憶が消去されます。そのときは再度記憶操作をしてください。

ワンタッチ選局スイッチのいずれか一つを表示部に“Ｍ”の表示が出るまで押し続
けます。

／ スイッチで選局します。
ワンタッチ選局のセットのしかた

低 高

・

・

０６／１２／１９　１８：４１：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５４　
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４．ドライブを快適にする装備 オーディオ

０６／１２／１９　１８：４１：５９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５５　
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OFF
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ON

OONN

OOFFFF

PRO-A PRO-B

PRO-A PRO-B

SDX

ドア、テールゲートの開閉に関係なく点
灯します。

ドア、テールゲートを開けると点灯し、
閉めると消灯します。

ドア、テールゲートの開閉に関係なく消
灯します。

運転席ドア、テールゲートを開けると点
灯し、閉めると消灯します。

また、次の場合にも点灯し、その後消灯
します。
運転席ドアを解錠したとき
（ウェルカムライト機能）
エンジンスイッチからキーを抜いたと
き

運転席ドアを施錠したときは、室
内灯はすぐに消灯します。

エンジンスイッチにキーが差し込
まれているときは、運転席ドアを
解錠しても室内灯は点灯しません。

“中間”の位置のときに、エンジン
スイッチにキーを差し込んでいな
いときは、バッテリー保護のため、
ドアを開けたままにしていると約
３分後に消灯します。

室内灯、テールゲート照明灯のス
イッチが中間の位置で、助手席ド
ア、スライドドアを開けても室内
灯とテールゲート照明灯は点灯し
ません。照明が必要なときはスイ
ッチを にしてください。

室内装備品

室内灯／テールゲート照明灯

“ ”

（中間）

“ ”

（（中中間間））

、

、

キーレスエントリー装備車

キーレスエントリー装備車

キーレスエントリー装備車

キーレスエントリー装備車

・

・

０６／１２／１９　１８：４２：０９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５６　
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II

Honda

Honda

シガレットライターの金属部分に
は触れないでください。
やけどをするおそれがあります。

シガレットライターの損傷を防ぐ
ため、次のことをお守りください。

ライター使用後は灰皿で灰を落としてか
らすみやかに元に戻してください。

ライターを押し込んで、手を離し、元の
位置に戻るまで待ちます。
ヒーター部が赤熱すると自動的に戻りま
す。

エンジンスイッチが“Ｉ”または“ ”のと
きだけ使えます。

ライターを押し込んだあと、押
さえ続けないでください。
ヒーター部に灰や異物が付着し
たまま使用しないでください。
ライターの差し込み口からは、

純正品以外の電気製品
の電源を取り出さないでくださ
い。
他の車のライターを使ったり、自
車のライターを修正したりしない
でください。戻らなかったり、と
び出したりするおそれがあります。
ライターを押し込んでから、３０秒
以上たっても戻らないときは故障
のおそれがありますので手で引き
出し、 販売店で点検を受
けてください。

シガレットライター

・

・

・

押押ししてて手手をを離離すす

タイプ別装備

室内装備品４．ドライブを快適にする装備

０６／１２／１９　１８：４２：１６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５７　
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清掃するときは遮熱板を下に押さえなが
ら外します。

タバコ、マッチなどは確実に火を
消してから灰皿に捨て、灰皿は必
ず閉めてください。
また、吸いがらをためすぎたり、
紙くずなどの燃えやすい物を入れ
ないでください。
タバコなどの火が燃え広がるおそ
れがあります。

灰皿 サンバイザー

遮遮熱熱板板

格格納納時時

ササンンババイイザザーー

押押すす

下下にに押押ししななががらら引引くく

０６／１２／１９　１８：４２：２１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５８　
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ノブを引くと開きます。

走行中は、グローブボックスのフ
タを必ず閉めてください。
グローブボックスのフタが開いて
いると、衝突したときなどにフタ
にぶつかったり、内部の物がとび
出したりして思わぬ事故につなが
ります。

カードホルダーには、カード以外
の物を入れないでください。
カード以外の物を入れると、取り
出せなくなることがあります。

グローブボックスのフタにぺンホルダー、
カードホルダーがあります。

●グローブボックス

．ドライブを快適にする装備

小物入れ

ペペンンホホルルダダーー

カカーードドホホルルダダーー

ノノブブ

室内装備品４

０６／１２／１９　１８：４２：２８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１５９　
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Honda

カップなどを置くときに使います。
カップホルダーを展開して使用します。

カップホルダーには飲み物以外の
物を置いたり、掛けないようにし
てください。

ドアの開閉や走行中の振動、車の
動きなどで飲み物がこぼれること
があります。
熱い飲み物などはやけどのおそれ
がありますので注意してください。

オーディオやスイッチなどの電装
品に飲み物などをこぼさないよう
に注意してください。
故障の原因となったり、車両火災
につながるおそれがあります。
万一、電装品に飲み物をこぼした
ときは、 販売店にご相談
ください。

カップホルダー ●運転席用

●前席用

引引くく

持持ちち上上げげるる

０６／１２／１９　１８：４２：３６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６０　
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kg

kg

ユーティリティーナットは、市販のフ
ックなどを取り付けて使用します。

ユーティリティーナットを使用す
るときは、シートベルト（販売店
装着）に傷をつけたりしないよう
にしてください。
また、シートベルトに干渉する物
は取り付けないでください。
シートベルトが正常に機能しなく
なるおそれがあります。
ユーティリティーナット１カ所に
１．５ 以上の力がかかる物を取り
付けないでください。
ユーティリティーナットが破損す
ることがあります。

テールゲートのユーティリティー
ナット（２カ所）に規定以上の重さ
の物をかけて使用しないでくださ
い。風などによりテールゲートが
急に閉まり、けがをするおそれが
あります。

後席に乗車するときは後席周辺の
ユーティリティーナットに市販の
フックなどを取り付けないでくだ
さい。シートベルト（販売店装着）
を正しく着用できないことがあり
ます。
また、衝突時や旋回時などに物が
ぶつかるなど、けがをするおそれ
があります。

規定重量：１カ所１．５ 以下

ユーティリティーナット

室内装備品４．ドライブを快適にする装備

０６／１２／１９　１８：４２：４２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６１　



162

mm
カーゴルームの両側とテールゲートにユ
ーティリティーナットを装備しています。

ユーティリティーナットを使用するとき
は、使用する箇所のクリップを取り外し
ます。

クリップ中央部のピンを“カチッ”と音が
するまで軽く（２ 程度）押し込んでク
リップを引き抜きます。

元に戻すときは、図のようにしてクリッ
プ中央部のピンを押し戻して、ユーティ
リティーナットに差し込み、ピンを平ら
になるまで押し込みます。

ユーティリティーナット配置図

→２４４ページ

クリップの脱着のしかた●ユーティリティーナットの位置

押押すす

平平ららににななるるままでで
押押しし込込むむ

ピピンン

押押しし戻戻すす

引引きき抜抜くく

０７／０４／０９　１８：１５：３１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６２　
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9.8 N·m (1.0 kgf·m)

Honda
mmmm

mmmm

mmmm

市販品を取り付けるときは、使用する
部品のサイズ、仕様と安全性を確認の
うえ、ご使用ください。
取り付け内容によっては、車検証等の
記載事項の変更または、構造変更検査
が必要な場合もあります。

ユーティリティーナットに物を取
り付けるときは、エンジンルーム
リッドやメンテナンスリッド（４
速オートマチック車）が開閉でき
ることを確認してください。

規定以外のボルトを使用するとユ
ーティリティーナットやボディが
破損します。

ユーティリティーナットや車体の損傷を
防ぐため、取り付けボルトは次のものを
お使いください。

ご不明な点は 販売店にご相談
ください。

エンジンルームリッド →５２ページ

メンテナンスリッド →５３ページ

ボルトの締め付けトルク：

●市販品の取り付けかた

．ドライブを快適にする装備

取り付け使用上の注意

使用するボルトについて

・

・

・

室内装備品４

ｂｂ ｃｃ

ａａ

ピピッッチチ

ネネジジ径径

固固定定すするるもものの

ネネジジ径径：：ＭＭ６６（（６６ ））
ピピッッチチ：：１１．．００

ａａ：：ボボルルトトネネジジ部部のの長長ささ
ｂｂ：：固固定定すするるもものののの厚厚ささ
ａａ＝＝ｂｂ＋＋ｃｃ
ｃｃ：：２２００

０６／１２／１９　１８：４２：５８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６３　
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０６／１２／１９　１８：４３：００　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６４　
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Honda JAF

・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・工具の種類 ・

・・・・・・・・・・・・発炎筒について ・

・・踏切で動けなくなったとき ・
・・・・高速道路で故障したとき ・
・・道路で動けなくなったとき ・

・・・・・・・・故障の修理について ・

・・・・・・・

けん引されるとき
・・・・（ロープによるけん引） ・

・・・・・・・・ジャッキの取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・スペアタイヤ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・タイヤ交換 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・バッテリーあがりのとき ・
ライト類が点灯しないとき、
電気装置が

・・・・・・・・作動しないとき ・
キーレスエントリー用
発信器の電池が消耗

・・・・・・・・・・・・・・したとき ・

万一のとき

●工具・スペアタイヤ・発炎筒

●故障したとき

●事故が起きたとき

●けん引

●パンクしたとき

●オーバーヒートしたとき

●電気系統が異常のとき

＊全国の 販売店および の電話番号は別冊の「サービス網一覧」に記載してあります。

０６／１２／１９　１８：４３：０４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６５　
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発炎筒は助手席足元にあります。

工具・スペアタイヤ・発炎筒

格納場所

●工具・スペアタイヤ

●発炎筒

ジジャャッッキキ

工工具具

ススペペアアタタイイヤヤ

発発炎炎筒筒

０６／１２／１９　１８：４３：１０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６６　
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ガソリンなどの燃えやすい物のそ
ばでは使わないでください。
火災や爆発のおそれがあります。

お子さまにいじらせないでくださ
い。いたずらなどにより発炎筒が
発火して思わぬ事故ややけどの原
因になります。
発炎筒を使うとき顔や身体に向け
るとやけどなどをすることがある
のでおやめください。
トンネル内では視界を悪くするの
で使用しないでください。
トンネル内では非常点滅表示灯を
使ってください。

高速道路で故障などにより停止するときは、停止表示器材による表示義務があり
ますので、停止表示板などを常時携帯するようにしましょう。

スペアタイヤ、ジャッキは走行中動かないように、所定の位置にしっかり固定し
てください。

工具の種類、ジャッキ、発炎筒の使いかたなどは万一のとき困らないようあらか
じめ確かめておきましょう。

高速道路、踏切などの危険な場所で故障
したときに使います。発炎筒に記載され
ている次のことをよく読んであらかじめ
確認しておいてください。
使いかた 使用上の注意
発炎時間 有効期限

工具の種類

発炎筒について

・ ・
・ ・

５．万一のとき 工具・スペアタイヤ・発炎筒

ホホイイーールルナナッットトレレンンチチ
（（兼兼ジジャャッッキキハハンンドドルル））

アアイイボボルルトト
（（けけんん引引用用））

ジジャャッッキキハハンンドドルルババーー

ジジャャッッキキ

０６／１２／１９　１８：４３：１７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６７　
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車を路肩に停め、非常点滅表示灯を点滅
させます。必要に応じて停止表示板（ま
たは停止表示灯）、発炎筒を使い、後続
する車に故障車とわかるようにします。

脱輪などで踏切内で動けなくなったとき
は、踏切の非常ボタンを押してください。
非常ボタンがわからず、緊急を要すると
きは、発炎筒で合図をしてください。

車を路側帯に寄せ、非常点滅表示灯を点
滅させ、車両後方に停止表示板（または
停止表示灯）を置いて表示してください。
法律で義務づけられています。

人は車からおりて、安全な場所に避難し
てください。

故障したとき

踏切で動けなくなったとき

高速道路で故障したとき

０６／１２／１９　１８：４３：２３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６８　
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Honda

Honda

Honda JAF

一般道路で動けなくなったときは、付近
の人に安全な場所まで押してもらってく
ださい。

マニュアル車、オートマチック車
ともにスターターを回して車を動
かすことはできません。

販売店へお申しつけください。

お持ちこみいただければ、簡単なものは
その場で修理いたします。長くかかるも
のは、予定をお知らせします。
お持ちこみのむずかしいときには電話で
ご連絡ください。
遠出などのときは全国どこでも
販売店へご連絡ください。

販売店および の電話番号につ
いては別冊の「サービス網一覧」をご覧く
ださい。

クラッチ・スタートシステム

→１０６ページ

道路で動けなくなったとき 故障の修理について

マニュアル車

５．万一のとき 故障したとき

０６／１２／１９　１８：４３：３０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１６９　
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あわてずに次の処置をとります。

医師、救急車などが到着するまでの間、
可能な応急手当を行います。
この場合、とくに頭部に傷などがある
ときは、そのままの姿勢で動かさない
ようにしますが、後続事故の心配があ
るときは安全な場所に移動させます。

外傷がなくても医師の診断を受け
ましょう。後になってから後遺症
が出るおそれがあります。

他の交通の妨げにならないような安全
な場所（路肩、あき地など）に車を移動
させ、エンジンを止めます。

事故が起きたとき

事故の続発を防ぐ。 負傷者がいる場合は、応急手当を
行う。

１ ２

０６／１２／１９　１８：４３：３７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７０　
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事故が発生した場所、状況、負傷者や
負傷の程度などを警察官に報告し、指
示を受けます。

警察へ連絡する。

ご購入された販売店や保険会社へ
連絡する。

相手方、事故の状況をメモする。

．万一のとき

３ ４
５

５ 事故が起きたとき

０６／１２／１９　１８：４３：４１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７１　
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4WD

やむをえず四輪を接地させてロープでけ
ん引を行う場合は、次の方法で行ってく
ださい。

けん引は専門業者に依頼し、できるだけ
四輪とも持ち上げて行ってください。

車輪が動かないときなど動力伝達
装置に異常があると思われるとき
は、必ず四輪とも持ち上げてけん
引してください。

車の場合、前輪または後輪
を台車に載せた（車輪が回転でき
ない）状態でのけん引は、絶対に
行わないでください。
駆動装置が破損したり、車輪が台
車からとび出すおそれがあります。

エンジンルームリッドを外します。

メンテナンスリッドを外します。

エンジンルームリッドの取り外し

→５２ページ

メンテナンスリッドの取り外し

→５３ページ

けん引

けん引されるとき
（ロープによるけん引）

３速オートマチック車

４速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：４３：４９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７２　
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工具袋からアイボルトを取り出します。

マイナスドライバーの先でリッドを開
けます。

トランスミッションオイルの量が目盛
りの上限と下限の間にあるかを点検し
ます。

下限より下がっている場合は、四輪と
も持ち上げてけん引してください。

アイボルトがガタつかない程度まで手
で締めつけてから、ジャッキハンドル
バーなどをかけて確実に締めつけます。

格納場所 →１６６ページ

５．万一のとき けん引

リリッッドド

アアイイボボルルトト

油油量量計計

上上限限

下下限限

上上限限

下下限限

油油量量計計

ジジャャッッキキハハンンドドルルババーー

オートマチック車

３速オートマチック車

４速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：４３：５７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７３　
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II

km/h km

ロープをアイボルトにかけ、ロープ中
央部に白い布（０．３ｍ平方以上）を付け
ます。

エンジンをかけます。
エンジンがかからないときは、エンジ
ンスイッチを“Ｉ”または“ ”にします。

チェンジレバーをＮ（ニュートラル）に
します。

セレクトレバーを□（ニュートラル）に
します。
パーキングブレーキを解除し、けん引
されます。けん引中は、前の車の制動
灯に注意してロープをたるませないよ
うにしてください。

速度３０ 以下、走行距離８０ 以内
でけん引してください。

セレクトレバーを一度□にしてから□
（ニュートラル）にします。

Ｎ

Ｄ Ｎ

５５ｍｍ以以内内

ででききるるだだけけ同同じじ側側

２２５５ｍｍ以以内内

３速オートマチック車

４速オートマチック車

マニュアル車

オートマチック車

０６／１２／１９　１８：４４：０４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７４　
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エンジンが停止している状態での
けん引は、次のことに気をつけて
ください。
ブレーキの倍力装置がはたらか
なくなるので、ブレーキの効き
が悪くなります。

アイボルトにロープをかけるとき
は、車体の破損・変形を防ぐため
に次のことに気をつけてください。
アイボルトは確実に取り付けて
ください。
アイボルト以外のところにロー
プをかけないでください。
けん引時にアイボルトに大きな
衝撃が加わるような運転をしな
いでください。

後部には、けん引用フックはあり
ません。

長い下り坂では、ブレーキ部の温
度が上がりブレーキが効かなくな
るおそれがあります。レッカー車
にけん引してもらってください。

マニュアルトランスミッション
車は、エンジンスイッチを“０”
にするとキーが抜けることがあ
り、ハンドルがロックされハン
ドル操作ができなくなり、事故
につながるおそれがあります。

パワーステアリング装備車はパ
ワーステアリングのパワー装置
がはたらかなくなるので、ハン
ドル操作が重くなります。

けん引ロープはできるだけ伸縮
性のあるロープを使用してくだ
さい。

けん引５．万一のとき

・

・

・

・

・

・

・

０６／１２／１９　１８：４４：１２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７５　
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ノブを回してカバーを外します。

ジャッキをゆるめて外します。

ジャッキを格納するときはドライ
バーなどで無理に締めないでくだ
さい。
ジャッキ取り付け部が変形するお
それがあります。

地面が固い平らなところに車を停めま
す。
パーキングブレーキを十分にかけ、交
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ
の前後に石などで輪止めをします。
ジャッキを地面に置き、手で回してジ
ャッキの溝がジャッキポイントに入る
まで上げます。

パンクしたとき

ジャッキの取り扱い

●ジャッキの取り出しかた

●ジャッキをかける位置

●ジャッキのかけかた

ジジャャッッキキ

ノノブブ

ジジャャッッキキポポイインントト

ゆゆるるめめてて外外すす
ジジャャッッキキポポイインントト前前側側

０６／１２／１９　１８：４４：２２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７６　
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車がジャッキだけで支えられてい
るときは、不安定な状態にあるの
で車の下に入ったりしないでくだ
さい。
万一、ジャッキが外れると、思わ
ぬ事故につながります。

ジャッキを使うときは安全のため、
次のことを必ず守ってください。
エンジンをかけたままにしない。
地面が固い平らなところ以外で
は使用しない。
指定された位置以外にかけない。
人や荷物をのせたままにしない。
ジャッキの上や下に物をいれた
りしない。
タイヤ交換やタイヤチェーン着
脱以外には使用しない。

この車に搭載されているジャッキ
をお使いください。他のジャッキ
では支えられる重量（呼荷重）が不
足したり、形状が合わないことが
あります。

ジャッキハンドルとジャッキハンドル
バーを使って、タイヤと地面が少し離
れるまで車体を上げます。

後側のジャッキポイントは、サイ
ドシル部ではありません。

・
・

・
・
・

・

５．万一のとき パンクしたとき

後後側側

奥奥ままでで差差しし込込むむ

ジジャャッッキキハハンンドドルル

ジジャャッッキキ
ハハンンドドルルババーー

ジジャャッッキキポポイインントト
（（ブブララケケッットトのの手手前前側側））

ブブララケケッットト

ジジャャッッキキ
ポポイインントト

ササイイドドシシルル部部

０６／１２／１９　１８：４４：３０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７７　
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フロアカーペットをめくりホイールナ
ットレンチで固定ボルトを少しゆるめ
ます。

ホイールナットレンチをかけ換え、固
定ボルトをゆるめます。

固定ボルトをゆるめすぎないでく
ださい。フックが固定ボルトから
外れ、キャリアが落下し、足など
にけがをするおそれがあります。

フックからキャリアを外し、スペアタ
イヤを引き出します。

●外しかた

スペアタイヤ

固固定定ボボルルトト

フフロロアアカカーーペペッットト

ゆゆるるめめるる
下下ががるる

ススペペアアタタイイヤヤ

フフッックク

キキャャリリアア

フフッックク

キキャャリリアア

０６／１２／１９　１８：４４：３８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７８　
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ホイールナットレンチをかけ換えて、
ゆるみ、ガタがないように固定ボルト
を十分に締めつけます。
フロアカーペットを戻します。

取り外しや収納するときに、手な
どをはさまないように十分注意し
てください。

タイヤを取り付けた後は、確実に
固定されていることを確認してく
ださい。
ゆるみ等により取り付けが不安定
な状態になっていると、走行中に
外れるなどして思わぬ事故の原因
となるおそれがあります。

ホイールナットレンチで固定ボルトを
締めます。

パンクしたタイヤのセンターキャップ
を外します。

タイヤを収納するときは、ホイール表
面を上にして取り付けて、図のように
フックにキャリアをかけます。

●収納のしかた

．万一のとき５ パンクしたとき

固固定定ボボルルトト

ススペペアアタタイイヤヤ

上上ががるる

フフロロアアカカーーペペッットト

締締めめるる

セセンンタターーキキャャッッププ

フフッックク

キキャャリリアア

０６／１２／１９　１８：４４：４７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１７９　
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車を地面が固く平らで安全な場所に停
め、工具類、スペアタイヤを取り出し
ます。
パーキングブレーキを十分にかけ、交
換するタイヤと対角線上にあるタイヤ
の前後に石などで輪止めをします。

スペアタイヤは交換するタイヤ近くの
車体の下にホイール表面を上にして置
きます。

ジャッキをセットします。

ホイールナットをホイールナットレン
チで少し（約１回転）ゆるめます。

タイヤと地面が少し離れるまでジャッ
キで車体を上げます。

ジャッキをかける位置 →１７６ページ

タイヤ交換

はじめに ジャッキで車体を上げる１ ２

輪輪止止めめ交交換換タタイイヤヤ

車車体体のの下下にに置置くく

ススペペアアタタイイヤヤ

０６／１２／１９　１８：４４：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８０　
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スペアタイヤのホイールの接触面のよ
ごれをふき取ります。

ホイールナットを外し、タイヤを外し
ます。

タイヤを地面に置くときは、ホイ
ール表面を上にして置いてくださ
い。
下にして置くと、ホイールに傷が
つくおそれがあります。

スペアタイヤを取り付けます。

タイヤを交換する

．万一のとき

３

ホホイイーールルのの接接触触面面

ホホイイーールルナナッットト

パンクしたとき５

０６／１２／１９　１８：４５：０３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８１　
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98 118 N·m (10.0 12.0 kgf·m)

ホイールナットがホイール穴のシート
部に軽く当たり、ホイールがガタつか
ない程度までホイールナットを締めま
す。

ジャッキをおろし、図の番号順に２～
３度にわたり、ホイールナットをしっ
かり締め付けます。
ホイールナット締め付けトルク：

ホホイイーールル穴穴ののシシーートト部部

ホホイイーールルナナッットト

０６／１２／１９　１８：４５：０８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８２　
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4WD

Honda

Honda

スペアタイヤの空気圧は使うときに調整してください。
やむをえず、未調整のまま走る場合は、速度を控えめにしてください。

必ず同一指定サイズ、同一種類のタイヤを使ってください。指定サイズ以外のタ
イヤや種類の異なるタイヤを使うと安全性を損ないます。

タイヤ交換は安全のため、地面の固い平らな場所で、他の交通に十分注意して行
ってください。必要に応じて停止表示板、非常点滅表示灯を使ってください。

レンチを足で踏んだり、パイプなどを使って必要以上に締め付けないでください。
トルクがかかりすぎることがあります。

車は、四輪とも同一指定サイズ、同一種類、同一銘柄および摩耗差のない
タイヤをお使いください。
サイズ、種類、銘柄や摩耗度合の異なるタイヤを混用すると動力伝達装置に悪影
響をあたえます。

この車専用のホイールをお使いください。
専用以外のホイールを使うと走行装置やブレーキ装置に支障をきたすおそれがあ
ります。ホイール交換に際しては、必ず 販売店にご相談ください。

パンク修理、タイヤの摩耗、リムの変形などでホイールバランスが狂うことがあ
ります。車体の振動などの異常を感じたら 販売店で点検を受けてくださ
い。

タイヤの空気圧 →２４３ページ

パンクしたとき５．万一のとき

０６／１２／１９　１８：４５：１５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８３　
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次のようなときは、オーバーヒートです。
車を安全な場所に停めます。
エンジンをかけたままボンネットを開
けて風通しをよくします。フロントコンパートメントやエンジン

ルームから蒸気が立ちのぼっている。

フロントコンパートメントやエン
ジンルームから蒸気が出ていると
きは、ボンネットを開けないでく
ださい。
蒸気や熱湯がふき出し、やけどな
どの重大な傷害を受けるおそれが
あります。

フロントコンパートメントやエン
ジンルームから蒸気が出ていると
きは、エンジンを止めます。蒸気
が出なくなってからボンネットを
開け、エンジンをかけてください。

高水温警告灯が点灯したり、エンジン
の力が急に落ちる。

エンジンが十分に冷え、水温が下
がるまでラジエーターキャップを
外さないでください。
冷却水には圧力がかかっているた
め、蒸気や熱湯がふき出し、やけ
どなどの重大な傷害を受けるおそ
れがあります。

オーバーヒートしたとき

●処置のしかた
・

・

０６／１２／１９　１８：４５：２２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８４　
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Honda

Honda

エンジンが冷えてから、冷却水量、ホ
ースなどからの水漏れを点検します。

冷却水量が不足していたらラジエータ
ーとリザーブタンクに冷却水を補給し
ます。冷却水がない場合は、応急的に
水を補給します。

冷却ファンが作動していることを確認
し、高水温警告灯が消灯してからエン
ジンを止めます。
冷却ファンが作動していないときはす
ぐにエンジンを止めてください。

エンジンが熱いときに冷却水を入
れないでください。急に冷たい冷
却水を入れると、エンジンが損傷
するおそれがあります。
冷却水はエンジンが冷えてからゆ
っくりと入れてください。

なるべく早く 販売店で点検を
受けてください。

冷却ファンが作動していない場合
は、故障が考えられますので、

販売店へご連絡ください。

５．万一のとき オーバーヒートしたとき

ララジジエエーータターーキキャャッッププ

冷冷却却フファァンン

リリザザーーブブタタンンクク

０６／１２／１９　１８：４５：２９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８５　
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次のようなときは、バッテリーあがりです。
スターターが回らないか、回っても回転が弱くエンジンがかからない。
ライトがいつもより極端に暗かったり、ホーンの音が小さい。

安全のため、押しがけはしないでください。
救援車のバッテリーを利用してエンジンを始動させます。

ウォッシャー液タンクのカプラーを外
します。

ウォッシャー液タンクをよせます。チューブとクリップを外してウォッシ
ャー液タンクを取り外します。

電気系統が異常のとき

バッテリーあがりのとき

●処置のしかた

・
・

ウウォォッッシシャャーー液液タタンンクク

ククリリッッププ

カカププララーー

押押すす

チチュューーブブ

引引きき抜抜くく

０６／１２／１９　１８：４５：３９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８６　
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ブースターケーブルを次の順番でつなぎます。

救援車のエンジンを始動し、回転数を少し高めにします。
自車のエンジンをかけます。
ブースターケーブルをつないだときと逆の順番で外します。

１本目
自車のバッテリーの◯端子
救援車のバッテリーの◯端子

２本目
救援車のバッテリーの◯端子
自車のアース線端子

＋

＋

－

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

○○極極とと○○極極をを接接続続すするる

アアーースス線線
端端子子にに接接続続すするる

＋＋ ＋＋

０６／１２／１９　１８：４５：４５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８７　
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Honda販売店や最寄りのガソリンス
タンドなどで点検を受けてください。

ウォッシャー液タンクを固定するときは、
クリップを中央部のピンを起こしたまま
ウォッシャー液タンクに差し込み、ピン
を平らになるまで押し込みます。

ウォッシャー液タンクのカプラーを取
り付けます。

チューブとクリップを取り付けます。

車体の固定部に、ウォッシャー液タン
クの固定部を上から差し込むようにし
て取り付けます。

平平ららににななるるままでで
押押しし込込むむ

カカププララーー

固固定定部部

固固定定部部

チチュューーブブ

ククリリッッププ

ウウォォッッシシャャーー液液タタンンクク

ウウォォッッシシャャーー液液タタンンクク裏裏側側

０６／１２／１９　１８：４５：５３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８８　
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バッテリーを取り扱うときは次のことを必ず守ってください。
バッテリーから発生する可燃性のガスに引火すると爆発のおそれがあります。

ブースターケーブルのクリップは、エンジン始動時などの振動で外れたりしない
ように確実に固定してください。
また、ブースターケーブルが冷却ファンに巻き込まれないように十分気をつけて
ください。

ケーブルの先端どうしを接触させないでください。
◯端子と◯端子を間違えないでください。
自車のバッテリーの◯端子に直接ケーブルをつながないでください。

ブースターケーブルをつなぐときは次のことを必ず守ってください。火花が出て、
バッテリーから発生する可燃性のガスに引火すると爆発のおそれがあります。

バッテリーを充電するときは、すべてのキャップを外してください。
換気に十分注意し、換気の悪い場所では充電を行わないでください。
帯電した身体でバッテリーに触れないでください。
火気を近づけないでください。

バッテリー液が不足しているときは、エンジンの始動または充電を行わないで
ください。

バッテリー液は希硫酸です。目や皮ふに付くとその部分が侵されますので十分注
意してください。
万一、付着したときはすぐに多量の水で少なくとも５分間以上洗浄し、飲み込ん
だときはすぐに多量の飲料水を飲んでください。応急処置後は、専門医の診察を
受けてください。

救援車には、１２Ｖのバッテリーを装着している車を使用してください。

バッテリー液が不足しているときは、使用しないでください。
バッテリー内部の劣化が進むおそれがあります。

バッテリー交換などでバッテリーケーブルを取り外すと、ラジオにセットされた
周波数が消去されます。また、バッテリーを取り付けた後は運転席パワーウィン
ドーのオート作動ができなくなります。その場合は、オート作動の機能を復帰さ
せてください。

＋ －

－

パワーウィンドーはさみ込み防止機構 →４９ページ

・

・
・
・
・

・
・
・

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

０６／１２／１９　１８：４６：０３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１８９　
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バッテリーがあがっていないときは、ヒ
ューズ切れや電球（バルブ）切れが考えら
れます。

エンジンスイッチを“０”の位置にしま
す。
ヒューズが切れていないかを点検しま
す。

必要に応じて、ヒューズや電球を交換
します。

故障の状況から点検すべきヒューズ
をヒューズボックスの表示で確認し、
点検します。

ライト類が点灯しないとき、
電気装置が作動しないとき

●ヒューズの点検、交換

・フロントコンパートメント内

・運転席足元

押押すす

ヒヒュューーズズ
ボボッッククスス

ヒューズボックスの位置

・

０６／１２／１９　１８：４６：１１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９０　
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Honda

Honda

Honda

ヒューズラベルの表示に従い規定容量の
ヒューズに交換します。

ライト類が点灯しないときは、電球切
れが考えられます。
電球を点検し、切れているときは交換
してください。

規定容量のヒューズ以外の物は絶
対に使わないでください。
配線コードなどを焼損させる原因
となります。

オーディオのヒューズが切れると、
ラジオにセットされた周波数が消
去されます。
運転席パワーウィンドーのヒュー
ズが切れると、ヒューズを交換し
た後も運転席パワーウィンドーの
オート作動ができなくなります。
その場合は、オート作動の機能を
復帰させてください。

交換しても、またヒューズが切れ
る場合は、電気系統の異常が考え
られますので、 販売店で
点検を受けてください。

電球が切れていない場合は、電気
系統の異常が考えられますので、

販売店で点検を受けてく
ださい。

ライト類以外の電気装置が作動しない
ときは、電気系統の異常が考えられま
すので、 販売店で点検を受け
てください。

パワーウィンドー

はさみ込み防止機構 →４９ページ

ヒューズが切れているとき ヒューズが切れていないとき

電気系統が異常のとき５．万一のとき

０６／１２／１９　１８：４６：２０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９１　



192

ヒューズが切れていないのにライト類が点灯しないときは、電球切れが考えられます。
電球を点検し、切れているときは交換してください。

●電球（バルブ）の交換

制制動動灯灯／／尾尾灯灯

番番号号灯灯

後後退退灯灯

後後面面方方向向指指示示器器／／
後後面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

後後面面方方向向指指示示器器／／
後後面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

車車幅幅灯灯

ヘヘッッドドラライイトト
室室内内灯灯 テテーールルゲゲーートト照照明明灯灯

前前面面方方向向指指示示器器／／
前前面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

前前面面方方向向指指示示器器／／
前前面面非非常常点点滅滅表表示示灯灯

制制動動灯灯／／尾尾灯灯

ハハイイママウウンントトスストトッッププラランンププ

０６／１２／１９　１８：４６：２６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９２　
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Honda

ランプ本体やレンズを外すときは、ボディに傷を付けないように注意してくださ
い。
電球を交換するときはワット（Ｗ）数の違う物を使わないでください。

ハロゲンバルブはガラス球内部の圧力が高いため、落としたり、物をぶつけたり、
傷をつけたりすると破損してガラスがとび散ることがあります。
取り扱いには十分に注意してください。
また、ハロゲンバルブの電球の表面に手などが、触れないようにしてください。
使用時電球が高温になるため、油などが付着すると寿命が短くなります。触れた
場合は、中性洗剤の薄い水溶液を柔らかい布に含ませてよくふき取ってください。
レンズを取り付けるときは、ネジを締めすぎないようにしてください。レンズを
破損するおそれがあります。
ヘッドライト、制動灯などのランプは、雨天走行や洗車などの使用条件によりレ
ンズ内面が一時的に曇ることがあります。これはランプ内部と外気の温度差によ
るもので、雨天時などに窓ガラスが曇るのと同様の現象であり、機能上の問題は
ありません。
ただし、レンズ内面に大粒の水滴がついているときやランプ内に水がたまってい
るときは、 販売店にご相談ください。

電球のワット数 →２４０ページ

電気系統が異常のとき５．万一のとき

０６／１２／１９　１８：４６：３１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９３　
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ハロゲンバルブを使用していますので、
取り扱いに注意してください。

交換する側にハンドルをいっぱいに切
ります。
クリップを外してインナーフェンダー
をめくります。

止め金の状態はヘッドライト部の確認窓
より確認できます。

止め金を外し、電球を外します。

インナーフェンダーを固定するときは、
クリップの中央部のピンを起こしたまま
インナーフェンダーに差し込み、ピンを
平らになるまで押し込みます。

ゴムカバーを外します。
カプラーを抜き取ります。

ハロゲンバルブについて →１９３ページ

ヘッドライト

電電球球

止止めめ金金

ゴゴムムカカババーー

カカププララーー

イインンナナーーフフェェンンダダーー

ククリリッッププ

確確認認窓窓

止止めめ金金

平平ららににななるるままでで
押押しし込込むむ

０６／１２／１９　１８：４６：４１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９４　



195

クリップを外してインナーフェンダー
をめくります。

インナーフェンダーを固定するときは、
クリップの中央部のピンを起こしたまま
インナーフェンダーに差し込み、ピンを
平らになるまで押し込みます。

交換する側にハンドルをいっぱいに切
ります。

ソケットを左に回して外し、電球を抜
き取ります。

前面方向指示器／前面非常点滅表示灯

イインンナナーーフフェェンンダダーー

平平ららににななるるままでで
押押しし込込むむ

ククリリッッププ

電気系統が異常のとき５．万一のとき

０６／１２／１９　１８：４６：４８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９５　



196

インナーフェンダーを固定するときは、
クリップの中央部のピンを起こしたまま
インナーフェンダーに差し込み、ピンを
平らになるまで押し込みます。

交換する側にハンドルをいっぱいに切
ります。
クリップを外してインナーフェンダー
をめくります。

ソケットを左に回して外し、電球を抜
き取ります。

車幅灯

ククリリッッププ

イインンナナーーフフェェンンダダーー

平平ららににななるるままでで
押押しし込込むむ

０６／１２／１９　１８：４６：５４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９６　
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ネジを外して、ランプ本体を外側へ開
くように動かして外します。

ソケットを左へ回して外し、制動灯／
尾灯は電球を押しながら左へ回して抜
き取ります。後面方向指示器／後面非
常点滅表示灯、後退灯は電球を抜き取
ります。

制動灯／尾灯、後面方向指示器／後面非
常点滅表示灯、後退灯

電気系統が異常のとき５．万一のとき

ネネジジ

０６／１２／１９　１８：４７：００　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９７　



198

カバーのツメを押しながらカバーを外
します。

ソケットを左へ回して外し、電球を抜
き取ります。

ハイマウントストップランプ

押押すす

ツツメメ

０６／１２／１９　１８：４７：０４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９８　
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レンズを外します。

電球を抜き取ります。

下方より側面を押しながらレンズを外
します。

電球を抜き取ります。

室内灯、テールゲート照明灯番号灯

５．万一のとき 電気系統が異常のとき

０６／１２／１９　１８：４７：１１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０１９９　
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Honda

Honda

CR1616

カバーに傷を付けないようにコインに布
を巻いてカバーを外し、電池を交換しま
す。

電池交換の際は、破損などのおそれがあ
るため、 販売店での交換をおす
すめします。

電池および取り外した部品は、お
子さまが飲み込まないように注意
してください。
飲み込むと、傷害を受けるおそれ
があります。

電池は 販売店または時計
店、カメラ店などでお求めくださ
い。

電池交換の際は、カバーを確実に
取り付けてください。確実に取り
付けられていないと、耐水性能の
低下や故障の原因となります。

液漏れなどを防ぐため、電池の◯
極と◯極は正しく取り付けてくだ
さい。

＋

－

キーレスエントリー用発信器
の電池が消耗したとき

●キーレスエントリー用発信器の電
池交換

・・・・・・・使用電池 ・ボタン電池

ココイインン

カカババーー

キーレスエントリー装備車

０６／１２／１９　１８：４７：１８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２００　



202

204

207

208

211
214

216

・・・・・

・・・・・・・・・・・・タイヤについて ・
エアコンの冷媒

・・・・・・・・・・・・（ガス）量点検 ・
ワイパーブレードラバー

・・・・・・・・・・・・・・・・・・の交換 ・

・・・・・・・・・・・・・・外装の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・内装の手入れ ・

・・・

車の手入れ

●点検・整備について

●簡単な整備

●日常の手入れ

●車にあった部品の使用

０６／１２／１９　１８：４７：２２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０１　
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車は走行するにしたがい、また時間
が経過するとともに部品の劣化や摩
耗などが進んでいき、適切な点検整
備を行わないと、安全・快適に乗っ
ていただけなくなるばかりか大気汚
染や騒音の増加などを引き起こすこ
とがあります。
このようなことから点検整備が必要
であり、ドライバー（運転者）は点検
整備を実施することが法律でも義務
づけられています。

日常の車の使用状況に応じて、お客
様の判断で適時行う点検で、お客様
自身で実施が可能な項目となってい
ます。
点検時期の目安としては長距離走行
前や洗車時、給油時などに実施しま
す。

詳しくは、別冊のメンテナンスノー
トに記載してありますので、よくお
読みになり必ず点検整備を行ってく
ださい。

点検・整備について

●点検整備の種類

日常点検

０６／１２／１９　１８：４７：２７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０２　
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km

Honda

新車時の無料点検や定期交換、厳し
い使われかたをしたときの点検整備
があります。

年間走行距離が１０，０００ 程度の標
準的な使用を前提に、１２か月および
２４か月毎に実施する点検です。
法律で定められているものと、

が指定するものがあります。

法定定期点検 その他

６．車の手入れ 点検・整備について

０６／１２／１９　１８：４７：３２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０３　
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次のようなタイヤは使わない
でください。
コントロールを失うことがあ
り、思わぬ事故につながりま
す。
摩耗限度を超えたタイヤ。
指定空気圧に調整されてい
ないタイヤ。

タイヤの空気圧を調整すると
きは、規定圧力を守ってくだ
さい。
空気を入れ過ぎると、タイヤ
が破裂しけがをするおそれが
あります。

安全のため、こまめに点検を行っ
てください。
また、必ず同一指定サイズ、同一
種類のタイヤをお使いください。

タイヤの異常摩耗、亀裂、損傷およ
び指定外の空気圧は、乗り心地、操
縦性、タイヤの寿命を損ないます。
また、摩耗したタイヤは雨天時の高
速走行で通常よりもハイドロプレー
ニング現象を起こしやすくなります。

「簡単な整備」を実施したときは、メ
ンテナンスノート点検整備記録簿の
メンテナンスレコードに記録してく
ださい。

タイヤの空気圧

→２４３ページ

簡単な整備

・
・

・

タ イ ヤ に
つ い て

０６／１２／１９　１８：４７：３８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０４　
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4WD

mm

車は、四輪とも同一指
定サイズ、同一種類、同一銘
柄および摩耗差のないタイヤ
をお使いください。サイズ、
種類、銘柄や摩耗度合の異な
るタイヤを混用すると動力伝
達装置に悪影響を与えます。

ウェアインジケーターが表れたらタ
イヤを交換してください。
ウェアインジケーターは、タイヤ
の接地面にあり、他の部分より溝
が１．６ だけ浅くなっています。

摩耗限界表示
（ウェアインジケーター）

・

ウェアインジケーター
の位置を示すマークの
代表例です

ウェアインジケー
ターが表われたと
き（タイヤの溝がな
くなったとき）は交
換

６．車の手入れ 日常の手入れ

０６／１２／１９　１８：４７：４３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０５　
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km５，０００ ごとにタイヤの位置を交換
します。
同じ位置で長く走ると偏摩耗し、
タイヤの寿命を縮めるだけでなく
走行性、制動力にまで悪影響を与
えます。

前輪と後輪でタイヤの空気圧
が異なるので、位置交換後は
必ず空気圧を調整してくださ
い。
タイヤの空気圧 →２４３ページ

●位置交換
（タイヤローテーション）

スペアタイヤを使う場合

スペアタイヤを使わない場合

・

前前部部

前前部部

０６／１２／１９　１８：４７：５０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０６　



207

rpm

Honda

エアコンの冷媒（ガス）が不足してい
ると、冷房性能が低下します。エン
ジン回転を１，５００ くらいに上げ
て、２～３分間冷房した後、点検窓
で点検します。

ほとんど透明です。
エンジン回転を上げ
下げすると気泡が流
れることがあります。

冷媒（ガス）量が不足している場合は、
販売店で点検、補充を受け

てください。

エアコン冷媒量点検窓の位置

→２３６ページ

６．車の手入れ 簡単な整備

エ ア コ ン の 冷 媒
量 点 検（ガス） ：冷媒量適正

：冷媒量不足

０６／１２／１９　１８：４７：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０７　
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ラバーが傷んでいると、拭きむらが
あるばかりかウィンドーガラスを傷
つけることがあります。

ワイパーブレードを外したときはア
ームを倒さないでください。また、
アームを起こしているときはワイパ
ーを作動させないでください。
ガラスやボンネットに傷がつくこと
があります。

ノブを押し上げながら、アームか
らブレードをスライドさせて外し
ます。

ブレードをガラスから離して固定
します。

ラバーの先端部をブレードのスト
ッパーから外れるまで引き、その
ままラバーをブレードから引き抜
きます。

→２２４ページ

イワ パ ー
ブ レ ー ド ラ バ ー

の 交 換

ブブレレーードド

ノノブブ
アアーームム

スストトッッパパーー

フロントワイパー

リヤワイパー

０６／１２／１９　１８：４８：０３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０８　
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cm

引き抜いたラバーからリテーナー
を外し、新しいラバーに取り付け
ます。

ラバーをブレードの２番目のツメ
からブレードに沿って差し込み、
ラバーをブレードのストッパーか
ら約２ 引き出します。

ブレードの先端のツメにラバーを
通します。
ブレードの先端のストッパーにラ
バーを戻して固定します。

ブレードをアームに取り付けます。

ブレードを元の位置に戻します。
→２２４ページ

６．車の手入れ 簡単な整備

リリテテーーナナーー

スストトッッパパーー

２２番番目目ののツツメメ

先先端端ののツツメメ

フロントワイパー

リヤワイパー

０６／１２／１９　１８：４８：１２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２０９　
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Honda

塗装面に付着したほこりを毛ばた
きなどではらい落としましょう。
とび石などによる塗装面の傷は錆
の原因となります。見つけたら早
めに補修してください。

少なくとも月に一度は洗車しまし
ょう。
次の場合は、必ず洗車してくださ
い。
凍結防止剤を散布した道路を走
行したとき、海岸地帯を走行し
たとき。
錆の原因となるので車体の下回
り、フェンダーの内側を念入り
に洗ってください。

風通しのよい車庫や、屋根のある
場所をおすすめします。

コールタール、ばい煙、鳥のふ
ん、虫、樹液などがついたとき。
化学変化で塗装面にむらができ
るので、中性洗剤で洗ってから
水で完全に流し、必要に応じて
ポリシングワックス（ワックス
乳液）で磨いてください。
ポ リ シ ン グ ワ ッ ク ス は 、

純正ケミカル用品をお
使いください。

日常の手入れ

洗車を忘れずに走行後は

保管、駐車は

・

・

０６／１２／１９　１８：４８：２１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１０　
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十分に水をかけながら、下回り、
足まわりの汚れを落とします。
塗装面は屋根から順に下のほうへ
水をかけながら、スポンジかセー
ム皮のような柔らかい物で洗いま
す。
汚れがひどいところは中性洗剤で
洗い、さらに水で完全に洗い落と
します。
水が乾かないうちに拭き取ります。

アンテナやドアミラーを格納して
洗車してください。

自動洗車機を使うと、ブラシ
の傷がつき光沢が失われたり、
劣化を早めることがあります。

洗車ノズルと車体の距離を十分に離
して洗車してください。
ウィンドーまわりは、特に注意して
行ってください。近づけすぎると室
内へ水が侵入することがあります。

故意に空気取り入れ口やフロ
ントコンパートメント内に水
をかけないでください。
故障の原因になります。

エンジンルームには水をかけないで
ください。
故障の原因になります。

●洗車のしかた

．車の手入れ

自動洗車機を使うとき

高圧洗浄機を使うとき

・

・

・

・

・

空気取り入れ口

外 装 の 手 入 れ

６ 日常の手入れ

０６／１２／１９　１８：４８：３１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１１　
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Honda

月に一回程度または水をはじかなく
なったときに行います。
洗車したあと、日陰か車体表面が体
温以下になっているときにワックス
をかけます。
ワックスは 純正ケミカル
用品をお使いください。

みがき粉（コンパウンド）入り
のワックスは使わないでくだ
さい。
塗装面に細かい傷が残ること
があります。

●ワックスをかけるとき

・

０６／１２／１９　１８：４８：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１２　
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Honda

Honda
ガソリン、オイル、ラジエーター液、
バッテリー液などが付着すると、し
みの発生や塗膜がはがれる原因とな
ります。
すみやかに柔らかい布で拭き取って
ください。

樹脂塗装部品の傷の補修をす
る場合は、 販売店に
ご相談ください。不適当な塗
料を使うと塗膜を傷めます。

ガラスの油膜を取るときは、ガラス
クリーナーをお使いください。
ガラスクリーナーは 純正
ケミカル用品をお使いください。

リヤガラスの内側に電熱線が装着さ
れていますので、これに沿って柔ら
かい布で拭いてください。

●樹脂塗装部品
（バンパーなど）の手入れ

●ガラスの手入れ

．車の手入れ

リヤガラスの清掃をするとき

・

日常の手入れ６

０６／１２／１９　１８：４８：４１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１３　
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SRS

SRS

SSRRSS

中性洗剤の水溶液を柔らかい布に
軽く含ませて、汚れを落とします。
飲食物などをこぼしたときは、
すぐに汚れを落としてください。

真水を含ませた柔らかい布で、残
った洗剤分をきれいに拭き取りま
す。
直射日光を避け、風通しのよい日
陰で乾燥させます。

室内に水をかけないでくださ
い。オーディオやスイッチな
どの電装品に水がかかると故
障の原因となります。また、
センターコンソール内に、

エアバックコントロール
ユニットが装着されています
ので、その周囲に水がかかる
と、 エアバックコントロ
ールユニットが正常に作動し
なくなるおそれがあります。

・

内 装 の 入手 れ

エエンンジジンンココンントトロローールルユユニニッットト

エエアアババッッググ
ココンントトロローールルユユニニッットト

０６／１２／１９　１８：４８：４７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１４　
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Honda

取扱方法や成分を確認の上、取り扱
いには十分にご注意ください。

ケミカル類、液体芳香剤はそ
の成分によっては、樹脂部品、
布材の変色、しみ、ひび割れ
を起こすことがあります。
次のことに注意してください。
ベンジン、ガソリンなどの
有機溶剤や酸、アルカリ性
の溶剤は使わないでくださ
い。
また、ケミカル類には、こ
れらの成分が含まれている
おそれがあります。
ケミカル類を使用したあと
は、必ず乾いた布で軽く拭
き取ってください。
また、使用した布はそのま
ま樹脂部品、布材の上に長
時間放置しないでください。
液体芳香剤はこぼさないよ
うに、容器を確実に固定し
てください。
芳香剤の使用にあたっては
固形タイプのものをおすす
めします。

オーディオやスイッチなどの
電装品にシリコン系のスプレ
ーを塗布しないでください。
故障の原因となったり、車両
火災につながるおそれがあり
ます。
万一、電装品にシリコン系の
スプレーを塗布したときは、

販売店にご相談くだ
さい。

●ケミカル類、
液体芳香剤について

．車の手入れ

・

・

・

日常の手入れ６

０６／１２／１９　１８：４８：５３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１５　
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Honda

Honda Honda

Honda
Honda

純正部品には下のマークがついて
います。

車の改造はしないでください。
不正改造は、法律に触れることは
もちろん思わぬ事故を起こす場合
があります。

純正部品以外の車の性能
や機能に適さない部品を使用しな
いでください。
適正な性能や機能を発揮しなかっ
たり、思わぬ事故のもとになった
りすることがあります。

車の性能、品質を維持するために、 車に最も適した 純正部品を
お使いください。
純正部品は厳しい検査を実施し、 車に適合するように作られています。
お求め、装着に際しては、 販売店にご相談ください。

車にあった部品の使用

・ ・

・

０６／１２／１９　１８：４８：５８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１６　
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228
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・・・・・・・・・・・・・・運転するまえ ・
・・・・・・・・・・・・・・運転するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・駐車するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

・・・・・・・・・・・・・・雨の日の運転 ・
・・・・・・・・・・・・夏場の取り扱い ・

・・・・・・・・・・・・

車との上手なつきあいかた

●積雪・寒冷時の取り扱い

●こんなときは

●環境にやさしい
省エネドライブを
するために

０６／１２／１９　１８：４９：０１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１７　



218

氷結している部分を無理に取り除
くと塗装などを傷めます。氷が溶
けてから取り除いてください。

雪や霜を落として視界を確保してく
ださい。

足まわりなどに氷塊が付着している
場合は、部品を損傷しないように十
分注意して取り除いてください。

プラスチックの板などを使うとガ
ラスに傷をつけずに落とすことが
できます。

走行時に屋根に積もった雪がすべり
落ち視界の妨げになるなど危険です。
走行する前に取り除いてください。

積雪・寒冷時の取り扱い

屋根に積もった雪

ガラス面の雪や霜

足まわりの着氷

・

・

●車に積もった雪や着氷は
取り除く

運 転 す る ま え

０６／１２／１９　１８：４９：１０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１８　
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Honda

無理に開けるとドアまわりのゴムが
はがれたりするので、お湯をかけて
氷を溶かしてから開けてください。
ドアキー穴部には、お湯をかけな
いでください。凍結すると、キー
が差し込めなくなります。

靴にこびりついた雪をよく落として
から、乗車してください。
ペダル類を操作するときに滑った
り、室内の湿気が多くなりガラス
が曇ったりすることがあります。

ペダル類やハンドルの動きが円滑か
どうか確認してください。

お湯をかけたあとは、凍結防止のた
めに水分をよく拭き取ってください。

ワイパーブレード（ゴム部）を損傷し
たり、モーターの故障となりますの
で、氷や雪を取り除いてから動かし
てください。
寒冷地用ワイパーブレードを装着す
る際は、 販売店にご相談く
ださい。
寒冷時以外は通常のワイパーブレー
ドに戻してください。

●凍結しているとき ●乗車するとき

．

ドアの凍結

運転するまえに

ワイパーの凍結（ガラス面が着氷、
積雪しているとき）

・

・

７車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０６／１２／１９　１８：４９：２０　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２１９　
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雪道や凍結路では、たいへん滑り
やすくなっているので、速度を落
とし車間距離を十分とって運転し
ましょう。
また、ハンドルやブレーキの操作
は特に慎重にしてください。
急加速、急減速、急ブレーキや
急ハンドルは横すべりを起こし
て方向性を失います。

冬用タイヤ、タイヤチェーンを装
着して走行してください。

冬用タイヤを装着するときは、
四輪とも同じ種類のものに交換
してください。
地区条例により違いがあります
ので、その地区の条例に従って
ください。

冬用タイヤを装着したときに
は、安全のため高速走行は避
けてください。

チェーンサイズ →２２２ページ

タイヤチェーンの取り付けかた

→２２２ページ

・

・

・

運 転 す る と き

０６／１２／１９　１８：４９：２７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２０　
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Honda

ブレーキ装置に付着した雪や水が凍
結し、ブレーキの効きが悪くなるこ
とがあります。
その際には、前後の車に十分注意し
て、ブレーキペダルを軽く踏みなが
ら低速で走行し、ブレーキのしめり
を乾かしてください。

フェンダー裏側に付着した雪が氷結
し、次第にたい積してハンドルのき
れが悪くなることがあります。
ときどき確認し、着氷が大きくなる
前に取り除いてください。

寒冷時はフロントガラスが暖
まるまでウォッシャー液を噴
射しないでください。
ウォッシャー液が凍りついて
視界の妨げとなり、思わぬ事
故につながるおそれがありま
す。

先にデフロスターを使ってフロント
ガラスを暖めてからウォッシャー液
を噴射します。

ブレーキの効きが回復しない
ときは、ブレーキ系統に異常
が考えられますので、ただち
に 販売店で点検を受
けてください。

●ブレーキの効きについて ●ハンドルのきれについて
（タイヤまわりの着氷）

●

．

ウォッシャー液を噴射するとき

７車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０６／１２／１９　１８：４９：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２１　



タイヤサイズ 適合チェーンサイズ

スチールチェーン

４５１７０（新 ）

222

145R12-8PR LT

km/h

4WD

Honda

JIS

スチールチェーンは内側のフック形
状が、かぎ形線フックのものをお使
いください。

タイヤチェーンはタイヤに合
った適正な物をお使いくださ
い。
推奨タイヤチェーン以外の物
を使うと、ブレーキ配管やフ
ェンダーなどを破損するおそ
れがあります。

タイヤチェーンを取り付けた
ときには、安全のため雪道、
凍結路では３０ 以下の速
度で運転してください。
なお乾燥路面ではタイヤチェ
ーンを装着したままで走行す
るのは避けてください。チェ
ーンの摩耗を早めます。

タイヤチェーンは平らな所で
他の交通に十分注意して取り
付けてください。
必要に応じて非常点滅表示灯
などを使ってください。

スチールチェーン以外のタイ
ヤチェーンをご使用になる場
合は、タイヤチェーンに付属
の取扱説明書にしたがって、
正しく取り付けてください。

タイヤチェーンは、駆動輪の後輪に
装着してください。

車の場合も後輪駆動を主とし
た四輪駆動なので、チェーンは後輪
に装着してください。
前輪には、タイヤチェーンを装着し
ないでください。

お求めは 販売店へお申し付
けください。

●タイヤチェーンのつけかた

チェーンサイズ 標準的なタイヤチェーンの
取り付けかた

かかぎぎ形形線線フフッックク

０６／１２／１９　１８：４９：４４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２２　



223

cm

ccmm

前輪を直進状態にします。 チェーンをタイヤにまきつけてい
っぱいに引き、内側のフックを先
に連結して次に外側のフックを連
結します。
連結してチェーンが余った場合は、
ボディなどに当たるのを防ぐため
に針金で固定します。

チェーンバンドのクリップを外向
きにしてチェーンをいっぱいに張
ります。

試走してチェーンのゆるみ、はず
れなどがないかを確認します。

チェーンの折り曲げ部が下側にな
るようにしてチェーンを後輪のす
ぐ後ろに敷きます。

先端のフックから３０ 前後の位
置まで後輪を移動させます。

７．車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

３３００ 前前後後

フフッックク

針針金金でで固固定定すするる

ククリリッッププ

チチェェーーンンのの折折りり曲曲げげ部部

０６／１２／１９　１８：４９：５２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２３　
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パーキングブレーキの凍結を防ぐた
めに、パーキングブレーキは使わな
いでください。

エンジンの冷えすぎを防ぐために、
車の前部を風下や日の当たる方向
に向けて停めてください。
エンジンが冷えすぎると始動し
にくくなることがあります。
落雪や積雪を避けるために、軒下
や樹木の下などには停めないでく
ださい。
車の屋根などがへこむことがあ
ります。
ワイパーアームは起こしてくださ
い。
雪の重みでアームの取り付け部
がこわれることがあります。

マニュアル車はギヤをＲ（後退）か１
に、オートマチック車は□に入れま
す。
石などで輪止めをしておきます。

リヤワイパーを持ち上げながらノ
ブを押すと、ブレード（ゴム）が浮
き上がりガラスから離したまま固
定できます。
元に戻すときは、リヤワイパーを
持ち上げ反対側のノブを押します。

Ｐ

●屋外に駐車するとき駐 車 す る と き

・

・

・

ノノブブ

浮浮きき上上ががるる

０６／１２／１９　１８：５０：０２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２４　
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塗装面の保護とドアまわりの凍結を
防ぐために、ボディカバーを使って
ください。

格納するとき、エンジン部を
毛布で覆ったり、ラジエータ
ーのまわりに段ボールや新聞
紙をはさみ込んだりしないで
ください。
そのまま走行すると、火災の
おそれがあります。

●長期間使わないで
屋外におくとき

．７車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０６／１２／１９　１８：５０：０６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２５　
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ABS

積雪時には道路に凍結防止剤がま
かれていることがあります。錆の
原因になりますので、走行後はす
ぐに洗車してください。特に下回
りは念入りに行ってください。

気温が下がるとバッテリーの性能が
低下し、エンジン始動に支障をきた
すことがありますので、液量、比重
の確認をし、必要に応じて液の補給
や補充電をしてください。

冬期はオイルの劣化が激しくなりま
す。
冬期に主として短距離、または市街
地を運転される方は、早めに交換し
てください。

フェンダー裏側や足まわりに付着
した泥、雪は周囲の部品を損傷し
ないように取り除いてください。

装備車は、足まわり（前、後
輪の４か所）に車速感知装置が取
り付けてありますので、傷をつけ
ないように特に注意してください。

●雪道走行後の手入れ

●点検・整備

バッテリーについて

エンジンオイルについて

・

・

車車速速感感知知装装置置

冬 期 の 手 入 れ

０６／１２／１９　１８：５０：１３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２６　
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Honda

冷却水の凍結を防ぐために点検して
ください。

ウォッシャー液の凍結を防ぐために、
ウォッシャー液の濃度を上げてくだ
さい。

点検方法はメンテナンスノー
トを参照し、交換は
販売店にご相談ください。

冷却水について

ウォッシャー液について

７．車との上手なつきあいかた 積雪・寒冷時の取り扱い

０６／１２／１９　１８：５０：１９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２７　
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雨の日は視界が悪くなるうえ、窓ガ
ラスが曇ったり、路面が滑りやすく
なるなど悪条件が重なるので通常よ
り注意深い運転が必要です。
急加速、急ブレーキや急ハンドル
を避け、晴れの日よりも速度を落
とし、車間距離を十分にとって運
転しましょう。
ハイドロプレーニング現象に注意
しましょう。
雨の降り始めの舗装道路は滑りや
すいので特に気を付けましょう。

路面が水でおおわれているところを
高速で走行したときに、タイヤと路
面の間に水の膜ができ、タイヤが浮
いた状態になることをいいます。

滑りやすい路面では、急加速、
急ブレーキや急ハンドルは避
けてください。
車のコントロールを失い思わ
ぬ事故につながります。

冠水路などの深い水たまりは走行
しないでください。
エンジンの破損や電装品の故障お
よび車両故障につながるおそれが
あります。

このような状態になると、ハンド
ルやブレーキが効かなくなり、非
常に危険です。

こんなときは

ハイドロプレーニング現象とは

・

・

・

・

・

雨 の 日 の 運 転

０６／１２／１９　１８：５０：２７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２８　
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Honda

リヤデフロスタースイッチを押して、
曇りをとります。

ガラスが曇って外が見にくいときは、
エアコンのデフロスターを使って曇
りをとります。

ワイパーブレードのラバーが傷んで
いると、拭きむらが出て視界の妨げ
となります。また、ガラス面を傷つ
けることがありますので、早めに交
換してください。

油膜があると、雨の夜は対向車のラ
イトなどが乱反射します。
ガラスクリーナーを使ってガラスの
表面をきれいにします。
ガラスクリーナーは 純正
ケミカル用品をお使いください。

●ガラスの曇りをとりたいとき ●

●ガラスの油膜をとりたいとき

．

リヤガラスの曇りは

・

ワイパーの拭きむらがあるとき

７車との上手なつきあいかた こんなときは

０６／１２／１９　１８：５０：３４　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２２９　
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ボディーに覆いをかけたり、ハン
ドルやシートにタオルなどをかけ
て、室内温度の上昇を抑えましょ
う。
フロントガラスにアルミ光沢性の
日除けバイザーを使うと、反射光
が集光し、インストルメントパネ
ルなどが変色、変形することがあ
ります。

冷媒（ガス）が不足していると、冷
房性能が低下します。
夏になる前に点検、補充をしてお
きましょう。
室内温度が高いときは、窓を開け
て熱気を逃がしてからエアコンを
かけましょう。
エアコンの冷やしすぎは健康上良
くありません。

●エアコンの上手な使いかた

●炎天下に駐車するときは

・

・

・

・

・

夏 場 の
取 り 扱 い

０６／１２／１９　１８：５０：４２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３０　
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海に出かけた後は車も塩分を浴びて
います。錆の原因になりますので早
めに洗車してください。下回りも念
入りに洗いましょう。

冷却水の量が不足しないように、こ
まめに点検します。
走行中、高水温警告灯が点灯した
場合は、オーバーヒートのおそれ
があります。安全な場所に停車し
てエンジンを冷やしてください。
オーバーヒートしたとき

→１８４ページ

●海から帰ってきたときは ●オーバーヒートを防ぐために

．

・

７車との上手なつきあいかた こんなときは

０６／１２／１９　１８：５０：４７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３１　
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OFF

kg km
cc

CO g km

cc
CO g

km kPa kgf/cm
cc

CO g km

2

2

2

タイヤの空気圧が低下すると走行抵抗が増加し、燃費に大きく影響しま
す。また、冬用タイヤや幅広タイヤを装着したときも同様に燃費に影響
します。

１０ の荷物を降ろして５０ 走ると、
ガソリン１５ の節約。
１３０ 削減（６５０ ／月）

エアコンを６分停止して、ガソリン７０ の節約。
１３４０ 削減（３時間／月）

エアコンは冷媒を循環するため、コンプレッサーをエンジンで駆動して
おり、エンジンに大きな負荷が発生します。それを補うため、燃料消費
が多くなります。

発電機はエンジンで駆動しており、消費電力が増加すると発電量が増加
し、エンジンの負荷が大きくなり、それを補うため、燃料消費が多くな
ります。

適正空気圧で５０ 走ると５０ ｛０．５ ｝減
のときに比べてガソリン１５０ の節約。
１２５０ 削減（６５０ ／月）

環境にやさしい省エネドライブをするために

●点検整備をきちんとし、タイヤの空気圧を適正にしましょう。

●不必要な荷物は降ろして走行しましょう。

●エアコンは少し控えめにしましょう。
室内温度が高いときは、窓を開けて熱気を逃がしてからエアコンを
かけましょう。

●ヘッドライトやリヤデフロスターは電力を多く消費するため、不必
要なときはスイッチを“ ”にしてください。

■

▲

■

▲

■
▲

０６／１２／１９　１８：５０：５７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３２　
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cc
CO g

cc
CO g

km/h

km/h km/h

2

2

4

3

3

ECO MOTION

AT km/l

D

D

D

空ぶかしを１回やめて、ガソリン ６ の節約。
１１５０ 削減（３００回／月）

５分間のアイドリングを止めて、ガソリン
６５ の節約。

４２０ 削減（１０回／月）

オートマチック車は通常は□または□で走行します。
下り坂で速度が出すぎてしまうときは、エンジ
ンブレーキを使います。
４速オートマチック車は□にして、エンジンブ
レーキを使用してください。
□のままで速度が出すぎるときは□にし、さら
に強いエンジンブレーキを使用してください。
３速オートマチック車は□にして、エンジンブ
レーキを使用してください。

一般道路では法定速度（４０～６０ ）の
範囲で一定走行すると燃費は良くなりま
す。

高速道路では１００ を８０ にして
燃費１０～３０％の節約。

マニュアル車はギヤを一段ずつ落として、エン
ジンブレーキを使います。

下り坂などでエンジンブレーキを使う目的で、より低速のギヤを有効に
使うと、燃料カットの時間が長くなり、燃費が良くなることがあります。

参考資料＊社団法人日本自動車工業会：「あしたへ 」参照

《対象車種２．０Ｌ乗用（ ）の燃費＝１１．７ （１０・１５モード）が計算ベース》

Ｄ

２

２

●空ぶかしはしないようにしましょう。

●変速位置の選択は、走行速度や坂の勾配に合わせて適切に行ってく
ださい。

●長時間停車するときは、エンジンを停止してください。
また、長すぎる暖機運転をしないようにしましょう。

●経済速度について

．７車との上手なつきあいかた

・

・

■

▲

■
▲

・
・

環境にやさしい省エネ
ドライブをするために

０６／１２／１９　１８：５１：０９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３３　
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g/km
km/l

km km/h

km/hkm/h

東京都内の幹線道路における平均的な走行形態の１０モードと、高速走行や渋滞
など大都市における走行形態を反映させた１５モードを図のように
・市街地パターン（１０モード）を３回
・高速パターン（１５モード）を１回
の計４サイクルで走行したときの排出ガス量（ ）を測定します。
このときに消費した燃料を１０・１５モード燃費（ ）として表示しています。

＊計測走行距離 ４．２ 、平均車速 ２３

●１０・１５モード燃費について

１０・１５モード燃費とは

車

速

（ ）

車

速

（ ）
７０
６０
５０
４０
３０
２０
１０
０

７０
６０
５０
４０
３０
２０
１０
０

第１サイクル 第２サイクル 第３サイクル 第４サイクル

市街地パターン
（１０モード）

市街地パターン
（１０モード）

市街地パターン
（１０モード）

高速パターン
（１５モード）

０６／１２／１９　１８：５１：１５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３４　
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km/h
kg

OFF
OFF

１０・１５モード燃費は図のようにシャーシ
ダイナモメーター上で定められた試験条
件のもとで行われた燃費値です。
実際の走行時には気象、道路、車両、運
転、整備などの状況が異なってきますの
で、それに応じて燃費が異なります。

完全暖機状態 ６０ １５分暖機後モード測定
走行抵抗設定 車両（空車）状態＋１１０ （２名乗車分）
搭載電気機器“ ”状態
エアコン“ ”で測定

１０・１５モード燃費と実走行燃費との違い

１０・１５モード燃費の計測方法（国土交通省認可時 測定条件）
・
・
・
・

７．車との上手なつきあいかた 環境にやさしい省エネ
ドライブをするために

０７／０１／１１　１８：１１：２９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３５　
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サービスデータ

ババッッテテリリーー

エエンンジジンンオオイイルル注注入入口口

ララジジエエーータターー
キキャャッッププ

エエンンジジンンオオイイルル
レレベベルルゲゲーージジ

ブブレレーーキキリリザザーーブブタタンンクク

エエアアココンン冷冷媒媒量量点点検検窓窓

冷冷却却水水リリザザーーブブタタンンクク

トトラランンススミミッッシショョンン
オオイイルルレレベベルルゲゲーージジ
（（オオーートトママチチッックク車車））

ウウィィンンドド
ウウォォッッシシャャーー液液
タタンンクク

補補機機ベベルルトト

マニュアル車、３速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：５１：２５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３６　
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サービスデータ

ブブレレーーキキリリザザーーブブタタンンクク

冷冷却却水水リリザザーーブブタタンンクク

ララジジエエーータターー
キキャャッッププ

ウウィィンンドド
ウウォォッッシシャャーー液液
タタンンクク

エエンンジジンンオオイイルル
レレベベルルゲゲーージジ

ババッッテテリリーー

トトラランンススミミッッシショョンン
オオイイルルレレベベルルゲゲーージジ

エエアアココンン冷冷媒媒量量点点検検窓窓

エエンンジジンンオオイイルル注注入入口口

補補機機ベベルルトト

エエンンジジンンオオイイルル
レレベベルルゲゲーージジ

４速オートマチック車

０６／１２／１９　１８：５１：２８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３７　



－

項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

点 火 プ ラ グ
タ イ プ

電 極 の す き 間
（基準値）

※

238

0.8 0.9 mm

IFR6C
SK20PR-L9

NGK
DENSO

点検整備については メンテナンスノート も合せてご覧ください。

イリジウム合金チップの微粒子膜を損傷するおそれがあるので、ワイヤーブラシ等による清
掃は行わないでください。

イリジウムプラグを使用していますので、次のことに注意してください。

プラグギャップは調整できません。基準値をこえているものは交換してください。
（清掃はクリーナーにて２０秒以下で行ってください。）

※：
・

・

０６／１２／１９　１８：５１：３５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３８　



－
－

項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

○ 補 機 ベ ル ト
○ 補 機 ベ ル ト

ベルトのたわみ量

｛約９８（１０ ）の力｝
｛約９８（１０ ）の力｝

○：補機ベルト（発電機）
○：補機ベルト

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ （エアコンディショナー）

239

8.0 10.0 mm
8.0 10.0 mm

N kgf
N kgf

の位置を押す

マニュアル車、３速オートマチック車

４速オートマチック車

サービスデータ

○○
○○

○○
○○

ＡＡ

ＢＢ

ＡＡ
ＢＢ

０６／１２／１９　１８：５１：４２　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２３９　



－

－

項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

マニュアル

オートマチック

マニュアル

オートマチック

湿式
８ー１２ノッチ

マニュアル
オートマチック

ブレーキペダル

クラッチペダル

エアクリーナー
エ レ メ ン ト
バ ッ テ リ ー

電 球（ バ ル ブ ）

遊 び

床板とのすき間

（参考値）

遊 び
床板とのすき間

（参考値）
引 き し ろ
タ イ プ

容 量

Ｗ（ ワ ッ ト ）数

・ヘッドライト（ハロゲンバルブ）・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・車幅灯 ・
・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・番号灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・制動灯／尾灯 ・

・・・ハイマウントストップランプ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・後退灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・室内灯 ・

・・・・・・・・・・・テールゲート照明灯 ・

以上

以上

以上

以上

以上（クラッチが切れたとき）
以上（クラッチが切れたとき）

｛約１９６（２０ ）の力｝

｛約１９６（２０ ）の力｝

｛約１９６（２０ ）の力｝

｛約１９６（２０ ）の力｝

｛約１９６（２０ ）の力｝

／
／

パーキングブレーキ

カーペットとのすき間

カーペットとのすき間

前面方向指示器／前面非常点滅表示灯

後面方向指示器／後面非常点滅表示灯

240

1 10 mm
87 mm

91 mm

81 mm

85 mm

15 25 mm
72 mm
66 mm

24AH(5) 28B17L
38B19L28AH(5)

16W(18W)

16W(18W)

12V
12V
12V
12V
12V
12V
12V
12V
12V
12V

60/55W
21W
5W

5W
21/5W
21W

5W
5W

N kgf

N kgf

N kgf

N kgf

N kgf

－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

０６／１２／１９　１８：５１：５８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４０　



項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

オイル交換時

オイル、オイ
ルフィルター
同時交換時

推 奨 オ イ ル

規 定 量

エンジンオイル

純正オイル（４サイクル四輪車用）
ウルトラ （ 級 ）
ウルトラ （ 級 ）
ウルトラ （ ）
ウルトラ （ 級 ）

マニュアル
３速オートマチック
４速オートマチック
マニュアル
３速オートマチック
４速オートマチック

級

※

API CERTIFICATION

241

0W-20

Honda API
S M A P I
CERTIFICATION

3.0

2.7
2.8

2.5

Honda
LEO SM API SM/GF-4 SAE 0W-20
LTD SM API SM/GF-4 SAE 5W-30
MILD SM
GOLD SM API SM SAE 5W-40

API SM/GF-4 SAE 10W-30

は、最も省燃費性に優れたオイルです。

市販のエンジンオイルは、外気温に応
じた粘度のものを下表にもとづきお使
いください。

純正エンジンオイルまたは
級 以 上 か 、 オ イ ル 缶 に

（エーピーアイ サー
ティフィケーション）マークの入ったエ
ンジンオイルをお使いください。

※：

推奨エンジンオイル

マーク

（外気温）

サービスデータ

０９／０９／１４　１８：３６：４９　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４１　



項 目 サ ー ビ ス デ ー タ

純正ウルトラ

無鉛レギュラーガソリン（無鉛ハイオクも使用可能）

純正ウルトラ

純正ウルトラ

純正ウルトラｅクーラント

マニュアル

マニュアル
オートマチック
マニュアル
オートマチック

マニュアル

マニュアル

オートマチック

指 定 燃 料

タ ン ク 容 量

指 定 オ イ ル
指 定 液
規 定 量
（交換時）

指 定 液
規 定 量
（交換時）

指 定 液
規 定 量
（交換時）

指 定 液
規 定 濃 度
規 定 量
（交換時リザーブ

）

指 定 液
タ ン ク 容 量

燃 料

オ イ ル

フ ロ ン ト
デファレンシャル
オイル（ ）
リ ヤ
デファレンシャル
オ イ ル

冷 却 水

ブ レ ー キ 液
ウォッシャー液

車
車
車
車

純正オイルウルトラ

タンク 含む

トランスミッション

３速オートマチック
４速オートマチック

４速オートマチック

（４速オートマチック）

３速オートマチック
４速オートマチック

純正ウルトラブレーキフルード ３または ４

242

37

36

Honda ATF-Z1

1.5
1.9

1.2

Honda HGO-II
0.49
0.52

Honda HGO-II

0.59

Honda
50%

4.8
4.5
4.8
4.7

2.5

4 W D

2WD
4WD
2WD
4WD

Honda MTF-II

0.9

Honda DOT DOT

０９／１１／１８　１４：３４：０１　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４２　



×

以上

ごと

タイヤの溝の深さ
（ ）：高速走行時

位置交換時期（タイヤローテーション）
以上

項 目 タイヤ空気圧 リムサイズ
（ ）

タイヤサイズ 前輪 後輪 スチールホイール

名称 排気量（ ） 車体形状 乗車定員（人） タイプ

最大積載量（ ）タイプ

アクティ ルートバン
ハイルーフ

（ ）

マニュアル
３速オートマチック
４速オートマチック

（２名乗車時）
（４名乗車時）
（２名乗車時）
（４名乗車時）

※１

※２

243

145R12-8PR LT

1.6 mm

12 3.50B220 (2.2) 450 (4.5)

5,000 km
2.4 mm

kPa kgf/cm

cm

kg

350

2(4)

350
250
250
150

SDX

PRO-A
PRO-B

SDX
PRO-A
PRO-B

2

SDX2(4)
PRO-A
PRO-B

2

656

mm km/h
Honda

2WD

4WD

タイヤの残溝の深さが２．４ 未満のときは、８０ 以上の高速走行をしないでください。

この車専用のホイールをお使いください。
専用以外のホイールを使うと、走行装置やブレーキ装置に支障をきたすおそれがあります。
ホイール交換に際しては、必ず 販売店にご相談ください。

※１：

※２：

サービスデータ

０６／１２／１９　１８：５２：３７　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４３　



244

mm
mm
mm
mm
mm
mm

mm
mm

mm
mm

mm
mm

記載の寸法は参考値です。取り付ける物の寸法と車の寸法を必ず確認して取り付
けてください。

カーゴスペース寸法図

ユーティリティーナット配置図（テールゲートを除く）

○○

○○

○○ ○○ ○○ ○○

○○
○○

○○

○○

※：フロントシートは一番後で
背もたれを最も立てた状態の寸法です。

○：７３５
○：４８０
○：１８０
○：７７５
○：３３０
○：１６０
○：１，３３５
○：１，２８０

：１，７２０
：９２０
：１，２４０
：１，１８０

ＡＡ

ＤＤ

ＥＥ ＦＦ ＦＦ ＦＦ

ＢＢ

ＣＣ

ＧＧ

ＨＨ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

※

０６／１２／１９　１８：５２：４３　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４４　



245

サービスデータ

０６／１２／１９　１８：５２：４５　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４５　



246

228

136
136
137
137
150

34
94

98
195 197

86
240

48 50

99
242
227
104

240

143
144
143
239
207
152

130
126
131
133
129
128
132

93

241
226
51
34
94

104
18

236 237
52

150
151
150

117
242

110 114
184
82
58

ABS

ABS

AM
SRS

SRS

SRS

EPS

さくいん

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・雨の日の運転 ・
アンチロックブレーキシステム（ ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アンテナ ・

イグニッション（エンジン）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

ウィンカー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ウィンドー ・ ・
ウォッシャー液

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タンクの容量 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・

・・・・・・・・・・・エアクリーナーエレメント ・
エアコン

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・インデックス ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・吹き出し風の調節 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ベルト ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・冷媒（ガス）量点検 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ラジオ ・

エアバッグシステム
エアバッグシステムの効果を

・・・・・・・・・十分に発揮させるために ・
・・・エアバッグシステムのしくみ ・

・・・・・・・・・・・お子さまを乗せるときは ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動しないとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動するとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・
エレクトリックパワーステアリング（ ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
エンジンオイル

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル量 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・補給口 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンキー（キー） ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンスイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンのかけかた ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンブレーキ ・
・・・・・・・・・・・・・・・エンジンルーム ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・エンジンルームリッド ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オーディオ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・インデックス ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上手な使いかた ・

オートマチックトランスミッション
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル ・
・・・・・・・・・・・・・セレクトレバー ・ ・

・・・・・・・・・・・・・オーバーヒートしたとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オドメーター ・

・・・・・・・・・・・・・・・折りたたみ収納式シート ・

ア

イ

ウ

エ

オ

０９／０９／１４　１８：３７：０８　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４６　



247

147
106
240
22

216
159

88
93

172
81

166
167
92

168

197
240

100
168
169
159

244
159
211

15 73
160
213
13

232
218

34
37
95
41

200
22

・・・・・・・・・・・・・曇り取り（デフロスター） ・
・・・・・・・・・・・クラッチスタートシステム ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・クラッチペダル ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・クリープ現象 ・

・・・・・・・・・・・・・・・車にあった部品の使用 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・グローブボックス ・

警告灯
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯類 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球切れの点検 ・
けん引

・・・・・・・・・・・・・・・・・けん引されるとき ・
・・・・・・・・・・・・・限界回転数（レッドゾーン） ・

工具（ツール）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・種類 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高水温警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・高速道路で故障したとき ・
後退灯（バックランプ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

後部ワイパー（リヤワイパー）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・故障したとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・故障の修理について ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・小物入れ ・

・・・・・・・・・・・・・・・カーゴスペース寸法図 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・カードホルダー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・外装の手入れ ・

・・・・・・・・・・学童用（ジュニア）シート ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・カップホルダー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ガラスの手入れ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・換気 ・
環境にやさしい省エネドライブを

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・するために ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・寒冷時の取り扱い ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・キー閉じ込み防止装置 ・
・・・・・・・・・・・・・・・キー抜き忘れ警告ブザー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キーレスエントリー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・発信器の電池交換 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・キックダウン ・

さくいん

カ

キ

ク

ケ

コ

０６／１２／１９　１８：５２：５６　３０Ｓ３Ｃ６６０　０２４７　



248

236
67
71

158

56
58
54
60
57
62
68
91
70
76
74

135

134
135
157
170

156
199
240

25 119
147
176

196
240
91

213
15 73

216

58
60

92
87
94

220
238
81

166
243
243
178
38
50

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サービスデータ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・サイドアンダーミラー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・三点式シートベルト ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サンバイザー ・

シート
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・アレンジ ・

・・・・・・・・・・・・・折りたたみ収納式シート ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正しい運転姿勢 ・

・・・・・・・・・・・・・・・はね上げ機構付シート ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フロントシート ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤシート ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・シートベルト ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・非着用警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・種類 ・
・・・・・・・・・・・チャイルドシート固定機構 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・着用のしかた ・
シートベルトプリテンショナー

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
シートベルトプリテンショナーの

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・しくみ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・シガレットライター ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・事故が起きたとき ・

室内灯（ルームランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・・・シフトロック装置 ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・霜取り・曇り止め ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・ジャッキの取り扱い ・

車幅灯（ポジションランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・充電警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・樹脂塗装部品 ・

・・・・・・・・・・ジュニア（学童用）シート ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・純正部品 ・

助手席シート
・・・・・・・・・・・・・折りたたみ収納式シート ・
・・・・・・・・・・・・・・・はね上げ機構付シート ・

水温
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・高水温警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・低水温表示灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチの使いかた ・

・・・・・・・・・・・スノータイヤ（冬用タイヤ） ・
・・・・・・・・・スパークプラグ（点火プラグ） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スピードメーター ・
スペアタイヤ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・空気圧 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サイズ ・

・・・・・・・・・・・・・スペアタイヤについて ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スライドドア ・

・・・・・・・・・・・・・・・スライドドアウィンドー ・

サ

シ

ス
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249

197
240
202

220
218
224
226

110 114
87

211

96
86
96
96

194
97

240

81
108 112 116

139

206
205
243
180
243
220
178
204
222
81
54

222
108

15 73

76

27
224

90
224
106

制動灯（ブレーキランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・整備 ・
積雪・寒冷時の取り扱い

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転するまえ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・駐車するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

セレクトレバー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・操作 ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ポジション表示灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・洗車 ・

前照灯（ヘッドライト）
・・・・・・・・・・・上向きと下向きの切り換え ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・上向き表示灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・追越合図（パッシング） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・

・・・・・ヘッドライトレベリングダイヤル ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・速度計 ・
・・・・・・・・・・・・・・・速度範囲 ・ ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・その他の安全装備 ・

タイヤ
・・・・・・・・・位置交換（ローテーション） ・

・・・・・・・・・・・・・ウェアインジケーター ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・空気圧 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・サイズ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スノータイヤ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スペアタイヤ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タイヤについて ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チェーン ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タコメーター ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・正しい運転姿勢 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チェーン ・
・・・・・・・・・・・・・・・チェンジレバーの操作 ・
・・・・・・・・チャイルド（幼児用）シート ・ ・

チャイルドシート固定機構付き
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・シートベルト ・

駐車
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・坂道 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
駐車ブレーキ（パーキングブレーキ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・操作 ・
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87

44
43

156
199
240
242
147
238
186
190

192
240
202

91
36

219
66

226
169
152
213

242
82

214
230

210
15 73

45 242
45 242

83
91
45

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・低水温表示灯 ・
テールゲート

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開閉 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・施錠・解錠 ・

テールゲート照明灯
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・デファレンシャルオイル ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・デフロスター ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・点火プラグ ・

・・・・・・・・・・・・・・・電気系統が異常のとき ・
・・・・・・・・・・・電気装置が作動しないとき ・

電球（バルブ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・交換 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・点検・整備について ・

ドア
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・開閉警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・施錠・解錠 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドアミラー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

・・・・・・・・・・・道路で動けなくなったとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・時計 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・塗装の手入れ ・
トランスミッション

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル容量 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・トリップメーター ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・内装の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・夏場の取り扱い ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・日常の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・乳児用（ベビー）シート ・ ・

燃料（ガソリン）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・指定燃料 ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・タンク容量 ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・燃料計 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・燃料残量警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・補給口 ・
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PGM-FI

EPS

91
144

98
195 197

240

197
240
190
84

143
168
47

238

90
221
18

240
139

197
240
57
36

90
224
106
158
228
86

139
198
240

98
195 197

240
49

166
167

66
96

189
226
186
240
60

193
48
93
35

176

199
240

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・ヒーター・マニュアル式エアコン ・

非常点滅表示灯（ハザードランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

尾灯
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヒューズ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・吹き出し風の調節 ・
・・・・・・・・・・・踏切で動けなくなったとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フューエルリッド ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・プラグ ・

ブレーキ
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・倍力装置 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ペダル ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ブレーキアシスト ・
ブレーキランプ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フロントシート ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・フロントドア ・

パーキングブレーキ（駐車ブレーキ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・操作 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・灰皿 ・
・・・・・・・・・・・ハイドロプレーニング現象 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ハイビーム表示灯 ・
・・・・・・・・・ハイマウントストップランプ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

ハザードランプ（非常点滅表示灯）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・はさみ込み防止機構 ・

発炎筒
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・格納場所 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・発炎筒について ・
バックミラー（後写鏡）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パッシング ・

バッテリー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・充電 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・バッテリーあがり ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・容量／タイプ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・はね上げ機構付シート ・
・・・・・・・・・・・・・ハロゲンバルブについて ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パワーウィンドー ・
・・・・・・・パワーステアリング（ ）警告灯 ・
・・・パワードアロック（オートドアロック） ・

パンク
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・パンクしたとき ・

番号灯（ライセンスランプ）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・
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67
66
66

80
53

29

96
86
96
96

194
97

240
57

15 73
239
159

102
243
215

98
195 197

86
240
42

165

90
226
161
244

15 73

138
138

4WD

ミラー
・・・・・・・・・・・・・・・サイドアンダーミラー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ドアミラー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ルームミラー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・メーター（計器類） ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・メンテナンスリッド ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・無線装置 ・

ヘッドライト
・・・・・・・・・・・上向きと下向きの切り換え ・
・・・・・・・・・・・上向き（ハイビーム）表示灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・追越合図（パッシング） ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・レベリングダイヤル ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ヘッドレスト ・
・・・・・・・・・・・・ベビー（乳児用）シート ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ベルトのたわみ量 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ペンホルダー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホーンスイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ホイールサイズ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・芳香剤 ・
方向指示器（ウィンカー）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・電球の交換 ・ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・表示灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・Ｗ（ワット）数 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ボンネット ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・万一のとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・油圧警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・雪道走行後の手入れ ・
・・・・・・・・・・・・・ユーティリティーナット ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・配置図 ・

・・・・・・・・幼児用（チャイルド）シート ・ ・
四輪駆動機構（ ）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転するとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・
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66

96
96

190
153

243
62

101
100

242
227

99
219 224

212

・・・・・・・・・・・・・・・・・ルームミラー（後写鏡） ・

・・・・・・・・・・・・・ライト消し忘れ警告ブザー ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ライトスイッチ ・

・・・・・・・・・・・ライト類が点灯しないとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ラジオの使いかた ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リムサイズ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤシート ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤデフロスター ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・リヤワイパー ・

冷却水（ラジエーター液）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・水量 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・冬期の手入れ ・

ワイパー
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・スイッチ ・

・・・・・積雪・寒冷時の取り扱い ・ ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ワックスがけ ・
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INT

MIST
MT

PGM-FI
PRESS

SRS
SRS
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TRIP

ABS

ABS

A/C
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AT

ELR
ELR ALR
EPS

100

100

242
108

91
75

130
126
131
133
129
128
132

82

240

136
136
137
137

143
144
143
239
207
152

117
242

110 114

70
70

93

・・・・・・・・・・・・・・・・・・（間欠ワイパー） ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
（マニュアルトランスミッション）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・チェンジレバー ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・（シートベルトバックル） ・

エアバッグシステム
エアバッグシステムの効果を

・・・・・・・・・十分に発揮させるために ・
・・・エアバッグシステムのしくみ ・

・・・・・・・・・・・お子さまを乗せるときは ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動しないとき ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・作動するとき ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

・・・・・・・・・・・・・・（トリップメーター） ・

・・・・・Ｗ数（ライト類の電球のワット数） ・

（アンチロックブレーキシステム）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・のしくみ ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・取り扱いについて ・

（エアコン）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・インデックス ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・使いかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・吹き出し風の調節 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ベルト ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・冷媒（ガス）量点検 ・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ラジオ ・
（オートマチックトランスミッション）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・運転のしかた ・
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・オイル ・

・・・・・・・・・・・・・セレクトレバー ・ ・

・・・・・・・・・・・・・付三点式シートベルト ・
・・・・・・・・ 付三点式シートベルト ・

（エレクトリックパワーステアリング）
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・警告灯 ・
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Hondaお車についてのお問い合わせ、ご相談は、まず、 販売店にお気軽にご相談くだ
さい。

お問い合わせ、ご相談は、全国共通のフリーダイヤルで下記のお客様相談センター
でもお受け致します。

本田技研工業株式会社 お客様相談センター

受付時間 ９：００～１２：００ １３：００～１７：００
〒３５１０１８８ 埼玉県和光市本町８－１

お車に関してお問い合わせいただく際は、お客様へ正確、迅速にご対応させていただく
ために、あらかじめ、お手元にお車の車検証をご準備いただき、下記の事項をご確認の
うえ、ご相談ください。

車検証記載事項 車両型式、車台番号、エンジン型式、車両番号、登録年月日
車種名、タイプ名、走行距離 ご購入年月日 販売店名

これらのデータはお車を所有されるかたのものであり、次の場合を除き、利用され
ることはありません。
エアバッグシステムを点検、修理するとき
お車の所有者または使用者の同意があるとき
裁判所の命令等、法的強制力を持つ要請があるとき

エアバッグシステムの故障診断情報
エアバッグの作動に関する情報

この車には、エアバッグシステムを制御するためのコンピューターが搭載されてお
り、衝突によりセンサーが一定以上の衝撃を感知したときには次の内容をデータと
して記録します。

フリーダイヤル ０１２０１１２０１０

所在地、電話番号などが変更になることがありますのでご了承ください。

イ イ フ レ アイオ

・
・
・

・
・

エアバッグシステム故障診断記録装置について
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41

94

94

186

106

119

II
シフトロック装置の正しい理解を → ページ

キーレスエントリー → ページ

エンジンスイッチ → ページ

キーを抜くとき → ページ

バッテリーあがりのとき → ページ

クラッチ・スタートシステム → ページ

セレクトレバーが動かないとき → ページ

エンジンスイッチを“ ”にしてから操作していますか。

ブレーキペダルを踏んでから操作していますか。
（操作できないときは、キーをシフトロック解除穴に差し込み、押しながら
セレクトレバーを動かしてください。）

マニュアル車はクラッチペダルをいっぱいに踏み込んでいますか。

バッテリーがあがっていませんか。
ガソリンが入っていますか。（メーター内の燃料計で確認してください。）
オートマチック車は、セレクトレバーが□か□に入っていますか。

セレクトレバーが□に入っていますか。

ハンドルを左右に動かしながらキーを回してください。

キーレスエントリーで解錠してから、ドア、テールゲートを開けないまま、約
３０秒たっていませんか。

Ｐ Ｎ

Ｐ

こんなことでお困りのとき

●セレクトレバーが□から動かせない

●エンジンがかからない

●キーが回せない

●キーレスエントリーで解錠しても、自動で閉まってしまう

Ｐ

“Ｉ”から“０”に回らないとき

“０”から“Ｉ”に回らないとき（ハンドルロックの解除）

・

・

・

・
・
・

・

・

・

オートマチック車

オートマチック車

キーレスエントリー装備車
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Honda JAF

Honda

95

96

184

キーをエンジンスイッチに差し込んだままになっていませんか。

ライトを消し忘れたままになっていませんか。

販売店または へご連絡ください。

オーバーヒートのおそれがあります。
（安全な場所に停車して、エンジンを冷やしてください。）

ブレーキパッドが摩耗して使用限界になっているおそれがあります。
（ 販売店で点検を行ってください。）

キー抜き忘れ警告ブザー → ページ

ライト消し忘れ警告ブザー → ページ

オーバーヒートしたとき → ページ

●ドアを開けるとブザーが鳴る

●キーを閉じ込めてしまった

●高水温警告灯が点灯した
●フロントコンパートメントルームやエンジンルームから蒸気が立ちのぼ
っている

●走行中にブレーキを踏むと金属的な摩擦音がする

・

・

・

・

・
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